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～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～ 

午前１０時００分 開議 

～開 会 宣 告～ 

○議長（齋藤則男君） おはようございます。 

 各議員におかれましては、お忙しいところご参集いただき、ここに１２日目の

議事が開会できますことを心から厚く御礼を申し上げます。 

 ただいまの出席議員は１６名で定足数に達しております。これより本日の会議

を開きます。 

 議事日程は、会議規則第２１条の規定に基づき、皆様のお手元に配付してあり

ますので、よろしくご協力お願い申し上げます。 

 それでは、議事に入ります。 

～日程第１ 一般質問～ 

○議長（齋藤則男君） 日程第１、昨日に引き続き一般質問を行います。 

 ６番、江守君の質問を許します。 

 ６番、江守君。 

○６番（江守 勲君） おはようございます。６番、江守です。 

 今回は、２問の質問を通告いたしましたので、通告に従いまして質問をさせて

いただきます。 

 １問目は、新教育長の教育方針はということでお伺いをしたいと思います。 

 個人的なことにはなりますが、私は、室教育長には中学校時代ご指導をいただ

いたということもありまして、お互い時は流れ、違う立場での再開ということに

はなりましたが、お互いに永平寺町の発展のため、そしてまた永平寺町の教育行

政の発展のために、お互いに力を合わせて取り組んでいきたいと思いますので、

よろしくお願いをいたします。 

 それでは、教育長の教育方針に対しますことに関しまして、何点かお伺いをい

たしたいと思います。 

 まず１問目に、室教育長の教育に対する思いや、どのようなことに力を入れて

取り組んでいくのかということを交えながら、教育方針をお伺いしたいと思いま

すので、よろしくお願いいたします。 

○議長（齋藤則男君） 教育長。 

○教育長（室 秀典君） では、教育方針を述べさせていただきます。 

 私は、大分県から松岡中学校へ新採用として赴任し、３８年間の教員生活のう
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ち、３６年間を永平寺町で勤務させていただきました。町民の皆様に育てていた

だいたという感謝の気持ちを込めて教育観を述べさせていただきます。 

 私は、学校教育は子どもたちが笑顔で行きたくなる学校づくりだと考えていま

す。そのためには、子どもたちが学校で学習に集中できる教育環境が大切です。

第１に、子どもたちの命を守る。２つ目に、子どもたちの学校での居場所を確保

する。そして３番目に、学校本来の学力、生きる力等を定着させることだと考え

ています。 

 私にとって、子どもたちが学校に行きたくないということほどつらいことはあ

りません。いじめ、不登校防止のために先生方が一人の子どもたちとかかわる時

間をどれだけ確保できるか。また、一人の子どもに対して何人の先生方がかかわ

りを持てるかが重要だと思っています。そのためには、教職員の組織力を高める

ことで早期発見、早期対応ができると考えています。 

 現在、本町の学校は、落ちついた学習環境が保たれ、学力も安定しています。

その要因としては、学校で子どもたちと先生方との距離が近く、お互いの信頼関

係が構築されている。地域、家庭、学校の連携が充実しているからだと思います。 

 今後も、町民の皆様から信頼される学校づくりを目指し、地域、保護者の皆様

の声に耳を傾け、現場の先生方と話し合いを行いながら、さらに学校教育を充実

させたいと考えています。 

 また、社会教育、社会体育については、現状を把握しながら、公民館や各種団

体と連携し、人と人とのつながり、町民のニーズ、人づくりを大切にした活動を

生涯学習課を中心に計画的に進めていきたいと考えています。 

 以上です。 

○議長（齋藤則男君） 江守君。 

○６番（江守 勲君） 今、室教育長のいろいろなお考えですとか、今後の取り組み

をお伺いさせていただきました。やはり室教育長のしっかりとした思いを今お聞

かせいただきまして大変心強いなというふうに思っておりますし、私も微力では

ございますが、室教育長の取り組みをできるだけ応援していきながら、学校教育

環境の向上ということにも努力していきたいと思っております。 

 では、２問目に、今、室教育長のほうからもお話ございましたが、教職員の先

生方との組織力といったこともございますし、今教育長に就任されてからもう２

カ月近くたちますが、その中で小中学校の校長先生や教職員の皆さんとの話し合

いは定期的にどの程度開催されているのかということをお伺いしたいと思いま
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す。 

○議長（齋藤則男君） 教育長。 

○教育長（室 秀典君） 教職員との話し合いの頻度についてですけど、月１回の校

長会、教頭会、年２回の学校訪問、そしてことしから学期２回ほど学校と教育委

員会の調整委員会を開催することになりました。予算面や学校運営などについて

検討をするということです。 

 構成メンバーは、校長会、教頭会より２名程度、教育委員会から教育長、学校

教育課長、参事、指導主事、４名、計８名を予定しています。また、話し合いの

議題によっては数名プラスすることも考えています。 

 また、学校教育課長、参事による学校の用務員、調理員対象の学校訪問も計画

しています。 

 それから、私、こういう議会とかそういうことで、きょうも学校訪問が計画さ

れているんですけど行けませんので、校長にお願いしまして、私が時間がとれる

ときに随時訪問をさせてもらうということで了解をしています。できるだけ子ど

もたち、先生との触れ合いを大切にしたいと考えています。 

 以上です。 

○議長（齋藤則男君） 江守君。 

○６番（江守 勲君） 今ほどいろんな形で現場の校長先生や教職員の皆さん、そし

てまた調理員、そして何よりもやはり子どもたちとの対話を重視しているという

ことで、本当にこういったことを続けていっていただいて、いろいろな課題など

を早期解決といったことにつながっていくのではないかなと思いますので、今後

ともそういったことで引き続き取り組んでいっていただきたいというふうに思い

ますので、よろしくお願いいたします。 

 さて、５月２６日の福井新聞に、県の東村教育長の政策が記載されておりまし

た。そこには、「教員の多忙化解消へ、部活動指導員や、教員の事務作業を代行

する学校運営指導員を全ての小中学校に置き、教員の負担を軽くする」というこ

とが載っておりました。永平寺町におきましても部活動指導や学校運営指導員を

置き、教員の負担軽減に努めておられます。 

 永平寺町においても、町長の所信の中でも、国でも働き方改革を重要政策と掲

げ、急速に進む人口減少や人手不足を解消するため、若い世代からベテラン世代

までが無理なく働くことができるワーク・ライフ・バランスの構築などの支援策

を打ち出しているというようなお話がございました。 



 －160－ 

 そこで、３問目といたしまして、教職員の働き方改革についてのお考えをお伺

いしたいと思います。 

○議長（齋藤則男君） 学校教育課長。 

○学校教育課長（清水昭博君） まず、県の目標としまして、教職員の方、「８０時

間以上の超過勤務者のゼロを目指す」と「学校の消灯時間を原則午後８時とする」

という２つの目標を掲げております。この目標は、先生方が児童、生徒さんと向

き合える時間をふやし、かつ先生の多忙化を低減する、縮減するというものでご

ざいます。 

 これにつきまして、実際上は県の教育長会議等で、今、新教育長さんのほうか

ら教職員対象の県主催会議、県への報告事務の低減を依頼しておりまして、今後

もそういうふうな形でまたご依頼していきたいというふうなことでお願いいたし

ます。 

 なお、永平寺町の対策といたしましては、平成３０年度の新規事業の特色ある

学校づくり推進事業は笑顔あふれる学校づくりであるとか、みんなで作る・楽し

い学校農園事業であるとかを各小中学校を統合しまして、各学校の特色が出せる

事業としました。一律ではなく、各学校が選択をして、こういう事業をやりまし

ょうというふうな形でということを学校と話し合いをして、今回、予算化をさせ

ていただいたということでございます。 

 江守議員のお話に出ました教員のサポートの関係で学校支援員さん、部活動の

外部指導者さんを各学校に全て配置しております。 

 そのほか、留守番電話の設置、町主催会議の削減、県主催会議出席の精選を実

施しております。 

 夏季休業中の時間を授業時間数に活用しまして、平日の授業を６時間から５時

間としまして、部活動の時間を早める。開始時間を早め、部活動の終了時間を６

時とするように今改善を試みております。 

 平成２９年度より、夏季休業中の学校閉鎖日を設定しております。平成３０年

度につきましても継続してまいります。 

 以上でございます。 

○議長（齋藤則男君） 江守君。 

○６番（江守 勲君） 今、いろいろな、県もそうですし、永平寺町としての取り組

みをお伺いいたしました。こういった政策を進めるに当たって、今、年度変わっ

てすぐなんでなかなかこういった効果といいますか、負担軽減の実態というのが
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まだつかみ切れていないんだろうなと思いますが、今後、こういったことを続け

ていくに当たりまして、やはり教職員の皆様の負担が、こういった政策によって

どの程度負担軽減につながっていくかということもきっちりと捉えていっていた

だきたいというふうに思います。 

○議長（齋藤則男君） 河合町長。 

○町長（河合永充君） 今年度のやはり教職員の多忙化といいますか、これはもう永

平寺町議会でも何度もそういった質問もいただいておりまして、今年度のこの事

業、今ほど説明ありましたが、校長先生とお話をさせていただいて、何が負担に

なっているのか、どうしたらいいかということを今回こういうふうな３０年度の

予算となりました。 

 今ほど教育長のお話にもありましたとおり、これからまた校長先生、学校の先

生、また調理員さん、用務員さん、また皆さんと積極的に現場の声を聞いていた

だけるということで、より今年度、取り組んだこの事業がどういった効果が出る

か。そして、来年度にどういうふうにまた変えていかなければいけないところは

変えていく。そういったことをしっかりしていきたいと思います。 

 それと、やはりいろいろ教育長等お話をお聞きしますと、やはり先ほどもあり

ました、いろいな機関からの調査であったり、資料づくり、また会議、研修、こ

ういったものが一つ大きな多忙の要因にもなっているということで、こういった

こともしっかり精査、教職員だけではなしに、役場の職員にもそうなんですが、

しっかり断るところは断る、しなければいけないことはする。しっかり精査をし

て、本来、何のために仕事をしているのか。これは先生だけではなしに、役場の

職員もそうなんですが、そういったことをもう一度原点に立ち返ってやっていく

ことが大事かなと思います。 

 いろいろ町もサポートをさせていただいておりまして、しっかりとこれから現

場の声を大切に進めていきたいと思います。 

○議長（齋藤則男君） 江守君。 

○６番（江守 勲君） 今ほど町長のほうからも現場の声をしっかりと聞きながらと

いうお話をいただきました。そのことが次の４問目の質問にもつながってくると

思います。 

 次に、教育環境のさらなる向上ということで質問をさせていただきます。 

 今回、当初予算や補正予算などで小中学校の改修や補修費などが計上されてお

りました。学校教育環境のさらなる向上になるように取り組んでいただきたいと
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いうことで、今ほどもお答えいただきましたが、現場の声を聞きながら、この予

算に反映していくといったことでお答えをいただいておりますが、再度、こうい

った予算も今後ともそういった現場の声をよく聞いて予算計上に当たっていただ

きたいと思いますが、そこらについてお考えをお伺いしたいと思います。 

○議長（齋藤則男君） 河合町長。 

○町長（河合永充君） 今、学校施設の改修につきましては、長期保全再生計画に基

づいて進めさせていただいております。ただ、今回、幼児園でもありましたよう

に、緊急性があったり、その入れかえといいますか、計画どおりでなしに、こっ

ちのほうがちょっと傷んできたからとか、そういったことはしっかり議会にも説

明しながら進めさせていただきたいというふうに思っております。 

 また、いろいろな施設については、今幼児園がやっておりますが、今までです

と幼児園が一つずつ各園が要望を上げてきていたわけなんですが、３年前から幼

児園は園長が全員集まっていただいて、各園長がこの要望をみんなで共有する。

例えばことしは上志比幼児園と西幼児園が出ていて要望が出てきたときに、あ、

それなら上志比幼児園の改修のほうが先だ。幼児園も計画あるんですが、小さい

場合、それならそっちのほうが先ですね。 

 共有することによって、例えば保護者の方が何でここ直さないのというお話が

あったときに、いや、実はことしは上志比幼児園がここよりもっとひどい状況や

で、今直して、そしてここの幼児園は何年後かにはもう間違いなく、来年か、２

年後かわかりませんが、その状況に応じてなんですが、そういうふうにやってい

くという説明もできるということで、今回、教育長、校長先生と月１回、またい

ろいろな形で先生とお話ししていただいておりますので、予算査定のとき、常に

そういうお話をしていただいて、みんなが共有できる、違う学校の先生が、こと

しはどこどこの学校がこういう理由で改修しているんだという、そういったこと

ができるように、学校の共有化といいますか、そういったことを積極的に進めて

いきたいというふうに思っております。 

○議長（齋藤則男君） 江守君。 

○６番（江守 勲君） 今ほど町長のほうからもそういったお言葉をいただきました

が、やはりしっかりと校長会などを通して、また教職員の皆様、そしてまた調理

員や学校の子どもたちの皆さんの声を聞いていただき、実情に合うような予算で

あってほしいし、またそういった改修計画、補修計画につなげていっていただき

たいというふうに思います。 
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 それが何より、学校教育環境の向上につながっていくのだと思いますので、今

後ともしっかり現場の実情に合った改修や補修であってほしいなというふうに思

いますので、そういった取り組みをよろしくお願いをいたします。 

 続きまして２問目に、国体に向けた取り組みは万全かということで何点かお伺

いをしたいと思います。 

 本日、一般質問に当たりまして、国体関連の質問をさせていただくということ

で議長にはおことわりをさせていただきまして、この国体用のポロシャツを着さ

せていただきながら、一般質問に当たらせていただいております。 

 初めに、３月の当初予算、骨格予算ですが、国体事業費が大きく削減されてい

たという印象を持っております。これは事業の精査でありますとか、各種競技団

体との粘り強い交渉をしていただき、必要最小限の事業費となりました。これは、

やはり国体推進課の課長を初めとした職員の皆さんの努力のおかげだというふう

に思っております。この努力が実を結ぶように、福井国体を成功させなければな

りません。 

 県では、福井国体総合優勝に向けた選手の獲得、強化はほぼ終わったと。そし

て、いよいよ本番に挑む体制となってきておりました。永平寺町も本番を迎える

に当たり、現在の状況を確認したいと思い、何点かお伺いをいたします。 

 現在、福井国体に向けた予算の執行状況ということをお伺いしたいと思います。 

○議長（齋藤則男君） 国体推進課長。 

○国体推進課長（家根孝二君） それでは、現在までの実行委員会予算の執行状況で

ありますが、４月１０日に開催いたしました本町実行委員会の総会におきまして、

今年度の事業計画、そして収支予算についてご承認をいただきました。 

 きょうまでの２カ月余り、競技会場の設営業務委託を初め、各競技会運営に必

要な各種業務委託や競技用消耗品などの調達、また広報啓発物品や歓迎装飾など、

前倒しで発注を行ってきたところであります。 

 これまでに実行委員会の予算総額に対しまして約７割程度を執行してきまし

た。国体開催期間中に必要となりますバスの借上料でありますとか、あとスタッ

フの弁当代、競技役員の旅費、さらには合同配宿に係ります負担金などを除きま

すと、９割程度の執行状況となります。ここまで順調に進んできているところで

あります。 

 まだｙｏｕ ｍｅパークのマウンド撤去復旧工事でありますとか、傷害保険等

の加入などが若干残ってはおりますが、今月中には全て発注を終えたいというふ
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うに思っております。 

 以上です。 

○議長（齋藤則男君） 江守君。 

○６番（江守 勲君） 今、そういった国体関連の事業につきましては、前倒しで発

注しているといったようなこもお伺いしておりますし、もう既に９割程度の予算

の発注等が済んでいるということで、もうほぼほぼ国体に向けた体制が整ってき

ているのだろうなというふうに思っており、本当に国体推進課の皆様は大変だと

思いますが、あともう残り１１６日ですか、きょうで、に向けてしっかりと取り

組んでいっていただきたいと思いますし、今のお話を聞いて私は少し安心したが、

そこまで進んでいるのかなという不安があったので、こういった質問をさせてい

ただきましたが、前倒しして取り組んでいただいているということで大変心強く

思っております。 

 次に２番目、会場整備や周辺整備の状況におくれなどはないでしょうか。 

○議長（齋藤則男君） 国体推進課長。 

○国体推進課長（家根孝二君） 各競技会の運営上、必要となります施設整備につき

ましては、残すところ、永平寺緑の村ふれあいセンターの床研磨工事だけとなっ

ております。これまでに建設課も含めまして十分な打ち合わせなどを行ってきま

して、関係施設等の整備にはおくれなく、準備万端であります。 

 以上です。 

○議長（齋藤則男君） 江守君。 

○６番（江守 勲君） 会場に関しましても、もうそのふれあいセンターの床磨きと

いったところだけということで、本当にもう会場につきましても万全の体制にな

ってきているなということで、安心して国体を迎えられるのかなというふうに思

っております。 

 続きまして、永平寺町におけるボランティアの登録者数は５３０人と聞いてお

りますが、プレ大会とは違って、今回は平日開催やバスケットボール、ソフトボ

ール競技が２日間重複するといったこともありますが、ボランティアの人員の割

り振りなど大変だとは思いますが、そこらのボランティアの募集状況ですとか、

そういった割り振りの状況をちょっと確認させていただきたいと思います。 

○議長（齋藤則男君） 国体推進課長。 

○国体推進課長（家根孝二君） 本町での国体開催期間中、５会場で３競技が行われ

ます。ボランティアの延べ人数で言いますと、全部で６２５名のボランティアの
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方が必要となってきます。 

 そこで、ボランティアの募集状況を申し上げますと、現在、５３２名の登録が

ありまして、あと県からの情報提供者といたしまして３６名、合わせて５６８名

の登録をいただいております。 

 この５６８名のうち、中学生を除く５０３名の方々に対しまして意向調査を実

施させていただきました。約半数の２５３名の方から回答をいただきました。 

 その回答結果をもとに編成作業をこれまで行ってきまして、昨日、ボランティ

ア活動に従事いただく皆様に配置決定通知書を発送させていただいたところであ

ります。 

 ボランティアの配置状況といいますか、現状でありますが、若干、今ほど議員

が申し上げましたが、ハンドボールとバスケットボールの平日の開催日におきま

して、若干の不足が生じておりますが、現在、関係団体等にお願いをしていると

ころであります。 

 なお、今後の予定でありますけれども、８月１８日の土曜日におもてなし研修

会を兼ねまして業務説明会を開催する予定でおります。 

 以上です。 

○議長（齋藤則男君） 江守君。 

○６番（江守 勲君） 今ほどボランティアの募集状況と、また人員の割り振りの状

況をお伺いしましたが、まだ若干足りていないということですが、ここら辺は今

各種団体のほうにお願いをして、何とかここらもクリアしていただけるのだろう

なというふうに思っておりますし、大変ここらでご苦労されているのかなと思っ

ておりますが。 

 何せ国体がもう目の前に迫っておりますので、こういった選手の皆様、そして

関係者の皆さんが気持ちよく永平寺町におきまして福井国体の競技を終えていた

だくことができますように、しっかりとこういったボランティア、サポート体制

をとっていっていただきたいというふうに思います。 

 続きまして、国体まできょうで残り１１６日となりましたが、国体開催の機運

といいますか、町民の皆さんの盛り上がりというのはどのようにお感じになられ

ているでしょうか、お伺いをいたします。 

○議長（齋藤則男君） 国体推進課長。 

○国体推進課長（家根孝二君） 本町実行委員会におきましては、これまで物品提供

などによります協賛の募集を行ってきたところであります。その結果、３０件近
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くの既に申し込みがありまして、金額に換算しますと２００万円相当額になりま

す。予想を超える申し込みに大変ありがたく思っているところでありますけれど

も、このことからも国体開催の機運は徐々に高まってきているなと感じていると

ころであります。 

 以前から国体開幕の１００日を切ってからが勝負と私自身思っておりましたの

で、今後、できる限りの広報、啓発活動に力を注ぎまして、町民の国体に対する

開催機運を最高潮に持っていきたいというふうに思います。 

○議長（齋藤則男君） 学校教育課長。 

○学校教育課長（清水昭博君） 各小中学校でございますけれども、４７都道府県の

応援ののぼり旗につきましては、昨年プレ大会用につくっていただいた分と今回

はある程度できておりまして、本年、残りのあと４８枚分なんですけれど、それ

を１学期終了までに作成していただけるよう依頼しているところでございます。 

 また、福井県の県チームの応援旗につきましては、これは３枚必要なわけです

けれど、これは中学校のほうに依頼しております。 

 そのほか、学校観戦につきましては、全ての小中学生がどこかの会場といいま

すか、どこかの競技に行くようにも手配をしております。 

 また、花づくりにつきましては各小中で実施していただいておりますし、炬火

リレーにつきましては、各小中学校それぞれチームをつくりまして１０校でリレ

ーするというふうなことで今調整が進んでおります。 

 先ほど出ましたボランティアの中には中学生のボランティア、大会及び競技を

依頼しておりまして、学校教育課といいますか、学校関係のほうではそういうふ

うな形で進んでおります。 

 以上でございます。 

○議長（齋藤則男君） 江守君。 

○６番（江守 勲君） 今ほど寄附でありますとか、１００日を切ってからがといっ

たお言葉もいただいております。しかし、きょうの福井新聞を見ましたところ、

福井市議会さんではこういった国体のポロシャツを着た議会を開催しているよう

な風景が写っておりましたので、私もこれは大変反省しなければならないと思い

ますが、やはり今議会におきましても当町でもこういった国体ＰＲ等を兼ねまし

て国体のポロシャツなどを着ながら議会開催に当たればよかったと今になって感

じておりますが、大変申しわけないなと思っております。 

 そんな中で、５月２７日の日曜日に、県立大学におきまして花のまちづくり講
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演会が開催されました。講師の樹木医であります和田先生のお話を聞きながら感

じたことがございました。花のまちづくりは、生活環境や地域コミュニケーショ

ンづくりに役立つと言われておりました。また、町長も所信におきまして、花い

っぱい運動は国体で永平寺町に来町される選手、関係者、観客の皆様への最大限

のおもてなしを発揮し、国体終了後も花いっぱい運動が町内の至るところで継続

できるような意識づくりにも取り組みたいと言われておりました。 

 まさに私も、この国体が一過性で終わるものではなく、やはり今よく言われて

いるような心に残るレガシーといったことも言われておりますので、今国体の成

功を目指して、そして国体終了後も花によるまちづくりなどに、私も微力ではご

ざいますが力を合わせて取り組んでいきたいなというふうに思っております。 

 何かあれば。 

○議長（齋藤則男君） 河合町長。 

○町長（河合永充君） 国体、あと１１６日、期日前のハンドボールですともうあと

１００日という程度になってまいりました。役場もこの５年間、関係団体の皆さ

んと課を設置するなどいろいろ取り組んできて、この集大成に向けて今取り組ん

でおります。 

 江守議員におかれましては、ダンスチームに入って、長岡議員もそうですけど、

ダンスチームに職員と一緒にもう数年前から入っていただいて、至るイベントで

国体を盛り上げていただいておりますし、また花いっぱいにも来ていただいて、

講演会にも来ていただいて、いろいろな形で応援をいただいております。この場

をおかりしまして厚く御礼申し上げます。 

 今回、そういった江守議員の熱い気持ちの中で、国体推進課、今の質問にもあ

りましたように、執行を早めて行っております。そして、早めたことによって１

００日を切ったときからＰＲをどんどんどんどん盛り上げていく、そういったこ

ともやっていって、町民の機運を高めていきたいと思っております。 

 それともう一つは、この国体を利用してどういうふうに次のまちづくりに生か

していくかというのも大切な課題でありまして、例えば「ＳＨＯＪＩＮ」のブラ

ンド、せっかく大勢の方がいらっしゃいますので、そういった方々にＰＲしてい

く。そして、今ほどお話ありました花いっぱい運動、町では人づくりであったり、

いろいろな住民主体のまちづくりの中で、今回の講演、多くの花をつくることが

大好きな町民の皆さんの一堂に介しての講演会、ああいった形で、せっかくこう

いった方々の熱い気持ちを国体が終わった後も続けていきたいというふうに思っ
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ております。 

 静岡県花いっぱいの町で、この前のお話にもありましたが、実はそれは５０年

前の国体を機に、今でも花いっぱいのまちづくりをしている。そして、数字的な

データもありましたが、その地域は犯罪率とかそういったものも低いというお話

もお聞きしまして、ぜひ永平寺町でもそういった国体があったからこれが始まっ

たんだという事業が一つでも多くできるようにしていければいいなと思っており

ますので、最後の最後までの応援よろしくお願いします。 

○議長（齋藤則男君） 江守君。 

○６番（江守 勲君） 今ほど町長のほうからお話ございましたが、そういった国体

を利用した永平寺町のＰＲといったことにもしっかりと今後も国体だけで終わら

ずに、さらにここから先続けていくといった取り組みをしていきたいと思ってお

ります。 

 議員の中にもそういった花を、花いっぱい運動を一生懸命されている議員さん

もいらっしゃいますので、また中村議員や金元議員にその花いっぱい運動の広め

方をお教えを請いながら、一緒に取り組んでまいりたいと思いますので、よろし

くお願いします。 

 これで私からの一般質問を終わります。ありがとうございました。 

○議長（齋藤則男君） 次に、１３番、奥野君の質問を許します。 

 １３番、奥野君。 

○１３番（奥野正司君） それでは、通告に従いまして３項目の一般質問をさせてい

ただきます。 

 まず、定番と言えば定番かもしれませんけれども、ふるさと納税、それから障

害者就労支援施設への支援の実績と今年度の取り組み方針からお伺いいたしま

す。 

 平成２８年度の全国のふるさと納税額は２，８４４億円ありました。それが返

礼品調達コストは平均３８％と。そこに事務費、発送費、人件費等々が加わりま

して５０％を超える自治体もありまして、総務省のほうから、返礼品コストは３

割、３０％をめどとするように、それから商品券、パソコン等は自粛するように

という要請がありました。自粛取り組みに早い遅いの差はありましたが、結果的

には各県、市、町、村は自粛に足並みをそろえました。 

 そこで、昨年度の寄附額は返礼品のコストが下がりましたので、総寄附額が下

がるかというふうな懸念もありましたが、終わってみれば全国で３，０００億円
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を超えるということが見込まれています。福井県でも、９市８町、それから県を

入れまして１８の行政機関中、県と６市２町は寄附額が増加し、３市６町は寄附

額が減少しました。増加、減少は半々の割合でございますが、金額ベースで言え

ば、前年比５０．６％増、１７億４，８００万という結果になりました。 

 また、県下の町の８町の平均給付額は４，４１３万でございました。 

 増加策に取り組み、結果を出した主な市町の前年比はちょっと驚異的ですけれ

ども、坂井市は前年比８５４５％、敦賀市は５１５３％、鯖江市は２１０％、越

前市は１８８％、若狭町は１５９％という対前年比の増加といいますか、比率で

ございます。 

 総額で寄附金が１億円以上の市町は、平成２８年度の２つの市町で、小浜市３

億９，０００万、美浜町１億２，３００万から、２９年度は坂井市４億５，２０

０万、小浜市２億７，７００万、鯖江市１億９，９００万、敦賀市１億２，５０

０万、越前市１億６００万、美浜町１億５，７００万など、５市１町となりまし

た。 

 そこでお伺いしたいと思いますが、こうした対前年比ですね。顕著な伸びを示

している市や町があります。例えば坂井市は、前年は永平寺町よりも低く、５２

９万８，０００円でございました。それが４億５，２００万というふうに驚異的

な伸びを示しました。また、鯖江市も２１０％の対前年比ということになってご

ざいます。そこに共通していますのは、返礼品コストを３割に抑えつつ品目をふ

やした。それからもう一つ、これは特徴的なことですけれども、使い道を市民あ

るいはそれぞれの市でこういうことに使いたいということで、使い道を明らかに

した上で募集をしたというような、こういうふうな取り組みをされた市町が大き

な増加比率を示しています。 

 我が町は、永平寺町もこういう取り組みをして結果的に好結果を出した市町と

何か情報交換はされているのか、お伺いいたします。 

○議長（齋藤則男君） 総務課長。 

○総務課長（山田孝明君） 今ほどの最後に情報交換という観点なんですけれども、

今、県内、市もありますし、町もあるわけですけれども、町レベルでいきますと

嶺北の町村、また嶺南の町村とのそういう会議がありまして、その中でそれぞれ

の実情を報告しながら意見交換というか、どういう工夫をしているかというのを

習うというか、教えていただいたような機会も先月させていただきました。 

 今、その点だけでよろしいですか。 
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○議長（齋藤則男君） 奥野君。 

○１３番（奥野正司君） 情報交換はされているということでございましたが、それ

では、こういう取り組みをしていますということは、これは今、１年終わって結

果的に出てきたことじゃなくして、平成２９年度の途中から途中経過で驚異的な

伸びを示しているということは報道で何回も報道されています。それから、注目

もされていました。 

 そういうことで、やはりこういうふうな取り組みは、近隣にそういうすばらし

い伸びといいますか、結果的にいろいろ知恵をひねったんだろうと思いますが、

ぜひそういう情報交換をされるなら、それを我々の永平寺町にも生かした対応と

いいますか、どういうふうにしたら生かしていけるかということをまたお教えい

ただきたい、あるいは政策として出していただけたらなというふうに思います。 

 次に、これは皆さん見てらっしゃると思うんですけれども、広報永平寺の６月

号、今月号ですけれども、ふるさと納税を有効に活用させていただきましたとい

う中で、使い道が６項目ですか、７項目ですか、我が町は昨年度は１，０７１万

７，０００円でございましたが、その使い道が書いてございます。その中で、定

住促進事業にも９６万９，０００円のふるさと納税額を充てていると。 

 そこでお伺いしますが、総務省は、企業や移住支援にふるさと納税を使う自治

体に特別交付税配付で財政優遇をするという報道が、発表したというが報道が平

成２９年の１０月にされています。広報紙でお示しのように、我が町の定住促進

事業にふるさと納税額を使っていますけれども、この総務省が発表した特別交付

税の配付はありましたか、お伺いいたします。 

○議長（齋藤則男君） 財政課長。 

○財政課長（山口 真君） 申しわけございません。今、その特別交付税があったか

どうか、ちょっと確認させていただきたいと思います。済みません。 

○議長（齋藤則男君） 奥野君。 

○１３番（奥野正司君） 鯖江市さんとか坂井市さんが注目されましたのは、鯖江市

の場合はアルファベットで頭文字ＧＣＦ方式といいますか、Ｇｏｖｅｒｎｍｅｎ

ｔ Ｃｒｏｗｄ Ｆｕｎｄｉｎｇというのが注目されています。 

 それから、坂井市の場合は、市民が使い道や目標額を設定して寄附を募る方式

など、地域課題の解決をその使い道にしまして、課題を見える化して寄附を募る

方式というのが寄附をする方々の共感を集めたというふうにそれぞれの市はおっ

しゃっています。 
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 そこでお伺いします。自治体が、あるいは町民が使い道を具体的に定めて、例

えば雪に負けない永平寺町とか、雪に負けない何々地区とか、そういうことに使

うと。あるいは、地方の高齢者の足となる地域公共交通機関、例えばえち鉄の駅

やコミバスのバリアフリー化に使うとか、それのコースを提示して寄附する方に

選択してもらう。こうした一つ一つの小さな改善結果をまたその方々へ広報とい

いますか、報告していくということもこれからは必要というか、有効かと思いま

すが、いかがでしょうか。 

○議長（齋藤則男君） 総務課長。 

○総務課長（山田孝明君） 今現在、寄附をいただく際の使途ですね。どのようなこ

とに使ってほしいか、どういう思いがあるかという観点で、先ほど議員さんもお

っしゃったとおり、本町においては今現在は子育ての支援を充実する事業、また

高齢者福祉の充実を目指す事業、また自主防災組織と連携した災害対策事業、ま

た地域ブランド「ＳＨＯＪＩＮ」の促進事業、また定住促進事業、また地域をつ

なげる活動推進事業を挙げています。 

 また、今回、２月の豪雪を踏まえまして、これはインターネットでの際の案内

ですけれども、豪雪にかかわる災害支援ということで、２月１４日から３月いっ

ぱいについてはインターネットの申込書にはその項目を追加させていただきまし

た。 

 今、７つの事業を説明しましたが、今議員さんおっしゃられたとおり、よりそ

れぞれの事業のまた一歩踏み込んだ具体的な事業なり、内容、そういったこと等

も今後、この寄附の際の使途目的なり、方法、そういったことで書きあらわす、

またお示しできるような取り組みをしていきたいと思っております。また、それ

に対する実績といいますか、町としてはこういうようなことに実際取り組んだり、

充当させていただいていますという報告も随時させていただきたいというふうに

考えております。 

 以上です。 

○議長（齋藤則男君） 奥野君。 

○１３番（奥野正司君） 今課長お答えの我が永平寺町が使っているのは、ほかの市

町も同じだと思いますけれども、ふるさと納税サイトのふるさとチョイス、ここ

に掲示されているやつだと思いますが、これ見られました？ 開いて見られまし

た？――そうですか。 

 これ、私、先月開いたときでは７つの項目ありますが、写真がそこに掲載され
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ているのは４つ、あと３つは白地で写真は上がっていません。 

 とか、平成何年度の使い道実績報告というところは、このふるさとチョイスさ

んのほうは、活用実績データがないということで情報はありませんというふうに

書いてございますね。これはやはりタイムリーに掲示していったほうが、見る方

は非常に共感といいますか。例えば福井市が中核市以降につきましても、豪雪で

５０億円かかって、もう財政が足りないということが報じられて、ふるさと納税

もその部分、共感をいただいている寄附者が多いというような報道もありますの

で、やはりこういうようなのはタイムリーにデータ更新というんか掲示をして、

より永平寺町の不安を一人でもふやしていただくようにされたらどうかと思いま

すけれども、いかがでしょうか。 

○議長（齋藤則男君） 総務課長。 

○総務課長（山田孝明君） 今のふるさとチョイスの画面の件もありましたとおり、

紹介していただきました。やはり今町が取り組んでいる事業、また今町が課題と

して努力というか、事業推進している項目、そういったことについては時期おく

れず、随時情報発信なり、また現状はこういう取り組みをしているんですよとい

う、そういった表現も使いながら、今後、あらわしてお示ししていきたいという

ふうに考えています。 

○議長（齋藤則男君） 奥野君。 

○１３番（奥野正司君） ありがとうございます。そういうふうにお願いしたいと思

うんですが。 

 それから、ここに入っている自治体の人口情報等々が、平成２７年１１月のデ

ータが入っています。これももう平成３０年でございますから、ぜひデータはタ

イムリーに、住基データは毎月１日か２日にわかるようでございますので、やは

りデータは新しいほうが、このサイトを見る寄附者には共感を得られるんでない

かなというふうに思いますので、よろしくお願いします。 

○議長（齋藤則男君） 河合町長。 

○町長（河合永充君） ふるさと納税、いろいろな角度でメリットがあると思ってお

ります。今ほどのご指摘、そういった事務的なことは総務課、地域経済に及ぼす

影響、例えば返礼品がよく扱われる、そういったのは商工観光課、農林課、やは

りこの２課が地元の売り上げに積極的に考えて、このふるさと納税を利用しよう

という考え方。 

 また、奥野議員のお話にもありました、今度、政策課的に事業に対してのクラ
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ウドファンド的なそういった支援を受ける、また町の財政のプラスになる、そう

いった点もあると思います。しっかりとこのふるさと納税の目的であったり、メ

リットであったり、そういったものをしっかり、これは各課やっぱり横断だと思

います。その一つ一つの課がこのふるさと納税はうちの課としてはこういったメ

リットがあるから、こういった面で積極的にやる。総務課は事務的に今ほどご指

摘いただいた古いデータですとやはり信頼とか信用にかかわるところもあります

ので、そういったところはしっかり対応する。 

 そして、政策課は政策の資金としてできないかとか、そういったことを考えな

がら、総務課が中心となるかもしれませんが、各課横断的に取り組んでいけるよ

うにこれからも努力してまいります。 

○議長（齋藤則男君） 奥野君。 

○１３番（奥野正司君） ５３ありがとうございます。ふるさと納税が全てではござ

いませんが、やはり近隣の市町でそういう成果を出しているところもありますの

で、そこら辺はぜひ取り込めるものは取り込んでやっていただきたいなというふ

うに思います。 

 次に、障害者就労支援施設からの物品購入の昨年度実績と今年度の取り組み方

針についてお伺いいたします。 

○議長（齋藤則男君） 福祉保健課長。 

○福祉保健課長（木村勇樹君） 平成２９年度の実績ですが、行政からの注文として

実績１１３万４，０００円。それから、個人購入をいただいております。こちら

が１２万６，０００円ございまして、合わせて１２６万円となっております。 

 今年度につきましては、引き続き庁内連携をもって注文していただくというこ

と。生涯学習課のほうで広報物の印刷をお願いしているということ。それから、

国体関連で広報啓発費の活用をいただくということで、目標としまして１５０万

円を掲げております。 

 以上です。 

○議長（齋藤則男君） 奥野君。 

○１３番（奥野正司君） ありがとうございます。この数字もここ数年で顕著に増加

をしてきているというふうに理解しております。 

 そこで、その流れの中で、昨年からいろいろアプローチのありました本町への

就労支援施設開設、本町での開設につきまして、その進捗がありましたらお伺い

します。いかがでしょうか。 
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○議長（齋藤則男君） 福祉保健課長。 

○福祉保健課長（木村勇樹君） ありがたいことに複数の事業者さんからご提案をい

ただいております。このうち、ＪＡ永平寺の旧浄法寺出張所を活用して計画して

いる事業者さんにおきましては、先日、地元の振興連絡協議会との会合で了解を

得られたという運びになっております。 

 農地を活用した振興策のご提案をいただいたり、高齢者パワーの期待策幾つか

ご提案をいただきました。こちらのほうに前向きな意見交換がなされたというこ

とをご報告いたします。 

 事業者さんのほうも早い時期での事業展開を希望されておりまして、必要な職

員さん、こちらのほうが確保できれば、事務手続、それから施設改修に取り組む

ということを聞いております。 

 以上です。 

○議長（齋藤則男君） 奥野君。 

○１３番（奥野正司君） 昨年からお話ありました先で、今、その志比北さんのほう

へ事業展開を計画されている方が、地元の地権者の方々、あるいは振興連絡協議

会の方とお話をされて、意見の総意はなかったということでございますので、非

常に期待をしておりますが、ここはたしかそういう働いている方が自分たちでつ

くった野菜なんかをお昼の２時間か３時間、お弁当にして食堂をやっていらっし

ゃるんですよね。だから、そういう意味でも、ぜひ、あそこの通りで昼食といい

ますか、お弁当を出せるところは今のところ余りないかと思いますので、ぜひそ

れが実現するようにお願いをしたいと思います。 

 それからもう１点ございました作業所さんは、福井市の事業承継ですね。今、

大変大事なことですけれども、後継者がいなくなって、黒字でも事業をやめると

いう事例ケースがありますが、そのまさにマッチングをいただいて、赤字でない、

従業員さんも何人かいらっしゃる、その事業所を職員といいますか、名前の通っ

たお菓子をつくっているところだったと思いますけれども、それを承継して、就

労支援の方々がその作業を、職員さんから学ぶということもあるんでしょうけれ

ども、何かその契約がまとまったと。 

 これは新聞報道ですけれども、そういうふうに出ていました。そういうことも

含めまして、永平寺町もぜひそういうふうな働く場、作業できる場がふえていく

といいなと思います。 

 次に、２番目の通告でございますけれども、これからまた暑くなってまいりま
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す。本町の水道事業で給水管、水道管がありますけれども、普通はつながってい

るんだと思いますけど、ずっと行ったら行きどまりというところがエンドしてい

るところがあるんですけれども、これ、町内ではエンド、端末というんか、管末

というのは何カ所ありますか。 

○議長（齋藤則男君） 上下水道課長。 

○上下水道課長（原 武史君） 上水道管の配水管の行きどまりになっているところ

につきましては、現在、町内全部で７０カ所でございます。 

○議長（齋藤則男君） 奥野君。 

○１３番（奥野正司君） その７０カ所はあるということでございますが、冬はまだ

しも、これから酷暑の夏になりますと、その出てくる水の白濁とかにおいとか、

あったかい水しか出てこないとか、色、味等々で町民からの苦情、クレームはあ

りませんか、お伺いします。 

○議長（齋藤則男君） 上下水道課長。 

○上下水道課長（原 武史君） 管末までの距離が長いところにつきましては、夏場

において水温が高くなるということがありまして、昨年度も水温が高いというこ

とで１件苦情をいただいているところでございます。やはり水温が高いとおいし

く感じないということと、若干カルキ臭が気になるということで苦情をいただい

ております。 

○議長（齋藤則男君） 奥野君。 

○１３番（奥野正司君） 今お聞きしましたところ、健康に被害があって病院へ行っ

たとか、そういうことではないようでございますが、私がちょっとお聞きしまし

たエンド、行きどまりになっている場所では、住民の方が台所といいますか、そ

れからお風呂場もそうかもしれませんけれども、口に入る蛇口のところは全て浄

水器を自分で買ってつけていると。浄水器ですので永久というわけではなしに、

適当な感覚で、また新しくしていかなければいけないんではないかなというふう

に思いますが、そういうふうにして対応されているご家庭もあります。 

 健康被害は、今のクレームでお聞きしましたところは現状のところはないのか

もしれませんけれども、公共サービスの質は、それを受ける住民に均等なもので

あるべきと考えますが、こうした状況に対する今後の改善といいますか、対応方

針をお伺いします。 

○議長（齋藤則男君） 上下水道課長。 

○上下水道課長（原 武史君） 供給しております水道水につきましては、取水時と
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配水時に水質検査を実施して把握しております。水質上は問題のない水を供給し

ておりますので、管末からの供給であっても水質には問題はございません。 

 昨年度も夏場に職員による月２回の排水作業を実施したところではございます

が、利用者の方が不快にお感じになるときと排水作業の時期が一致していないと

いうことで、利用者の方にご迷惑、ご心配をおかけしておりますことは大変申し

わけないと感じているところでございます。本年度におきましては、６月から１

０月にかけて週１回職員による排水作業を実施することで安全・安心な水の供給

に努める所存でございます。 

 また、水質上問題がないことを見える形でお知らせするということも必要であ

りますので、排水作業に合わせて水質測定も行うこととしているところでござい

ます。 

 なお、この水質測定結果等をもとに、自動排水装置の設置とか、本管自体のル

ープ化につきましても水道事業の経営状態も踏まえながら、検討していきたいと

考えているところでございます。 

○議長（齋藤則男君） 奥野君。 

○１３番（奥野正司君） おっしゃられるように、水道事業の経営を無視して多額の

コストもかけられないという事情もあるかと思います。できるだけ、現状はマン

パワーといいますか、人員対応ということでございますけれども、そこら辺の経

費がどっちがどうなのか、比較検討をしていただいて、また対応していただきた

いというふうに思います。 

 次に、大きな番号で３番目でございますが、通告ではえちぜん鉄道利用者数の

減少は本町地方創生の相関図かなって、ハテナマークというのはちょっと聞いて

はいないんですけれども、これは皆さん新聞でも見られましたですかね。えち鉄

の友の会の広報紙で、乗客が減少したというふうな会報誌といいますか、が出て

いました。 

 そういう中で、一つその前に、今、大都市近郊の大手私鉄は、１６社のトレン

ドとしての傾向ですね。えちぜん鉄道の乗客は、大雪があったにもかかわらず、

年間、年度、４月から３月まででは増加しました。１．２％ですか。福鉄は残念

ながら同じパーセント減少しています。 

 そういう意味で、えちぜん鉄道の乗客は最高更新ということなんですけれども、

例えば都市部では通勤定期ですね、定期券の利用額が全社、過去１０年間を比較

しますと、全社とも、１６社とも下がってきたと、減少してきたと。定期券の単
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価が下がってきているということらしいです。それは定期券というのは単価が、

定期券の金額が多額にかかるか少額で済むかは、まことに通勤距離に比例すると

いうことでございますので、定期券による通学者の距離が短くなっていると。職

住接近といいますか、近接といいますか、そういう現象が見てとれるということ

らしいです。 

 過去、郊外の丸々団地という、何とか台というようなところへ移動した多くの

勤労者が、今はまた都心へ向かっているという状況が進んでいるというふうに解

説をされています。これは東京圏だけでなしに、大阪圏も一緒のようです。若山

のほうまで延びた住宅エリアがまた臨空とか都市部のほうへ近づいていると。 

 ちなみに、生産年齢人口は過去１０年間で、東京は１９万人増加していますけ

れども、東京の周りの周辺地域は９５万人減少しているということでございます。

そういうことが一つ、そういう現象が進んでいると。これは一時的な数値じゃな

くして、１０年間をずっと分析してみるとそうなっているということでございま

すので、これは一つのトレンドというふうに受けとめればいいのではないかとい

うふうに思います。 

 そこで、そういうトレンド、傾向があるということを踏まえて、我が永平寺町

の貴重な足でありますえちぜん鉄道、この平成２９年度の乗客数は、金沢への新

幹線開業効果というのは平成２７年３月でございますけれども、そのときには県

内にもたくさんの観光客が、交流人口といいますか、観光客が入りましたけれど

も、その客数増加も一息をついて減少しています。これは永平寺町だけでなしに、

ほかの市町でも同様な傾向ですが。 

 また、ことしの２月にはえち鉄も全面運休を含んで断続的に運休がありました。

そういうような中で、年度利用者は減少した、対前年比減少かというふうに思わ

れましたが、えち鉄の発表によれば、平成２９年度の乗客数は過去最多の３６０

万２，０００人、プラス１．２％ということでございます。下期、大雪による運

休もありましたが、結果的にはえち鉄の解説では、雪のため、マイカーから電車

に切りかえた人がふえたこともあり、前年度４万４，０００人上回ったというこ

とだそうです。 

 この乗客の内訳は、日常生活型と非日常型に分けますと、通学とか通勤定期、

回数券の日常生活型は２２６万８，０００人、利用者が６３％。それから、観光・

イベント等の非日常型は１３３万４，０００人、比率的には３７％ということで

ございますが、両方ともふえています。減っているのは、通学定期がマイナスの
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０．７％というふうに減少しているそうでございますが、これは少子化の影響か

というふうに思われます。 

 そこで、まことに過去最高を更新したえちぜん鉄道の利用客が、殊、我が永平

寺町内の１１の駅の乗降客で見てみますと、これ、総務課が出していただいてい

る公共交通対策室のほうの資料は、乗降客でございますえち鉄が出している数値

とは倍になる。１人の人が乗って、またその駅でおりると２倍カウントしますん

で、おおよそ２倍になりますので、２倍になりますけれども、本町の乗降客は前

年比３万５，６３０人の減と、マイナス４．６％となりました。これはえち鉄が

平成１５年は一部月数の運行でしたけれども、年間運行しました平成１６年以来

の前年比減少数、減少率というふうになっています。 

 お伺いします。えち鉄に経営が移管する前の京福電鉄時代の事故発生前――平

成１１年度ですね、事故発生して２年ほど運休しましたが――の本町１１駅の乗

降客は何人でしたか、もし数字があればお教えください。 

 また、えち鉄全体では正面衝突事故の前の最高、京福電鉄時代の乗客２８９万

人を平成１８年に２９１万８，０００人というふうに更新していますが、本町内

駅の乗降客数の京福電鉄時代のピークを更新したのはいつですか。これもデータ

があればですけれども、わかればお教えください。 

 平成２９年度は、先ほど申し上げましたように、永平寺町内の乗客数はマイナ

ス４．６％、これは過去４回、前年比減少することもありましたが、トレンドと

しては増加基調を保ってきていまして、今回の減少幅は最大の減少数、減少率で

した。この結果をどういうふうに、その背景の、その駅の周辺の住民の増加減少

等々も踏まえて、どういうふうに分析されているのか、お伺いします。 

○議長（齋藤則男君） 総務課長。 

○総務課長（山田孝明君） まず、平成１１年当時の駅別の実績といいますか、利用

者の数ですけれども、今、京福電鉄株式会社、またえちぜん鉄道株式会社、また

県の地域鉄道課に問い合わせをしましたが、当時の駅別の実績というのがデータ

がないということで回答をいただきました。私ら手元にもそれがないもので、大

変申しわけないと思っております。また、随時、精査もしていきたいと考えてお

ります。 

 また、２問目ですけれども、議員さんおっしゃるとおり、平成２９年度の実績、

１１駅町内にありますけれども、その実績としましては７４万８７９人、また前

年度と比べまして３万５，６３０人減少しております。 
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 過去のデータを見ますと、平成１５年、今から１５年ほど前ですけれども、そ

のときの町内の１１駅の利用者は約４３万７，０００人でございました。また、

それがずっと年々増加してきまして、一番利用者数が多かったというのは、実績、

平成２３年で、これ、えちぜん鉄道の資料ですけれども、７８万８，５１１人が

最大です。また、その後、２４年から以降につきましては、人数が減ったり、ち

ょっとふえたりという形で、今現在、２９年の実績が７４万８７９人となってお

ります。 

 また、一方、町内の学生数、過去５年間ですけれども、小学生、中学生、高校

生も含めた人数を調べてみますと、平成２９年度は最も低い２，１５４名となっ

ています。 

 また、現在、えちぜん鉄道を利用した場合に利用促進で通学の定期券の購入１

０％、その助成を行っております。また、この制度を利用している学生数の推移

についてもちょっと調べましたところ、２８年度と２９年度調べますと１８８名。

これは、実際、その人が何回も１カ月とか３カ月かそれぞれ買いますから、延べ

人数にしますと２９年度は２，３０７人という数字になりました。 

 そういったことから減少しておりますので、先ほどおっしゃられました日常型、

通学通勤の定期利用者の利用者は前年度と比べますと１万５，６８２名減少して

いると。 

 一方、非日常型、観光とかイベント、そういった方の利用された実績ですけれ

ども、２９年度は２８万７，００５人と２８年度に比べまして１万９，９４８人

減少しているということをえちぜん鉄道からも報告を受けております。これらの

ことにより、町内の電車、えちぜん鉄道を利用する学生数の減少もありますし、

一方、観光とかイベント等による利用者の減少、これが今回の永平寺町内１１駅

あるわけですけれども、駅によっては若干ふえたところもありますけれども、全

体統計では減少しているというふうな要因と考えられると思います。 

 以上です。 

○議長（齋藤則男君） 奥野君。 

○１３番（奥野正司君） ありがとうございます。 

 それで、やはり大事なことは、この減少が、これは総務課のサポート会事務局

のほうでつくっていただいているリスト表でございますが、これを見てもミニマ

ムといいますか、その最小を更新している。その駅その駅での最小値がこの平成

２８年、２９年に６つの駅で最小数値になっているわけですよね。こういうのを
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見ていますと、これは一つのトレンド、傾向を示しているのか、それとも大雪と

か何かそういうたまたまの要因で減少したのか、これはやはりある程度精査して

おく必要があるのではないかと。これは地方創生のいろんな施策にも関連してく

ると思うんです。 

 一つは、人口減少を食いとめようということからいろんな施策を打ち出したわ

けですかから、その施策に本当に効いているのかどうかというのは、これもやは

り一つのメルクマール（指標）になるのではないかというふうに思いますので、

またひとつ分析された結果を、一時的なものならいいんです。それが転換点、タ

ーニングポイントでないかどうかを、また精査の上、お教えいただけたらという

ふうに思います。そういうことで、よろしくお願いしたいと思います。 

 次に、こうしたえち鉄、それからコミバスもそうですけれども、先ほどの高齢

化率、自治体のデータですけれども、ふるさとチョイスのあそこはデータちょっ

と古かったんで二十何％でしたけれども、今は３０％超えたらですね。そういう

高齢化社会の高齢化率が高まっていく中で、我々も高齢者の仲間へ入っています

けれども、高齢者が買い物に行くとか、生活の移動手段の確保あるいはフレイル

にならないような健康な生活維持のためにも、また最近、全国でいろんな事故対

策として取り上げられています高齢者の免許の返納も、返納者に対する地域交通

の地域の応援がやはりないと安心・安全な生活というのは難しいのではないかな

と。公共交通機関による移動の確保は重要性を増していると思います。 

 そういうような中で、交通弱者救済等、地域住民に健康で安全な生活環境提供

のためにも、えちぜん鉄道の運行確保と高齢者、障がい者に優しいバリアフリー

化、ユニバーサルデザインの観点からの見直しが待たれています。これは皆さん

もうご存じですし、一般質問でも何度も多くの議員から指摘されていますけれど

も、住民に安全で利便性の高い公共交通手段を提供する。 

 ことしはオリンピックということで、バリアフリー新法とか、県の共生社会条

例も施行されています。そのきっかけとして、まずやはり松岡の駅のバリアフリ

ー化ですね。片一方は大丈夫なんですけど、反対側へ行くともう車椅子やら移動

が困難な障がい者の方は利用できないと。 

 これはたまたま先月ですか、福井新聞に出ていましたけど、あわらの駅もそう

らしいので、障がいのある方は三国の先まで行って、そしてまた戻ってくる電車

で反対側で乗りおりをするというような現状だそうですが、松岡の駅もそうです

ね。勝山方面へ行くのはそこからそのまま乗るんですが、反対、福井方面へ行く
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と一回下へおりて、またプラットホームへ上がって乗るということは非常に至難

のわざということでございますので、これを何とかしていろんな国や県の助成措

置も研究していただきまして改良をぜひ早急に諮っていただけないかなというふ

うに思います。 

 またもう一つは、私たちも行くと大変もう恐怖というか、目がくらみますけれ

ども、志比堺駅の上から見ると下に転げ落ちそうな階段の改良は、この二つは自

動運転やＩｏＴ、地域未来投資促進法の施策、永の里の施策等々、我が町が取り

組む地方創生施策の一つとして喫緊の取り組み事項、課題ではないかと思います。

関係各課のスピード感のある対応をお願いしたいと思い、ご所見をお伺いいたし

ます。 

○議長（齋藤則男君） 総務課長。 

○総務課長（山田孝明君） まず、松岡駅の件です。 

 松岡駅では、介護用の移動機器であるスカラモービルの導入を検討しまして、

今まで２回現場でその機械を実際に設置して現場検証、立会い等を行いました。

その結果、その機器そのものを講習を受けた者にしか操作できないこととか、ま

た天気の悪い悪天候時は利用することができないなど、多くの課題があるという

ことになりました。 

 また、用地確保が難しいことや、改修に伴う鉄道施設の移設、ホームの改修関

係ですね、そういう課題があり、今後もえちぜん鉄道と協議を進めていきたいと

いうふうに考えています。 

 また、志比堺駅の階段改良については、私も現場何回か最近もちょっと確認さ

せていただきました。そういった中で、正面のスロープですね、階段の構造、工

法を見直す改良工事を施設の維持管理者のえちぜん鉄道に強く要望していきたい

というふうに考えています。 

 以上です。 

○議長（齋藤則男君） 奥野君。 

○１３番（奥野正司君） よろしくお願いします。 

 今、えちぜん鉄道さんの試験運行ですか、新しい高架の線路に試験運行をやっ

ていて、そこに新しくできた福井駅、新福井駅、福井口駅はエレベーターやエス

カレーター、要するにバリアフリー対応とユニバーサルデザインでつくられてい

るそうです。 

 国も乗降客が１日３，０００人以上の場合は応援すると言っていますが、地方
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ローカルではそれはちょっと無理な話で、どうやったらそれが実現できるか、ぜ

ひ知恵を絞って、これも大事な地方創生の施策の一つだと思います。これがただ

単に去年、おととしの通過点で、たまたまあのときは雪があったで、たまたまあ

のときは新幹線効果が薄れたでということならいいんですよ。でも、それがター

ニングポイントというか、転換点をもし示しているとすれば、やはりこれはきち

んと分析して、エリア、エリアがどういうような状況にあるかということを踏ま

えて、地方創生のいろんな施策、対応を図る必要があるかと思います。 

 以上で私の質問を終わります。 

 もし何かございましたら。 

○議長（齋藤則男君） 河合町長。 

○町長（河合永充君） いろいろな指標の中で、本当に今の町の取り組みの現状とか、

そういったものが見えてまいります。 

 いつも数字に追われるのではなく、数字を追いかける、これは大切なことで、

しっかりと今回の、例えばえちぜん鉄道の乗客が減った。どの駅が減って、どの

駅がふえて、一つ一つ分析することによって見えてくることもありますし、そう

いったことをしっかり各課が自分たちがやっている施策がそこにどう生かされて

いるか、何がだめなのか、そういった分析にも使えると思います。 

 このえちぜん鉄道の乗客数もそうですが、ほかにもいろいろな、先ほどのふる

さと納税であったり、いろいろな点、しっかりと数字はうそをつきませんので数

字を追いかけて、また減った場合はしっかりとなぜ減ったのかという、そういっ

たのを数字で示せるような体制をしっかりとっていきたいと思いますので、よろ

しくお願いします。 

○１３番（奥野正司君） ありがとうございました。 

○議長（齋藤則男君） 暫時休憩いたします。 

（午前１１時２６分 休憩） 

────────────── 

（午前１１時４０分 再開） 

○議長（齋藤則男君） 休憩前に引き続き再開いたします。 

 今ほどの奥野議員の質問の中で、特別交付税の算入があったかとの問いに対し

まして、財政課長より発言を求められておりますので、発言を許可します。 

 財政課長。 

○財政課長（山口 真君） 先ほどの奥野議員の質問で、特別交付税にふるさと納税
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が定住促進等の事業に使った場合、特別交付税等の財政優遇があったかというこ

とでございます。 

 これにつきましては、ふるさと納税による寄附を企業支援あるいは移住の促進

に使う自治体へ特別交付税を配り、財政面で優遇するということが発表されてお

ります。ただ、これは平成３０年度からということでございますので、今年度か

らそういう形になろうかと思います。これまではまだそういったことはございま

せん。 

 以上でございます。 

○議長（齋藤則男君） 次に、９番、金元君の質問を許します。 

 ９番、金元君。 

○９番（金元直栄君） 日本共産党の金元です。 

 私は、今回、４つの質問を準備しました。 

 長年やっているんですが、やっぱり上がるときは上がるもんです。 

 １つは、国の示す働き方改革の問題ですが、町長が開会の挨拶のところで触れ

ているので、やはり町長の言いっ放しを許すわけにはいかないということで、そ

ういう立場で質問をしたいと思います。 

 ２つ目は、幼児園・幼稚園の施設再編の方向とはと。あわせて小・中学校の問

題についても聞きたいと思います。 

 ３つ目は、新教育長へ、特に池田中問題が示したもの。先ほど江守議員への答

弁もありますし、その中でのことも含めてお聞きしたいと思います。 

 ４つ目は、介護保険、軽度者の在宅支援等を介護保険から外す方向を国は示し

ているが、町の捉え方ということですが、いずれも町民の生活や、またいろんな

町民の関心がある問題だと思って取り上げておりますので、答弁をよろしくお願

いしたいと思います。 

 １つ目ですが、国の示す働き方改革の問題です。この件については、議会に先

立つ町長挨拶の中で、町長は国のいわゆる働き方改革を急速に進行する人口減少

や人手不足を解消するため、若い世代からベテラン世代までが無理なく働くこと

ができるワーク・バランスの構築と持ち上げていますけれども、この政府の言う、

いわゆる働き方改革について、町長はどのように評価しているのか。 

 端的に言うと、この法案、誰のためのものか。働く人のためのものか。この改

定で国のやりたいことはどういうことだと思っているのか、その辺、ちょっとお

聞きしたいと思っています。 
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○議長（齋藤則男君） 河合町長。 

○町長（河合永充君） 何度も違った角度で申し上げていますが、まず少子・高齢化

が急速に進んでおります。しっかりと今後、これ、今だけじゃなしに、２０５０

年、今から数十年続いて高齢化率上がっていきますが、しっかり社会保障をして

いくため、よく金元議員もいろいろな福祉のご提案いただきますが、そういった

サービスをしっかりしていくために、若い人たちの負担というのはおのずと上が

ってくると思います。 

 今、いろいろある中で、年金が上がっていく、年金受給が上がっていったり、

海外からの移民を受け入れたらどうかとか、またＩｏＴ、最先端技術を入れて働

いている人たちの補完をしていくとか、いろいろな議論がされております。それ

はやはりこれからの将来において、私は町長ですが、この日本をどういうふうな

国にしていくかという中で、今取り組まなければいけないことはしっかり段階追

ってしていかなければいけないというふうに思っております。 

 今、国がやろうとしていること、今町が思っていること、例えば業務の役場、

民間というのではなしに今役場としてお答えしていますが、非常に業務が複雑化

してきております。数十年前ですと都会と村、町の役場とでは仕事に差異があっ

たかもしれませんが、今はもうネット社会の中、また情報化社会、また公開して

いかなければいけない時代の中で、東京で働いている人も田舎で働いている人も

ほぼ同じ業務量になってきているというふうに感じております。 

 今、町もいろいろ仕事もふえてきておりますし、災害であったり、新しく地方

創生であったり、新しい福祉サービスやったり、そういった新規事業に取り組ん

でいかなければいけない中で、どうしても今役場の職員の数、そういったものに

も制限がございます。 

 例えば今、具体的に数字で申し上げますと、役場の事務職、永平寺町１７８人

で、これはほかの市町から見てどうなんだといいますと、決して多くはありませ

ん。もう少しわかりやすく言いますと、人口当たり大体１１０人に１人です。こ

れは町の中では一番職員が少ない数に。市とあわせますと結構よく似た感じにな

ります。 

 ただ、もう一方――今これ事務職の話なんですが、もう一方、予算の面で見ま

すと、永平寺町、これは主観は入っていません、客観的に申し上げます。幼児園、

消防等、また技能職の方も入れますと、昨年の予算ベースでいきますと１９．９％

人件費がかかっております。これは福井県内で一番大きい人件費となっておりま
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す。 

 じゃ、こういった中でどういうふうにこれからワーク・バランスといいますか、

こういったことをしっかりしていくかということが大事になってきておりまし

て、それを今、ＩｏＴ推進ラボの中では若手職員を集めて、東大の先生がちょっ

とアドバイザーで来ていただいて、町の本当のＩｏＴによる職員の補完、効率化、

こういったものをもう一度見直していこうとか、また非常勤職員さんにお世話に

なるところも助けていただいているところも今あります。 

 この人件費には非常勤職員さんの賃金は含まれないんですが、今回のこの働き

方改革の中では同一労働、同一賃金、やはりその働いていただいた分に対しては

しっかりと適正に保障であったり、賃金を支払う、こういったことも大事になっ

てきます。 

 こういった中で、国が働き方改革、金元議員が考えられている働き方改革と今

永平寺町として考えている働き方改革には差異があるかもしれませんが、こうい

った改革の中で働きやすい環境。もちろん、今も残業も仕事がふえてある中でど

ういうふうにこれから克服していくか。 

 最初、上坂議員のお話、質問の中にもありました今回の予算はってありました

けど、持続可能な予算を組んでいくという中で、やはり職員の環境であったり、

それは働いていただくことがやっぱり町民のためになります。行政サービスを落

とすわけにもいきませんので、それをどういうふうに考えていくかというのを国

が今まだ審議されている途中なんですが、この働き方改革、永平寺町にとってい

い意味でどんどん取り入れていきたいなというふうに思っております。 

○議長（齋藤則男君） 金元君。 

○９番（金元直栄君） 町長の話を聞いてると、この働き方改革、どうも国の言って

いる方向とは随分違うように思うんですが、労働者というのは、基本的には１日

８時間労働が基本です。これでやり切れない問題についてはどうしていくのかと

いうことを基本にやっぱり人の配置、確保も考えるというのが基本ですね。ただ、

今回の法案の目玉っていうのは、これ、役場にもある意味共通しているところが

あるのかもしれませんけれども、これは後から先生方の問題にもちょっと触れる

かもしらんですが。 

 本当に、今回の国が示している働き方改革の方向は、どうも町長らが思ってい

るのとは随分違って、目玉として言うと、裁量労働制とあと高度プロフェッショ

ナル制度ということで、いわゆる長時間労働の規制を外していこうと。これまで
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過労死ラインが８０時間なら、月８０時間を超えると危ないよって言ったのを１

００時間までオーケーにする。１００時間を超えた場合には、医者が診断すれば

その倍にしてもいいと。規制がないんですね。 

 そういうことになってくると、じゃどうなるのかという、一言で言うと、いわ

ゆる過労死は減るけれども、死者はふえる、働いていての。過労死が認められな

い状況も生まれるんでないかっていうところで、僕は国が単純に自治体に対して

職員の数を減らせという行革の押しつけというのは、地方にあってそれがいいの

か、中央も含めてですが、それでいいのかどうかはきっちり考えていく必要があ

ると思うんです。 

 実態として、先生の問題なんかもそうですが、町の職員なんかも言われている

残業、いわゆるサービス残業みたいなやり方がないのか、そこらはきっちり決め

ていかなあかんと思うんです。ただ、確かに人口減っていく。どういう働き方改

革をしていかなきゃいけないかっていうことは課題だと思っています。 

 ただし、今、行政というのは、サービス業みたいなもんですよね、ある意味。

しかし、本来もうけを生む企業、ここではそこで稼がれたお金、利益が労働者に

還元してないというのはもうご存じやと思うんですね。どんどんいわゆる内部留

保がふえている。今から１０年ぐらい前には２００兆円台やと言ってたと思うん

ですが、今はもう４００兆円を超えている。内部留保だけですよ。パイが大きく

なると働く人たちの取り分もふえるというパイの理論とういうのはよくあるんで

すが、今は名前を変えて安倍首相なんかよく使っていますけれども、現実的には

それが多いところ。 

 じゃ、大企業の原価を賄うために、今の働く人たちが働いた時間はどれくらい

でペイできるかといったら、３分の１、４分の１という時間で十分ペイできると

言われているんですね。だから、現代に合った働き方の改革というところで言う

と、いわゆる再配分のところがどこかで１カ所に吸い上げられていく構造になっ

ていないか。そこには手をつけないで、今度のやつは労働時間の規制を外してど

んどん働かせようと。過労死も過労死と単純にならないような制度にしようとい

う狙いが財界からの規制緩和会議の声かけで進められているところに問題はない

か。そこに、僕、行政がのるというのはちょっとまずいと思うんですが。そこは

十分職員の働く条件なども考えて、特に公務員労働者の場合はほとんどそういう

団体交渉という権限までなくならされてきた歴史があるわけですから、僕は一つ

一つ積み上げてきた働く人たちの権利というのは法案によってきちっと保障され
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るべきだと思っています。 

 ちょっと町長が捉えているのと違うと思うので、その辺は町長、率直にどうな

のか、もう一回聞きたいですね。 

○議長（齋藤則男君） 河合町長。 

○町長（河合永充君） 本当に今努力しているのが職員の、本当にプロフェッショナ

ル、専門家、専門性を高める、これは実は重要なことになってきます。ただ、そ

れを時間内でできる環境をつくっていくということが大事でして、今、庁舎内で

は会議の短縮化、そして集中と選択といいますか、まず仕事において何が大事で、

どれをちゃんとしっかりと選択してやっていくということ。 

 また、去年も永平寺町、自治労がありますので、その皆さんからのいろいろな

提案をいただいた中で、今年度は残業代を３００万円上乗せさせて、予算で皆様

にお認めいただいたり、またなるべく代休をとれるようにということで。 

 ただ、ちょっと今回、国体がありまして、お盆の間、１３日、１１日から休み

なんですが、どうしても１３日全協を開かなければいけないような、議会があり

ますので、議員提案を。別に議会がどうのこうのじゃありません。これは国体が

ありますのであれなんですが、なるべくそういったゴールデンウイークとか、そ

ういったときには連休をとっていただくとか、そういった少しずつですが改善が

できるように今努めています。 

 この前、経済産業省の審議官の講演を聞きに行ったときに、その方がおっしゃ

いました。田舎に住んでいて、田舎らしく生きるということは５時１５分か５時

半になったら帰って田んぼしたり、畑したり、趣味をしたり楽しむ、それが田舎

で生活する大きな、田舎に人を引きつける魅力だろうというお話もいただきまし

て。ただ、それをするには、今もう東京も地方も一緒になっていますが、ＩｏＴ

であったり、最先端技術を使って、またテレワークとか、今回働き方改革にもあ

りますが、ちょっと役場の仕事にはテレワークは向かないかもしれませんが、そ

ういったテレワークとか、そういったのをどんどん取り入れてやっていくべくだ

ろうということです。 

 今、この町政運営を任されておりまして、住民のサービスを落とさずにどのよ

うに働き方を改善していくかということが課題でして、最先端技術、また一つ一

つの業務のやり方、また無駄なことはしない、大事なことをする、そういった体

制づくりを今進めていっております。 

 決して残業を幾らしてもらってもいいとか、そういったのではなしに、永平寺
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町では、やはりそういった形の「働き方改革」永平寺町版といいますか、そうい

ったふうに取り組んでいきたいと思っております。 

○議長（齋藤則男君） 金元君。 

○９番（金元直栄君） ある意味、町長が議会招集のときの挨拶でこの問題に触れて

いただいたんで、ちょっと論議する機会になったのかなと思うんですが、自治体

とか、こういう地方でそれがまかり通るようになると、これは大変だと思うんで

すが、やっぱり狙っているところはどこかというのはきっちり見ていく必要があ

ると思うんですね。 

 ただ、今、働き方改革とか言われているその法案の内容を見ると、データがむ

ちゃむちゃやというのは聞いてきて、一つは、２月に安倍首相が答弁した問題等

については取り下げるというようなことを言って、働き方改革の裁量労働制につ

いては、その指示を、法案も取り下げてしまった。ただ、高度プロフェッショナ

ル制度については残されていると。 

 ただ、データの状況なんか見ると、それも基本的に、その当時、むちゃむちゃ

なデータをもとに法案作成の前提としての有識者会議がやっぱり招集されて、そ

こで論議されて決められるわけやね。そのデータそのものが崩れるということは

前提が崩れることで。 

 例えば、これは６月１日の福井新聞の論説です。ほかの新聞もよく出ているん

ですが、「深まらぬ論議」。政府ということです、責任があるし、でたらめな論

議で有識者会議を集めて、そこで法案をつくるということ自体がもうおかしくな

いかと。そこはきっちりしておかなあかんと思うんですわ。 

 そういうことをぜひ考えてほしいし、例えばこの過労死、働かせ――働き方改

革でなしに、働かせる側、経営者側からの働かせ方改革だということをよく言わ

れたんですが。 

 例えば一部野党の中で、高度プロフェッショナル制度なんかで言うと、長時間

労働について、その高度プロフェッショナル制度の契約から抜ければいいんじゃ

ないかっていうことで修正案を出して、それで賛成したっていうのはあるんです

が、個人でそういう制度を抜けられるとか、長時間労働をやめることができると

いうような状況なら、法案なんて要らんのですね。それができないから法案があ

るんです。 

 そういうことを根底から崩すこと。それも偽りのデータで進めていくというや

り方については、僕は特に行政、今度は国会でもいろんな文書の改ざんなんかが
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あるんですが、恣意的なやっぱり資料作成ということを考えると、いろんな問題

も含めて、行政にもいろいろ学ぶところがあるんではないかな。少なくとも働か

せ方を自由にできるような内容の法律が成立するなんていうことは、その働く側

から見てみると考えられないということだけ言っておきます。何かあれば。 

○議長（齋藤則男君） 河合町長。 

○町長（河合永充君） この前、「タイムリー」、ちょっと番組を見てましたら、福

井の社長さんが出てまして、やっぱり仕事してる中で、例えば報告書をつくるた

めに仕事していて、その報告書にも何時間もかけている。そういったのはシンプ

ルにしていくとか、いろいろなそういったお話をされてました。 

 全てではないと思いますが、多く経営者の皆さんは、もちろん会社を守るため

にしっかり取り組まれていますが、なるべく働いている方に無理はさせずに、ど

うやってもうけようかというふうに会社を維持していこうかというふうに考えて

いると思います。全てではないと思いますよ。そういった経営者も多いと思いま

す。 

 この働き方改革、今法案がどのように審議されて、どういうふうに決まるかは

あれなんですが、いい方向に進めばいいなと思いますし、永平寺町、役場として

は今回のこれは一つの大きなきっかけになるなというふうに捉えております。 

○議長（齋藤則男君） 暫時休憩いたします。 

（午後 ０時０１分 休憩） 

────────────── 

（午後 １時００分 再開） 

○議長（齋藤則男君） 休憩前に引き続き再開いたします。 

 ９番、金元君。 

○９番（金元直栄君） それでは、２つ目の幼児園・幼稚園の施設再編の方向性とは。

あわせて小中学校問題ということで質問をさせていただきます。 

 町長は、これも挨拶の中で幼児園・幼稚園の施設の再編について触れており、

これらを検討するための予算も６月補正予算案に計上されているところです。そ

の内容を見てみますと、一つは核家族化や少子化の進行で保育現場の環境も大き

く変化していること。町内の１０園は合併前の旧町村の施設をそのまま引き継い

でいる。さらに、定員と園児数に大きな乖離があるということ。また、社会情勢

の変化に対応し、子どもたちにとってなおも望ましい保育環境を整えるために、

幼児園・幼稚園施設の再編の方向性を示すことは喫緊の課題だとしておりました。
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町長はこう示したんですが、どうも何が言いたいのやらわかりにくいところがあ

ります。 

 そこで再編の方向、どうしたいのかを以下のとおり示していただきたいと思う

んです。 

 一つは、何のためにこれを行うのか。目的をわかりやすく示してほしい。これ

は、例えば本町の子育て支援の町、安心して子育てのできる町の質を高めるため

なのかどうか。それとも、子どもらを１カ所に集め、大規模園にし、効率化を求

める方策なのか。ここをまずお聞きしたいと思います。 

○議長（齋藤則男君） 子育て支援課長。 

○子育て支援課長（吉川貞夫君） 今回の幼児園・幼稚園施設再編の目的ということ

でございますが、まず、子どもの、また子どもたちの教育・保育環境の充実を図

るということが最も大事だと思っております。さらに、子育て家庭の親が安心し

て子どもを幼児園・幼稚園に預けられるような環境整備の充実を図ることが最大

の目的としております。 

 現状ですけれども、施設の定員に対する入園児数、いわゆる在籍率という表現

をさせてもらいますが、１００％を超えている園もありますし、５０％に満たな

い園もあります。そういう乖離があるということ。 

 さらに、これは長期保全でも出しますが、各施設の建築年の経過年数において

も、４０年以上経過している園が３園、３０年以上の園が４園ということで、施

設の老朽化も進行している。 

 このことを踏まえて、子どもたちにとって望ましい教育力とはこれからどうし

ていくのか。それの一部として、町にとって将来に向けての保育施設のあり方を

しっかり検討していきたいということでございます。 

 以上です。 

○議長（齋藤則男君） 金元君。 

○９番（金元直栄君） で、結果どうするんですか。あんまり、そうやって言うのは

わかるんですけど、具体的にはどういうことを考えているのかというのを示して

いただきたいというのが私の趣旨です。 

○議長（齋藤則男君） 子育て支援課長。 

○子育て支援課長（吉川貞夫君） 結果っていうのは、これから住民の代表の方たち

に来ていただきましてさまざまな意見を集合しましてまとめていくということ

で、今我々がどうしたいこうしたいということは思っていません。あくまでも住
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民の意見、さまざまな意見を集約した上で方向性を出していくということでござ

います。 

 以上です。 

○議長（齋藤則男君） 河合町長。 

○町長（河合永充君） 今、子育て支援長が申し上げたとおり、少子・高齢化の時代

が来て、実は今の園の、私が幼稚園のときからもう４０年ぐらいたちますが、中

央保育所と吉野保育所が一緒になって、今なかよし幼児園ができた。松岡は、こ

の４０年の間にそういったのがあります。 

 この間、私が議員になりたてのころ、ゼロ歳児が始まりました。そのときは最

初は３人ぐらいからのスタートだったのが、今５０人ぐらいのそういったゼロ歳

児を預けられる親御さんも、民間で働いている皆さん、８週目から働きにいくと

いうことで、そういったニーズが高まってきております。 

 一方、この二、三年、例えば松岡地区でゼロ歳は４月からというわけにはいき

ませんので、大体預かりたいという話になったときから動くわけなんですが、松

岡に住まわれている方が松岡地区で受け入れられないという、そういった状況も

今生まれてきておりまして、昨年は吉野幼稚園にゼロ歳を設けさせていただきま

した。そのときもあくまでもこれは応急というのではないんですけど、トータル

を考える、トータル的にどういうふうに考えていくかという中で、住民の皆さん

に対する、子育て世代に対するサービスをしっかり確保していくには、やはり一

度全ての園をどういうふうにしていくかという。老朽化の話もあります。 

 それともう一つは、幼児園の先生の確保、この点についてもしっかり今少子・

高齢化、人手不足の中で確保していかなければいけないということもあります。

子どもたたちがいかにいい環境で、そして子育てをしている皆さんが安心して預

けられる、そして働くことができる、そういった環境をいろいろな角度から検証

する。主観を入れずに、一回客観的にどういったいろいろな角度でのデータとい

いますか、情報、また推計、そういったものをもとにしっかりとした方向性を定

めていかなければ、これから少子・高齢化、また施設の老朽化が進む中でやって

いかなければ、将来にツケを残す、そういったことにもなりかねませんので、し

っかりと今年度、予算も今回も補正で二百数十万。これはそういった丸投げする

ところではなしに、例えば２０人規模のいろんな方に参加していただいて、こう

いった調査が欲しい、こういったデータが欲しいという、そういったことを臨機

応変に対応できるためにも、今回、この予算を持たせていただいたのもあります
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ので、しっかりとした方向性が示せればなというふうに思っております。 

○議長（齋藤則男君） 金元君。 

○９番（金元直栄君） 今お聞きしていまして、割と慎重に進めたいというので、一

度出発点に戻って、どういう方向をさぐるかということはわかりました。ただ、

全体として僕言いたいのは、ほかの自治体では、そういう再編ということを口実

に１カ所に大規模な園をつくって、そこへこれらをまとめているという例も見ら

れるわけですね。確かに効率がいいんかもしらんですが、それが子どもたちにと

ってよいのかどうか。 

 例えば、３歳児になると１クラス３０人でもいいはずです。２歳児が２０人で

なかったかと思うんですね。そういう単位になると、やっぱりなかなか大変だと

いうのがありますし、それに保育園の設置というのはもともと働く人のための子

どもを預かってもらえる施設というのが始まりですから、保育所の性格そのもの

が働く親の働く条件に合わせて身近なところに保育所を設ける。決して大規模で

１カ所に集めてという方向ではなかったと私は思っています。それが趣旨です。 

 だから、公立を求めてこれを１カ所に集めるということは考えないでほしいと

いうことと、あと町長が今言われました保育士の確保の問題で、人手不足の折、

保育士の確保が難しいというのでなしに、働く条件が余りにも過酷。低賃金とい

うのが話題になり、いろんな問題になっているから集まらないというのが私の考

えですから、それはちょっと違うのかなというふうに思います。 

 そこも含めて、単純に論議していくだけでなしに、確かに客観的なデータを集

めるということについてはいいと思うんですが、その辺どう考えているんでしょ

う。 

○議長（齋藤則男君） 河合町長。 

○町長（河合永充君） 今、毎年のように議会のほうからも正職と非常勤さんのその

割合については多く質問もいただきます。今、半分半分ぐらいで推移しています

が、育休とか産休をとられる職員さんのときに非常勤さんにまた入っていただく

とか、いろいろなことを今やっておりますが。 

 例えば、今、その割合を変える中で、じゃ、正職さんを５人ふやしたらいいの

か、３人なのか、財政的なものもありますが、ただ、それでは抜本的な解決には

ならないと思います。子どもたちにとって、やはり議会からも出ているように、

しっかりとした――「しっかりとした」という言葉はあれなんですが、正職さん

に見ていただきたいという、そういった思いもあると思います。 
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 そういった点で、これもまだ今からしっかり現状等やるんです。しっかり調査

していくんですが、そういった面からも子どもたち、じゃ、今クラスの数が多い

から担任の受け持つ教室が多いのかとか、いろいろな角度で見ていかなければい

ないなというふうに思っております。 

 もちろん、先ほども金元議員の質問にございました、公立でやっていく中で、

じゃ、民営化というのはどうなのか。それもするしないは別に、じゃ、メリット、

デメリット、そういったものを一度テーブルに上げて、みんなで議論していく中

で、しっかりと方向性を定めていきたいなと思います。 

 それと、今回、いい機会になったのが、今、国のほうで子育てを支援する。消

費税の分を無償化とか、そういった話も出ておりまして、これもそろそろその方

向性が出てまいります。その方向性を見た中で、民営化がいいのか、やっぱり公

立でそういった国の支援を受けられるならしっかりと公立でいいのか、こういっ

たこともちょうどいいタイミングで出てきますので、そういったのも踏まえて、

これからこの計画ですか、これを進めていけたらなと思います。 

 いずれにしましても、今子育て世代を支援するというのは、国だけではなしに

県、町、この全てがそういった方向で行っております。これはやはりこれから社

会保障がふえる中で、働きやすい環境、子育てはみんなで、地域で支えますよと

いう、そういった流れからにもなってきていると思いますので、しかりとそうい

った将来的なもの、また過去はどうだったか、現状はどうなのか、そういったも

のをしっかり分析していきたいと思います。 

○議長（齋藤則男君） 金元君。 

○９番（金元直栄君） 確かに子育てが、以前は子どもは親が育てるのが一番いいと

いうことで、１９８０年代の後半まではそういう論議だったと思う。一転、３７

ショックやったか、そういう出生率の問題でかなり、子育てはやっぱりいわゆる

社会で担うという方向に変わってきたのかなと私は思っているんですが。 

 ただ、本来なら、保育所とはどういうものなのか、どうやって設置するべきも

のなのかというのを、やはり今度は委員会を設置してそこで論議していくという

ことですが、本来の保育所設置のあり方という基準も行政のほうからきちっと示

した上でやっていかないとなかなか難しいんでないかな。そこはぜひ片手落ちに

ならないように。「片手落ち」と言うと差別用語やと言うんですが、それはそう

ではないそうですね。そういうのが辞書に載っていますので、調べて入れており

ます。 
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 そういうことにならないような資料の提供で進めてほしいと思うんですが、そ

の辺はいかがでしょう。 

○議長（齋藤則男君） 子育て支援課長。 

○子育て支援課長（吉川貞夫君） 金元議員おっしゃるとおりで、議論をしていただ

く中においての資料提供、また保育所設置の原点という、そういうところもしっ

かり正確なものをお示ししていきながら議論をお願いしたいというふうに思って

います。 

 余談になりますが、先ほど身近なところに設置ということもございました。議

員仰せのとおり、幼児園、保育園ですね、いわゆる保育園というのは、子育て家

庭の働く親のために預かるということは根本的な趣旨でございます。と同時に、

子どもの目線から見れば、保育士から、またはその仲間、友達から、そしてみず

からが学びを得る場でもあるということも忘れてはならないというふうに思って

います。 

 そういう意味では、子どもを預かる保育という観点と子どもから見る学びとい

うその両方がしっかりと現場のほうでされるような、そういう環境整備が大事で

あると同時に、今回の目的である子どものためのというところでは、そういう視

点をしっかりと捉えていかなきゃならないというふうに思っております。 

 あと、身近なところに保育を設けるというのは、今の１０園の設置の状況を見

れば、以前はそういうようなことでなっていたと思いますが、社会情勢も変わり

まして、私が子どものころとかというのは徒歩で通園をしていたような時代があ

りました。私の子どものときにも約３分の１か半分ぐらいは徒歩で通園をしてい

た時代なんですけれども、昨今は社会情勢も変わりまして、自家用車での通園と

いうのがほぼ大半を占めている状態になっています。 

 そういう意味で社会情勢も変わっていますので、そういう社会情勢の変化とい

うのも捉えながら、しっかり意見の集約、議論をしてきて、方向性を出していた

だければなというふうに思っています。 

 以上です。 

○議長（齋藤則男君） 河合町長。 

○町長（河合永充君） 保育所、幼児園の位置づけですが、設立当初より今のほうが

位置づけは大きいと思っております。しっかりやっぱり子育てをしていただく。

また、小学校に上がる前の子どもたちの教育ではないですけど、そういったしっ

かりと団体行動ができるという位置づけもあります。 
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 児童クラブにも最初はそういった預かりですが、今はしっかりと預かろうとい

う、そういった方向性にもなってきておりまして、位置づけ的には設立当初から

見たら今のほうが大きいと思っております。 

 それと、また地域の中での幼児園、これについてもやはりしっかり議論してい

かなければいけないなと思っております。今ほど課長申し上げましたとおり、社

会情勢も大きく変わってきております。五六豪雪、三○豪雪の今回比較させてい

ただいておりますが、世帯数が３４％増加している。これはやっぱり核家族化が

進んだ。車の数も２倍強になっている。それだけもう車での移動が多くなってい

る。そういったこともしっかりとテーブルにのせていきたいというふうに思って

おります。 

○議長（齋藤則男君） 金元君。 

○９番（金元直栄君） 子どもの目線とか、学びの場であることということについて

は、以前は預かるというのが主体やった、厚生労働省中心の考え方でしたけど、

途中から保育指針もきちっと整備されて、それはそれで幼稚園と同じような方向

でということで、それは旧松岡なんかは結構早くそれに取り組んだとは思ってい

ます。そういう意味ではそこはいいと思うんですが。 

 ただ、今車で園に通う子がほとんどだっていうんですけど、我々、親からはち

ょっと上の、じいさんの世代になると、やっぱり徒歩で通園できるような環境、

社会環境を整えていくということも我々の仕事なんかな。今の時代は小学生の子

どもすら自由に通学、道草くっても帰れない。そんなことしてたら何されるかわ

からんというような世の中っていう、そんな世の中こそ変えなあかんのが我々の

使命なんかなって思うところはありますんで、それだけ言っておきます。 

 ぜひ十分な資料をつくって進めていただきたいと思うんですが。 

 そこで、今町長もちょっと触れたんですけど、いわゆる民営化の問題です。た

だ、この再編論議の前に、再編論議はどうもいろいろ答弁聞いてると先が見える

のかなと思いつつ、あんまり見通しがきかない答弁になっているのかなと思いま

す。 

 再編論議の前に片づける課題があるということでは、例えば町の行革大綱にあ

る幼児園の民営化を検討するという方向についてはどうするのかということです

けれども、僕は本町がやっぱり町長もさっきのほかの議員への答弁の中で、まち

づくりの柱にやっぱり「子育ての町」というのを入れたと思うんですね。たしか、

町長やったと思うんですが。 
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 そういう本町の子育て支援の町を標榜するまたは打ち出すんなら、子育ては町

が責任を持ちますという、これは前の町長のときにそういう宣言をして、ちょっ

と話題になったことですけど、これは今の本町の子育てへの姿勢を示すという意

味では、保護者にとっては非常に安心できることだと私は評価しています。 

 ただ、民営化の方向でやっぱり心配されるのは、ついでに言っておきますけれ

ども、その問題をどうするかというのは先においておいて、民営化されるとどう

なんかというと、保育料の独自設定も可能だ。それ以外に、教材費の徴収もあり

得る。経済的なものですね。 

 ２つ目は、保育内容の独自色も可能になる。一面、詰め込み教育というのもあ

ると。本当にゆったり、伸び伸び保育するということが失われていく。 

 ３つ目は、園児数によっては保育士の有資格者でなくても保育は可能。これ、

安上がりにするために取り入れていますよね。経営効率化を名目に、若い保育士

中心の安上がり保育になることもある。経験豊富な保育士や有資格者がいなくな

ることで保育事故も多くなると言われている。 

 例えばよく話題にするんですけど、無認可保育所を含めると、大体１０年間で

百四、五十人の子どもさんが園で事故死している。これは前から何回も言ってい

ますけれども、そういうことがやっぱり報告されています。学校ならこれは大問

題になるんですが。保育所設置は自治体に責任が負わされているということで、

国があんまり積極的に統計、その事故原因究明、対策を講じないというところで

やっぱり事故が減ってないというのがあるそうです。 

 かつて福井市のセイワ園でも幼児の死亡事故があったことがあります。 

 また最後ですが、経営がうまくいかなくなると突然園の閉園もあるということ

もあるので、この件なんか含めて、この際、やっぱり本町の子育ての町を標榜す

るためにも、やっぱり民営化はもうやめていくよっていうような宣言はここでし

ませんか。 

○議長（齋藤則男君） 河合町長。 

○町長（河合永充君） 先ほどから申し上げていますように、やはり一度テーブルに

上げて、そこをしっかり分析する必要があると思います。他市町、公立、民営化

両方やっている市町たくさんある中で、じゃ、そこにやはり今回のこの調査の中

で、じゃ何でそこに民営化の幼稚園に預けているのか。今金元議員がおっしゃら

れたとおりのことであれば皆さん預けないと思いますが、なぜ預けているのか。

じゃ、公立と民営化、そこの差はどこにあるのか。料金が高くならないように各
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市町が負担しているのかどうか。そういったこともやはり一回調査を、調査とい

いますか、ちゃんと調査をして、そしてその中で民営化をするかしないかという

のを判断材料の一つにするべきだと思いますし、先ほどから申し上げていますと

おり、国の今の方針、無償化という方針がある中で、じゃ、それがある中じゃ、

民営化のほうがいいか、公立のほうがいいんか。公立のほうが安心して先生は働

ける環境がつくれる。国から支援をいただけますので、じゃ町はそういったとこ

ろやっぱり出ていくということも、財源的なそういったこともあります。決して

財政のためにやるとかではなしに、一度全てトータルでのせる。財政ではないと

言いますが、財政はやはり将来の永平寺町につなげていくためにもしっかりと行

財政改革というのも一つしていかなければいけない。そこにもやはりしっかりと

目を向けて、トータルで考えていかなければいけないなというふうに思っており

ます。 

○議長（齋藤則男君） 子育て支援課長。 

○子育て支援課長（吉川貞夫君） 議員さんのご質問の中で、保育料の独自設定も可

能になるというご発言ありましたが、確かに届出制の無認可保育園ならば独自に

設定をするとなりますが、認可保育園は独自に設定じゃなく、あくまでも市町の

保育料の設定になるというふうに認識をしております。 

 あと、園児数によっては保育の有資格者も可能ということもありましたが、こ

れも無認可ならば当然そうなりますけど、認可保育園ならば基準に基づいた保育

士の配置が必要というふうになっています。 

 今町長申し上げたとおり、テーブルに上げて議論をしたいというふうに考えて

いますが、永平寺町、今待機児童がいるわけではありません。都会のように待機

児童がいて、何とか保育所をつくらなきゃいけないというようなところで、都会

なんかは認可外保育園の設置も検討していますが、当町は待機児童がいるわけで

はありませんので、その認可外の保育所を設置するということは考えていません

し、あくまでも検討する中においては認可によるものをどうするかということは

検討のテーブルにあげたいというふうに考えています。以上です。 

○議長（齋藤則男君） 金元君。 

○９番（金元直栄君） 保育料の設定、独自設定も可というのは、その後に書いてあ

るんですが、それ以外に教材費とか、そういうことで割増しを取られる場合も多

いということです。そのことを言っておきます。 

 保育料の無料化に町長は触れましたけれども、これ上限が設けられているのも
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ご存じやと思いますし、無認可保育所にはないということで、それは本町の場合

は無認可を考えるということはないんですが、そういう場合もあり得ると。企業

内保育とか、要するに例えば病院に保育園つくったりというのを認めるという方

向が国の方針としてあるんですね。ところが、そこには無認可の場合は出さない

ということですから、それはそれで問題です。 

 認定なんかで言うと、２０人以下ですと保育士の資格、有資格者でなくても保

育ができるというのはあるはずですから、そこは十分調べてほしいと思いますし、

僕はそう言いながら、やっぱり公立で最後まで責任持ちますよというのが今の町

の一つの方針継続しているわけですから、これが子育てしやすい町としてやっぱ

り標榜する町の大きな柱になるんでないかと。そういうことこそ、まちづくりの

柱に据えるためにはさらに積極的進めてはどうかということを聞きたかったわけ

です。 

 町長がそういうことを言いましたんで、答弁あればいいんですけど、私はそう

いう立場なんですけど。 

○議長（齋藤則男君） 河合町長。 

○町長（河合永充君） 金元議員、民営化のやめたらどうだという、そういったお話

もありますが、そういった話と今、僕がこうこうこうだと言って、ここで議論を

交わすよりも、一度テーブルにのせて、それをもとに議論をしていったほうがい

いと思います。 

 ２人だけで決めるわけにもいきませんので、いろんな皆さんの、地元、保護者、

地域、また有識者、また議会からも入ってもらうんかな。議会からもまた入って

いただきまして、いろいろな形でテーブルにのせて、そこから判断をして、また

住民の皆さんに説明をして理解をいただく、そういったことになると思いますの

で、よろしくお願いします。 

○議長（齋藤則男君） 金元君。 

○９番（金元直栄君） この問題で一つだけ最後に言っておきます。一つの方向性を

示さずに白紙で論議してくださいというやり方は、それは行政のやり方としては

一番ずるいやり方ですよね。そこも考えて、やっぱり一つの方向性を示すことで

論議を加速させるということがあるんで、そこが大事なんです。ただ、大体の方

向が見えないわけではないと。今言っているのは、町長の挨拶の中でも言ったよ

うに。 

 しかし、その中でも、ここに来ると何を論議してもらんかという焦点当てるた
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めには、もうそういうことを言っておかないと、２人だけの論議とかっていう意

味でなしに、それは提起する側の問題として余りにも問題意識がない提起の仕方

でないかということになりかねないかということです。 

○議長（齋藤則男君） 河合町長。 

○町長（河合永充君） それについては、全ての今の現状をまずテーブルにのせる。

そして、今ここで方向性を提起しますと、テーブルにのっていない時点での議論

になります。それは、例えば町が示す、それは反対だ、それはこうだ、それはい

いことだ。そうではなしに、それをすると、今度、審議会とか町の皆さん、いろ

いろな方々の意見を逆に言うと、その審議会を生かすことができないといいます

か、そういったことになりますので、決していろいろな。役場内でもいろいろ議

論はあるんです。財政課の視点、子育ての視点、教育委員会の視点、総務課の視

点、そういったものもありまして、それをしっかりとテーブルにのせて、そして

方向性はその中でいろいろな形で示していく。また、皆さんの答えを聞きながら

やっていく。 

 やっぱり最初に町の方向性を示しますと、もう客観でなくて主観が入ってしま

うときがありまして、しっかりとやっていかなければいけないところはやってい

かないけないなと思っておりますので、ご理解よろしくお願いします。 

○議長（齋藤則男君） 金元君。 

○９番（金元直栄君） そうは言うんですけれども、あんまり理解したくない。 

 この問題はこれで置きます。ここであわせて言っているのは、幼児園の方向性

については、今回の町長の町の考え方がちょっと示されたことで見えてくるのか

なと思うんですね。これは３０年度中に大体方向性示すという予算の計上です。

ただ、この影響というのは、後で言っていますけど、小中学校の統廃合の問題に

ついても、２年後には方向性示すということにかなり大きい影響を与えるのでは

ないかという地域性の問題もありますから心配なんですね、私。 

 私は、学校の統廃合については、町にとっても、地域にとっても、そこで暮ら

す人々にとっても、当然地域の子どもたちにとっても、デリケートな問題だと思

っています。 

 殊に、首長が安易にこの学校の統廃合に触れることで、よく首長の首が飛ぶと

いう課題にもなっているって言われているんですが、この問題、その地域の持続

的な存続にとっても大きな意味を持つだけに、町長に確認しておきたいと思って

います。 
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 学校の統廃合は、若い人がその地域に住み続ける根拠とか、よりどころをなく

すもので、学校は地域の人々にとっても大きな意味をなす、象徴的な意味をなす

ものですから、もしなくすような判断が示されることになれば、他の例を見ても

過疎化を急速に進めるものとなってきた事例があるわけですから心配です。 

 そこでは、町長はどういう示し方をしていくのかって、やっぱり一つの方向性、

これらも聞いておきたいので、この点ではぜひ町長から答弁お願いします。 

○議長（齋藤則男君） 河合町長。 

○町長（河合永充君） 今回、幼児園、そして３２年度に方向性を示すというふうに

なっておりますが、学校教育課長、教育委員会からもあったとおり、今年度から

どういうふうにやっていくか。どういうふうに意見を聞いていくか、どういうふ

うに説明をしていくか。まず意見を聞くのが先なんですが。というのをして、前

倒しがあればやっていきたいと思います。 

 よくこれが政局になるときがありますが、それはやはりしっかりとした説明が

ないかなというふうにも思っておりますし、説明をしなければいけないという。

残すにしても統廃合するにしても、どちらになるかまだあれなんですが。 

 もう一つは地域の中の学校という位置づけもあります。今、地域によっては、

何とか若い人たちにとどまってもらおうという活発な地域もございます。一つの

企業が行かれて、そこで何とかそこを確認して地域を盛り上げていこう。そうい

った人たちの気持ちというものも大事だと思います。いろいろな、これも幼児園

よりも大きな話にはなると思いますが、しっかり話ししていきたいなというふう

に思います。 

 皆さんもそうだと思います。僕もそうなんです。一つの地域に行くと、何で統

廃合せんのやという人もいれば、絶対統廃合したらあかんよっていう人もいます。

一つの一緒な地域で。そういった方々に、じゃ、どういうふうな現状で、どうい

うふうにその位置づけをしっかりしていくか、そういった説明をしっかりしてい

かなければ、その一つの地域だけでもいろいろな意見がございますので、ここも

ある程度しっかりとしたいろいろな形のものをテーブルにのせていく。統廃合し

ないのであれば、じゃ地域、そこの地域、またその小学校はじゃどういうふうに

していかなければいないのかとか、どういうふうに協力をお願いしなければいけ

ないのかとか、また財政面におきましても、子育てとか教育に財政は関係ないと

おっしゃるかもしれませんが、その子どもたちが大きくなったときにツケを残す

ことはやっぱりだめだと思います。これから町を担っていただく中で。そういっ
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た将来的な方向性もしっかり定めていかなければいけないと思いますし、いろい

ろな角度でこれも聞かれた、参加された方がそれに対して質問が来たときには、

こういう状況なんです、こうなんですという数字で示せる、そういったものをし

っかりテーブルにのせていかなければ、ただ感情だけで統廃合するんですよ、し

ないんですよ、地域のためですよではなしに、先ほど奥野議員の話にもありまし

た、数字で示せるものは数字で示す。もちろん、感情とか気持ちというものは大

事ですが、そういったこともしっかり示していかなければいけないと思っており

ます。 

 以上です。 

○議長（齋藤則男君） 金元君。 

○９番（金元直栄君） 一言だけ最後に言っておきますけど、歴史等の問題でなかな

か取り扱いにくい問題というのは行政、特に町長らはそう思われているんだろう

と思うんです。ただ、私、吉野地区にいますと、やっぱり移住してきた人たちも

たくさんいらっしゃいます。その人たちの意見を聞いていると、近くに学校があ

るから来たんだよ。そのほうがやっぱり安心できるという声はやっぱり強いです

ね。そこは大事だと思います。 

 ただ、そうは言うものの、いろんな不安がつきまとわないわけではないんで。

でも、全国の自治体見てると、子どもが１人になっても学校はきちっと残します

と。それは地域の将来にかかわっているという確固とした信念のもとにやられて

いる首長さんもやっぱりいらっしゃるんですね。そこらはぜひ、私のほうとして

は参考にして、やっぱり最後まで行政も地域の人口増、どうしていくんか。人口

は今ふやせるかどうかはわからんですけれども、若い人たちをそこにやっぱり呼

び込んでくる、そういう条件づくりをぜひ、まず先に考えてほしいということだ

け言っておきます。 

 次、３つ目の質問に移っていきます。新教育長へ。池田中って書いたように、

池田中学校問題が示したものということで質問を準備しました。新しい教育長で

すから、教育への考え方をそんなところでぜひお聞きしたいと。 

 これは、ほかの議員の質問でもいろいろ答弁聞いていて、例えば本当にちょっ

と、ああ、やっぱりそう考えているのかということで安心したのは、学校に行き

たくないということほどつらいことはないと。１人の子に対してどれだけ時間を

かけられるか。何人の先生が対応できるかが、組織的な対応も含めて鍵になるよ

というようなことで答弁されていて、それはもう本当にそのとおりだと思ったと
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ころです。 

 ただ、去年の３月に池田中学校で起こった、いわゆる指導死事件は、県内の教

育界――僕、こっちの「会」書いてあるんですが、世界の「界」です――に大き

な課題を突きつけました。 

 この事件を受け県議会では、県の教育行政に対し意見書を提出することに至っ

たわけです。意見書は、命を守ることを最優先として、１つは過度の学力偏重を

避ける。２つ目は、教育施策を一律に強制し、現場の負担感や硬直化を招くこと

がないよう改める。３つ目は、多忙化を解消し、余裕を持った現場にするため、

教員の声に耳を傾け、県独自の学力テストなど学校裁量に任せるなど、教育行政

を根本的に見直すよう求めている点が特徴です。等々の大きな課題を突きつけた

と私は思っています。 

 この事件を教訓に、本町の教育行政の方向についてはどのようにお考えになっ

ているのか。これまでも前教育長などにも私はこういう無言給食の問題なんかを

取り上げて、本町の教育の実態から、子どもたち少々息苦しくないかというよう

なことで質問してきたんですが、現教育長はこの事件をどのように教訓として捉

えていくのか、また臨んでいくのかを、その考えの一端を示していただきたいと

思っています。 

○議長（齋藤則男君） 教育長。 

○教育長（室 秀典君） 池田町の事件については、深く受けとめ、再発防止に努め

なければいけないというふうに考えています。 

 先ほどの教育方針の中でも述べましたので、金元議員のほうからも、私がいじ

め、不登校対策について、先生が一人の子どもに対して時間を確保する、また一

人の子どもに対して何人の先生がかかわりを持てるかと。こういうふうなことは

よくわかったのでというふうなことでしたので再度繰り返しはしませんが、当た

り前のことを当たり前にしない、これが大変なことにつながるというふうに思っ

ています。 

 本町では、今私が言おうとしていることは、学校は組織で動いています。皆、

どの学校でも問題を全員で共有して取り組んでいる。極端なことを言えば、三十

五、六人の教職員がいれば、一人に対して全員でそのいろんな問題に対して対応

するというふうな、そういう基本姿勢があると私は思っています。 

 そういうことで、２点目は学力偏重に関してなんですけど、できる、できない

だけではなし、町の教委方針の中にも示されているんですけど、課題解決に向け
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て、主体的、対話的な学びを推進し、考える力やコミュニケーション能力を定着

させるという授業を実施しています。実践しています。 

 私も、学校訪問に行って、子どもたちの様子を見てると、非常に落ちついて授

業に参加しています。それも自分の意見を積極的に述べ合って問題を解決すると

いう姿勢が見られます。本当に先生方の指導力のたまものだというふうなことで

常々感謝しております。そういうことで、学力、学力というふうな、そういうふ

うな風潮は本町の学校教育にはないんではないかというふうに私自身は思ってい

ます。 

 次に、これは話が出たと思うんですけど、先生方が子どもたちとかかわる時間

を確保するためのサポートとして、町費で学校運営支援員、それから部活動指導

員を配置しています。学校運営支援員というのは、授業の準備や後始末を手伝っ

てくれる指導員です。現在のところ１９名配置しています。それから部活動指導

員、これは去年１年間私も松岡中学校で指導員をしていたんですけど、これは顧

問という立場で引率等も可能だというふうなことで、顧問の先生の負担が軽減さ

れるというふうなことです。 

 次に、子どもたちにとって息苦しいのではないかというふうな無言清掃等を含

めて質問ですが、学校評価を見ると９０％以上の児童生徒が学校は楽しいという

ふうに答えています。しかしながら、残り１０％弱のこの子どもたちへの対応が

非常に大切なんです。子どもたち、それから保護者の皆さんの声に耳を傾け、悩

みや不安を持っている子どもたちの早期対応を心がけていきたいということを考

えています。 

 それから、無言給食につきましては、実は松岡中学校が５月の下旬に修学旅行

に関東のほうに行きました。バイキングの会場で、もちろん生徒だけじゃなしに、

一般の人もいたそうです。すごくマナーがよくて褒められたということを報告受

けました。 

 もともと金元議員も私も同じだと思うんですけど、小さいころは静かに食べな

さい、早く食べなさいという、そういうふうなことを親から言われたのをよく覚

えているんです。これはやはり、僕は日本人の一つの文化じゃないかなと。いい

意味での文化と捉えて、それ集団でやるということに関してちょっと違和感があ

るかもわかりませんけど、日本人の一つの文化というふうな捉え方を私はしてい

ます。 

 以上です。 
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○議長（齋藤則男君） 金元君。 

○９番（金元直栄君） いや、わかりやすい答弁で、ありがとうございます。 

 僕は、本当にその無言給食の問題はちょっと違和感があるなという、集団でや

ると違和感があるなということだけは言っておきます。それは私の考えですから

いいですけれども。 

 ただ、僕は心配なのは、池田中の問題で言うと、教育長は学校の先生方を信頼

していると。本当に大変な中でもちゃんと子どもたちに接していただいていると。

僕はそれは本町で事故がないという現実はそういう面もあるのかなと思っていま

す。ただ、先生にも余裕がないから問題があっても子どもらへの対応とか接する

ことが手薄になってしまっているのではないかというのは、やっぱり思いとして

は我々だけでなしに、今の先生方の多忙を考えると、誰しも保護者だけでなしに、

いろんな人たちが思っているんだろうと思うんです。 

 特に先生の多忙という点では、福井県は福井型教育として新たな施策をいろい

ろ打ち出すんですね。これまでの施策を見直し、減らすことはしないために、教

員の仕事は常にふえ続けているというのが県議会での意見書採択のときの何かお

話みたいです。 

 学校現場では、授業準備ができない、悲鳴を上げている先生もいらっしゃると

いうのは聞いています。本町の学校でも夜遅くまでやっぱり明かりがついている

のは、僕たちがいつも小学校の近くですから見えるんで、そういう意味では不安

です。 

 また、本県の先生方にプレッシャーを与えている大きな原因の一つが学力テス

トだと言われています、全国のね。子どもの学力を調査する、指導の改善に役立

てるということで、僕らの反対を押し切って国で導入されたやつですけれども、

実態は子どもと教師をテストの点数による激しい競争に追い込むものではなかっ

たのか。 

 現に学校現場では、学力テスト対策として過去問などプリントに追われ、本来

やるべき授業ができていない、できないなど深刻な問題が起きていると言われて

います。 

 この全国学力テストで毎年最上位に位置している福井県でこの事件が起きたと

いうわけですね。これに対して県議会では県の教育行政の根本的見直しを求める

意見書ということで採択したわけですが、学力日本一を維持することが県域の教

育現場に無言のプレッシャーを与えているということを指摘しています。 
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 特に日本一であり続けることが目的化し、本来の公教育のあるべき姿を見失わ

れてきたんではないかという指摘は、僕らやっぱり感じるところがあるわけです

が、国もこの事件を見て、このような対応は調査の趣旨、目的を損なうと。通知

を出すまでになっていると聞いています。 

 こんな状況の中、やっぱり先生多忙だと子どもとなかなか接することができな

いんではないかと。そこらをどう改めていくのかという意味では、教育長として

今度は県に対してもいろいろ言葉を発していくことが大事やと思うんですね。そ

の辺はどうお考えでしょうか。 

○議長（齋藤則男君） 教育長。 

○教育長（室 秀典君） まず、出張関係が非常に多いというふうなことが挙げられ

ています。その全ての会議に出るというふうなことは、やっぱり選択をしなきゃ

いけないというふうなことで、校長会でもそういうふうな話はしています。 

 それから、どうしても中学校の８０時間以上をオーバーする職員の状況をちょ

っと私簡単に出してもらったんですけど、小学校関係は非常にそういう残業とい

いますか、そういうふうな時間は余り遅くまで残っている先生は少ないんですけ

ど、中学校はどうしても部活動というふうなものがありますので、その大会があ

る期間、春、夏、どうしてもやっぱり時間が多くなっています。 

 そういうことで、その辺はまた課長のほうから、水曜日の授業を５時間目カッ

トして６時間目から部活動と、そういうふうな工夫をしていますので、また現場

の先生方といろいろと話をしながら、そういう改善策を検討していきたいという

ふうに考えています。 

 以上です。 

○９番（金元直栄君） 県に対しては。 

○教育長（室 秀典君） 県に対しては、私自身が先ほど基本方針の中で申しました

ように、１番目が子どもの命を守る。２番目に子どもの居場所を確保すると。そ

れができることによって学力は当然定着するというふうに考えていますので、そ

の旨、市町の教育委員会の会合等でまたそういう内容を話をしていきたいという

ふうに考えています。 

○議長（齋藤則男君） 金元君。 

○９番（金元直栄君） この問題、これは私のほうから言うだけなんですが、２点あ

ります。 

 一つ、これはぜひ聞いてほしいんですが、先生方の時間がどんどんなくなって
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いくことから、いわゆる生徒指導のやり方としてゼロ・トレランスというやり方

があるそうです。完全なる不寛容というやり方で。どういう意味かというと、対

話のない懲罰指導。これはアメリカで始まったんですって。アメリカで提唱され

たやり方で、学校での銃や麻薬事件に至る前の軽微な逸脱行動の段階から容赦な

く抑え込むというやり方で、それを意図した学校指導として日本で知られるよう

になったのは最近の話ですけれども、文科省の児童生徒課長が、これは効果ある、

評価するということを生徒指導メールマガジンで示したんで、いまでは全国の何

県かでこれをやっていると。事情を聞くことなく、機会的に即座に罰が下される

ということなんですが。 

 このやり方への弊害としては、考えないこと、黙ること、諦めることを学習し

てしまう。これはもともと子どもの持つ特徴ではないということで、これは埼玉

大学の教育心理学の馬場久志先生が指摘しているのを読んで、ああ、そうだなっ

て思ったので報告しておきます。 

 ただもう一つは、２つ目は、この間、気になる調査結果が出されました。２０

１６年１２月から１７年の３月に調査された内容ですが、何と調査内容が総務省

が報告したやつです。学校でのいじめ防止対策に関する調査結果というものです

が、小中高合わせて２４９校を調査したと。いじめの問題で言うと、法律に定め

るいじめに該当すると考えられているものの、学校では単なるトラブルとして取

り扱われ、いじめとみなさなかったケースが３２校で４５件あった。総務省です

ね。これで総務省はいじめ把握がおくれているんじゃないか、埋もれているんじ

ゃないかということを言っているんですが。さらに総務省の調査では、法律の定

義とは別に、加害者の行為の継続性や集団性などを法律とは別にいじめの判断基

準を加えている学校が２４９校中５９校あった。だから、これはいじめを認知す

ること自体が生徒や保護者に不安を与えるとか、すぐに解決したトラブルまで認

知すると相当な件数に上るということで、そういうことをしているということら

しいんですね。これらの問題も、やっぱりきちっと見直すという意味では、総務

省の調査結果でそれではおかしいんじゃないですかって文部科学省に改善勧告し

ているという意味では非常に大事な問題なので、頭に置いて対応してほしいなと

思うんですが、何かあれば。 

○議長（齋藤則男君） 教育長。 

○教育長（室 秀典君） いじめ問題ですけど、各学校、１カ月に１回いじめの調査

を行っています。生徒指導、それから教育相談という２つの面からです。それで、



 －207－ 

その内容につきましては、結果につきましては教育委員会のほうに報告がありま

す。 

 ２９年度、小中学校でいじめが数件あったみたいなんですけど、現在のところ、

全て解決をしています。その解決の定義というのは、３カ月間保護者、本人が苦

痛を感じてないと確認できた状態です。３カ月間です。 

 ただ、いじめにつきましては、必ず今もどこかで進行しているんだというふう

な意味合いで教師は子どもたちへの対応をしなければいけないと思います。もう

うちの学校にはそういうことはないというんじゃなしに、常にいじめはいつ、ど

こでも発生するんだというふうな、そういう意識を持って対応するということを

各学校に校長のほうに話をしているところでございます。 

 以上です。 

○議長（齋藤則男君） 金元君。 

○９番（金元直栄君） 本当に子どもたちに心を寄せるような、つかみも対応も含め

て行っていってほしいと思います。 

 最後の質問になりますが、もう時間あんまりありませんので、４つ目の質問で

す。介護保険、国は生活援助の利用制限の方向ですけれども、本町の実態はどう

かということで質問を準備しました。 

 今回の改定では、訪問介護の生活援助サービスの回数制限、２つ目には通所介

護サービス提供時間の区分の短縮、３つ目にはアウトカム、成果評価の導入が、

この１０月からもう導入されるんでないかという方向を示しているんですが、現

実的には最近の介護保険、これを給付を抑制するという方向を示しているんです

が、そんな方向性についてはお聞きしているんでしょうかということをまず聞き

たいです。 

○議長（齋藤則男君） 福祉保健課長。 

○福祉保健課長（木村勇樹君） 今回の改定におきまして見直されるというところは

聞いております。ただ、給付の制限かどうかというところでは、介護保険の持続

の可能性を求める上ではある程度は仕方のないことかなということを思っており

ます。 

 生活援助サービスにつきましても、前回の総合事業のときにもお話ししたと思

うんですけれども、調理、配膳、片づけ、それから洗濯、掃除、こちらが生活援

助サービスの区分となっております。生活援助サービスと身体介護サービスの両

方合わせて居宅介護支援の中での介護サービスのヘルパーさんの仕事となってお
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ります。この辺の見きわめの中で、今回改定を受けて上限を設けられるというこ

とになっておりますけれども、介護保険サービス始まってからの実態を見きわめ

た上での回答かなということを思っております。 

○議長（齋藤則男君） 金元君。 

○９番（金元直栄君） 最近ですけれども、介護保険の説明で聞くのは、高齢者の増

加の中、制度安定持続可能なものにするためにって前置きしていつも言っている

んですね。課長も代表的なんですが。 

 これ、制度の説明の冒頭につけて、特養を初めとする施設については増床の方

針は絞って、在宅へと導いておいて、ここに来てですよ、前回の改定では要支援

を介護保険の給付から外して、前に示した総合事業に移しておいてですよ。今回

の改定では、今言ったように、在宅で生活援助を利用するその回数を制限しよう、

減らさせようという話です。 

 これは、僕は本当に前から言っているんですが、２階に上げておいて、はしご、

在宅や、在宅やと言うて在宅で頑張っている人の支えを取ってしまう。はしごを

外してしまうというやり方でないかというたら、そういう面もあるとかって前答

弁したことがあるように私は思っているんですが。幾ら何でもひど過ぎると。 

 僕は一つだけ言っておきます。いわゆる在宅の生活援助サービスを活用してい

る人、その回数が多いということは、逆に在宅で頑張っている、在宅を支えてい

る証拠でもある、そういう見方ができるんですね。そこを取ってしまったらどう

なるんかということをぜひ考えてほしいと。 

 そして、ヘルパーさんがつくったやつを市町村に届ける。市町村ではそれをケ

ア会議で諮って、それが適当かどうかまで審議することがある。ケアマネジャー

がつくった内容については、プロがつくったものですよ。それを否定されるとい

うことになると、要するに一生懸命考えたのは、おまえら何やっているんやとい

うことで訂正せいというようなことを言われると、それは専門性を否定するんで

ないか。そういう制度そのものがおかしくないかという話があります。だから、

そういう意味では非常にこの問題については深い問題があると思うんですが、そ

の辺どうお考えでしょう。 

○議長（齋藤則男君） 福祉保健課長。 

○福祉保健課長（木村勇樹君） 生活援助につきましては、先ほども申し上げました

とおり、調理とか配膳とか片づけとか洗濯で、誰もが必要とする、いわば家事に

なってきます。 
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 この家事につきましては、介護保険サービスの中で提供するかどうかというの

は非常に議論されるところであると思いますし、一般的には家政婦さんの導入と

いうことも、介護保険以外の自費での家政婦さんの支援を頼るということも考え

られます。 

 従来からこの生活援助中心型サービスというのは導入されていました。家庭の

環境の状況、家事ができる人がいるにもかかわらず導入すべきかどうかというと

ころは届け出をいただいて、いろいろな関係者寄って検討の結果、市町村が、保

険者が認めるかどうかという判断を加えております。 

 従来からあるサービスに見直しが入ったというのは、全国的に見て頻回利用が

多かったということです。月に当たり９０回とか１００回を超えるような利用も

あったことから見直されたということを聞いております。 

 本町の実態としましては、現在、１３名ぐらいの申請がございました。生活援

助中心型についても届け出がありまして、この世帯にこういった生活支援を導入

していいかというところは検討して利用されております。 

 町内の利用の実態ですけれども、どの方も頻回利用ということはございません

でした。新しい基準で申し上げますと、要介護１で２７回、それから最高の要介

護３で４３回という制限の見込みとなっています。こちらの基準以内の利用でと

どまっておりますので、永平寺町においては現在は適正なサービスが届いている

ということを思っております。 

○議長（齋藤則男君） 制限時間が来ておりますので、最後の質問にしてください。 

○９番（金元直栄君） いや、まだ１分あります。３０秒。 

 今、課長が答弁していますけど、現実的に在宅で頑張っていくためには回数制

限ということで制限していくというのは本旨でないと思うんですね。そこはどう

行政として対応していくのか。 

 さらに、要介護１、２の生活援助についても、給付から外すという方向が今出

ていますので、その辺を十分考えた上で安心して地域で暮らしていける体制を、

町独自の施策としても考えていく必要があるんでないかということだけ言ってお

きますが、答弁あれば。 

○議長（齋藤則男君） 福祉保健課長。 

○福祉保健課長（木村勇樹君） 生活援助につきましては、何遍も繰り返し申し上げ

ますけれども、一般的な家事であるということで、そこを介護保険の中で給付す

るかどうかというところは議論が必要かなというところです。一般的に家政婦さ
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んという制度もありますので、そちらの導入で賄って介護保険の給付の負担を減

らすということも考えていく必要があるということを申し上げておきます。 

 それから、当然に給付から外れた上では地域支援事業の中で給付ではないです

けれども、サービスとして確立していくということは保険者として考えていきま

すし、現在でも訪問介護Ａ型とか、シルバーさんの力をおかりしたり、ＮＰＯさ

んの力をおかりして新しいサービスをつくっていこうという体制はとっておりま

すので、そちらのほうに期待していきたいと思っています。 

 以上です。 

○９番（金元直栄君） これで質問を終わります。 

○議長（齋藤則男君） 暫時休憩いたします。 

（午後 ２時０６分 休憩） 

────────────── 

（午後 ２時１５分 再開） 

○議長（齋藤則男君） 休憩前に引き続き再開いたします。 

 次に、１１番、川崎君の質問を許します。 

 １１番、川崎君。 

○１１番（川崎直文君） １１番、川崎です。 

 今回の一般質問、この３月に制定されました永平寺町の第２次永平寺町環境基

本計画の具体的なテーマについて２つ取り上げております。 

 まず最初は、この基本計画の中にあります再生可能エネルギー、これをどのよ

うに推進していくのかということです。 

 基本計画の中に、低炭素化社会の推進という項目、章があります。その中に、

低炭素化社会の推進のために３つ。１つは、再生可能エネルギーの推進を図ると

いうこと。それから２つ目は、公共交通機関等を利用して、人、物の移動に伴っ

てＣＯ２が少ないといった交通手段をとりましょう、移動手段をとりましょうとい

うのが２つ目です。そして３つ目は、住宅、いろんな施設に省エネルギーの機器

を取り入れましょう。また、省エネ対策をやりましょうという、この大きな３つ

の取り組みで低炭素化社会をつくり上げていくということです。その一つの再生

可能エネルギーを推進していくということです。 

 この計画にもありますように、再生可能エネルギー、太陽光、それから小水力、

それからバイオマス、こういったものは環境に優しいエネルギーです。今までこ

の再生可能エネルギー、本町では小学校７校に太陽光発電の設備を設置しており
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ます。そして、この１、２年ですか、バイオマスボイラー、これ上志比の文化会

館、それから松岡福祉総合センターに導入していると。この計画では、こういっ

た実績を踏まえて、さらに再生可能エネルギーの積極的な活用を行っていくとい

うことです。 

 一度、今までの再生可能エネルギーの永平寺町における取り組みはどうであっ

たかということを一度棚卸したいと思います。 

 今回は、環境基本計画第２次ですけれども、当然、第１次が計画されておりま

した。この再生可能エネルギーということは、むしろ、永平寺町の地域新エネル

ギー・省エネルギービジョンというのが平成２２年に策定されております。その

中に重点プロジェクトと新しいエネルギー、省エネルギー、再生可能エネルギー

という視点で捉えていると思います。 

 このビジョンの中のいろんな重点取り組み、またそれ以外の取り組みについて、

これまでどうであったのか。そして、課題がどうであったのか、そして実績を踏

まえて今後どういう方向づけに行くのかということを今までの取り組みを一度お

話ししていただきたいなと思います。 

○議長（齋藤則男君） 住民生活課長。 

○住民生活課長（佐々木利夫君） これまでの取り組みということで、ビジョンの中

の議員仰せのとおり、重点プロジェクト３点ございました。太陽光発電、アブラ

ギリの活用、小水力発電、それらを含めましてこれまでの取り組み説明させてい

ただきます。 

 まず、太陽発電でございますが、これに関しましては合併前の平成１５年より

平成２７年までの間、補助事業として町のほうが支援してまいりました。これに

より、出力数約９３０キロワットの設備ができております。 

 また、議員仰せのとおり、小学校７校の屋上に太陽光発電を設置いたしました。

１校当たり約５キロワットということで、計３５キロワット。また、売電等を目

的といたしまして個人もしくは事業者等が自主的に設置したものにつきまして、

２，２６８キロワット、計３，２３３キロワットの太陽光発電の設備が永平寺町

に設置されているという状況でございます。 

 続きまして、プロジェクト外ではございますが、バイオマスボイラー、これに

つきましては議員もおっしゃったとおり、上志比文化会館に平成２７年度事業と

して冷凍能力１０５キロワット、加熱能力８３キロワットのボイラーを２基設置

いたしまして、Ａ重油からの燃料の切りかえを実施しております。 
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 また、翌平成２８年度におきましては、松岡福祉総合センターにおきまして最

大出力３０万キロカロリー毎時の給湯ボイラーを設置いたしまして、灯油からの

燃料の切りかえを行っております。 

 また、アブラギリに関しましては、土地をお借りしまして栽培等を行い、また

油を抽出してロウソク等を原料としておりましたが、実際に事業にのせるために

は大量の実が必要ということで、この実の確保が困難であるとの理由から、現在、

実用化には至っていない状況でございます。 

 また、小水力発電につきましては、平成２８年度、町も含めた協議会が主体と

なって永平寺ダムでの発電につきまして検討を行いました。小水力発電につきま

しては、ＣＯ２削減に大きく寄与することから、十分に資料等集めて収支等の検討

も行ったわけなんですけれども、初期投資が１億４，０００万円と非常に高額と

なります。また、売電等の収入もございますが、維持管理費等考えますと初期投

資分を回収するのは不可能と。町が実施する事業としては非常に困難というふう

に現在考えております。 

 また、これは県の事業ではございますが、電車の停止時、制動時のエネルギー

を活用した回生発電、それと太陽光発電を併用し、蓄電設備を備えた回生発電所

を永平寺町口駅に設置のほうをいたしました。ここで製造されました電力につき

ましては、駅庁舎の使用のほかに、自動走行車の電力源としても活用しておりま

す。 

 実績等につきましては以上でございます。 

○議長（齋藤則男君） 川崎君。 

○１１番（川崎直文君） 太陽光発電は、たしかこれ、２９年度での事業で打ち切り

ということですね。永平寺町ダムの小水力については多額の投資ということです

ね。 

 小水力発電では、これまで永平寺町ダムともっと規模の小さい農業用水を利用

した、さらに小水力発電になるんですけれども、これ、私、前回の一般質問はち

ょうど１年、２８年の１２月に確認しております。農業用水を利用した水力発電

については、２カ所、小舟渡土地改良区と、それから御陵土地改良区について検

討をしたと。小舟渡土地地区改良のほうでは難しいという結論が出て、御陵土地

改良区については調査を実施しているということだったんです。ちょうど１年半

前ですね。これがどのようになったのかということを確認させていただきます。 

 それと、あとは農業用水を利用した水力発電についてお答えください。 



 －213－ 

○議長（齋藤則男君） 河合町長。 

○町長（河合永充君） 御陵土地改良区、本当に積極的に小水力を取り組もうという

意欲あったんですが、調査の結果、費用対効果の面で断念せざるを得ないという

ふうな結論になっております。 

○議長（齋藤則男君） 川崎君。 

○１１番（川崎直文君） 進捗いうんですか、検討結果はどうなったかということは

答えていただきました。 

 これまでの取り組みの中で、次の質問ですけれども、じゃ、これからはこの永

平寺町でどんなふうなものを対象にして、どのように、いつまでに、どんな目標

値でもってやっていくのかということです。 

 バイオマスボイラーについて、この１年半前の当時の課長のお答えでは、かな

り設備投資がかかるんですけれども、公共施設等への展開を考えているといった

ような方向づけもいただいております。 

 今後の方向づけをどう考えるのかという答えをいただく前に、ちょっと紹介し

たい情報があります。 

 太陽光発電、これ、けさの新聞なんですけれども、「２０１９年問題」という

大きなタイトルがありますけれども、２０１９年に買い取り制度がもうなくなる

ということで、具体的に太陽光発電で発電した電力を４８円で買い取っていたの

は２０１９年には１０円程度になってしまうだろうということです。今までせっ

かく投資した民間の方、それから公共もそうなんですけれども、やはり採算制が

合わないということです。 

 それよりも大事なのは、この新聞記事にもありますように、蓄電池を設置しよ

うということですね。４８円から１０円で安くても売り続けるのか、新たな投資

で電気の自給自足を行うのかということですよね。だから、自分のところの家で

蓄電池を置いておいて、余ったものを売電するんじゃなくして、自分のところで

蓄えて必要なときに自家消費しましょうという、こういう一つの方向づけが出て

ると思うんです。これも蓄電池が２００万程度ということですから、やはり費用

のかかることなんですけれども、太陽光の発電、売電が安くなったからもうやめ

たというんじゃなくして、これやはり投資した人の立場にも立って、次の何とか

回収できる、本来のＣＯ２削減、その再生エネルギーにのっかった事業、そこに例

えば蓄電池の設置についても補助はするよといったようなことも考えられるのか

なと思います。 
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 それから、いろいろと取り組んできたんですけれども、永平寺町では、風力発

電ですね。陸上風力とかっていう検討はテーブルにはのっからなかったんだと思

うんですけれども、今まで風力発電を検討したけれども、地理的にそれは非常に

無理だとか、そういったことがあったのかどうかということをあわせて、私、今

提言申し上げました内容も踏まえて、次の質問ですけれども、今までの実績、そ

して今のいろんな情報を捉えて、これから永平寺町の再生可能エネルギーはこれ

ですというものをお考えを出していただきたいなと思います。 

○議長（齋藤則男君） 住民生活課長。 

○住民生活課長（佐々木利夫君） まず最初のほうの売電から蓄電、自己消費に係る

ための蓄電池、バッテリーの購入に関する補助の件につきましては、現在、町の

ほうとしても、国のほうとしてもちょっと確認はしてないんですけれども、国の

ほうの補助制度等を確認しながら、また町がそれに上積みするのか、それとも太

陽光発電持っている家庭の方にこういう制度があるよというふうな周知のほうで

対応のほうをしていきたいかなと思っております。 

 風力につきましては、申しわけございません。検討したのかどうか、ちょっと

資料はないんですけれども、風とかそういう形、また丘陵地等の関係もあるかと

思います。それにつきましては、検討したかどうかにつきましては、また確認の

ほうをさせていただきます。 

 次に、質問２のこれまでの取り組み状況によって今後の活用ということでござ

いますが、今回の補正予算でお願いしておりますカーボンマネジメント強化事業

により、実行計画のほうを策定を予定しております。この実行計画に基づきまし

て、バイオマスボイラー等の再生可能エネルギーの取り組み等につきまして十分

検討していきたいと思っております。 

 また、電力の供給ではございませんが、電気をつくる方向ではなくて、使う電

力を少なくするというのも同様の効果を得ると思いますので、施設の回収等、そ

の時点、その時点、今、技術の確信、大変発達しておりますので、その時点での

最新の省エネ技術の設備等を導入することによって消費電力の削減につなげてい

きたいと考えております。 

 以上です。 

○議長（齋藤則男君） 河合町長。 

○町長（河合永充君） 風力発電につきましては、永平寺町、谷合いの町で風車の音

がどうだという議論が過去にあったのを記憶しています。 
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○議長（齋藤則男君） 川崎君。 

○１１番（川崎直文君） 今、課長のお話で、今の時点でバイオマスの展開というこ

とになろうかと思います。 

 このバイオマスボイラーも町で取り入れたのは、一つの施設に対してボイラー

を設置したと。今、国の事業の取り組みを見てますと、地域でそういうバイオマ

スボイラーを設置して、距離もあるんですけれども、複数の施設に熱エネルギー

なり、ボイラーで発生した上記をタービンで回して発電して供給していくと。そ

の一つの施設からエリアというような考え方も出ております。これになりますと

かなり規模が大きくなるんじゃないかなと思うんですけれども、バイオマスボイ

ラー、これを考えていく上で、さらに国の事業の概要も見て検討していただいた

らいいんじゃないかなと思います。 

 ３月にこの２次の計画が策定されて、今おっしゃったバイオマスボイラーの方

向づけ、ちょっと急な話ですけれども、この再生エネルギーについて一体いつご

ろまでに、どのような数値を設定して取り組んでいくのかと。今の時点で出てい

なければいつごろまでにこの推進プログラムができ上がるのかという今後のスケ

ジュールについてお伺いします。 

○議長（齋藤則男君） 住民生活課長。 

○住民生活課長（佐々木利夫君） 今のおっしゃられている省エネルギービジョンに

つきましては、３１年度が目標年度になっておりますが、今ほども申しました、

３０年度にカーボンマネジメント強化事業を活用しました実行計画のほうを半年

なりかけて策定したいと思います。 

 これにつきましては、目標年度２０３０年となっております。国の目標と同様

の２０３０年になっておりますが、そこに、これ、二酸化炭素を町として町有施

設４０％削減というふうな概要となっておりますので、それに基づいた形で、今

ほど申しましたその都度、その都度、より効率的な、効果的な施行法、また設備

等を関係各課、設備所管課と協議しながら、また国の補助事業に活用できるもの

があるかどうか、その辺検討しながら、２０３０年度４０％削減に向けて取り組

んでいくような計画でございます。 

○議長（齋藤則男君） 川崎君。 

○１１番（川崎直文君） ２問目の質問で出てくる地方公共団体カーボンマネジメン

ト事業、これにのっかってこの再生エネルギーもプランニングしていくというこ

とでよろしいですね。 
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 あわせて確認ですけれども、平成２２年に策定されました永平寺町地域新エネ

ルギー・省エネルギービジョン、これ１０年間だったと思います。したがって、

２２年ですから平成３３年。ちょっと年号が変わっているかもわかりませんけれ

ども。このビジョンをさらに見直しかけるというか、これが１次とすれば２次と

いう計画はあるのか。これはつくらずに先ほど言われました地方公共団体カーボ

ンマネジメント事業の今計画をつくる、それにかえていくということでよろしい

でしょうか。 

○議長（齋藤則男君） 住民生活課長。 

○住民生活課長（佐々木利夫君） まず第１点ですけれども、町の再生可能エネルギ

ー、省エネルギー、低炭素の取り組みの中で、バイオマスボイラーありきという

わけではございません。それも一つの選択肢ということで、バイオマスボイラー

が必ずその計画にのっている、そういうわけではなく。今ほども申しましたとお

り、目標年度は２０３０年になっておりますが、技術革新等ございます。省エネ

の機器も出てきます。また新たな発電のものが出てくる可能性もございます。そ

ういうものを含めまして、より適切なもの。例えばボイラーに関してはバイオマ

スボイラーという選択肢もあるかと思いますが、そういう形でその施設、その時

期に最も効率的なものを取り組んでいきたいと思っております。 

 また、エネルギービジョンの２次版についてでございますが、３月に策定しま

した第２次の環境基本計画、これは町全体の取り組み、目標ということでござい

ます。 

 今回お願いしております実行計画につきましては、町有施設のみでございます。

省エネルギービジョンについては、町全体という取り組みやったかと思いますが、

この件に関しましては基本計画の中で進めていきたいと思っております。 

 そして、町有施設につきましては、実行計画に基づきまして、より国の補助と

か、施設の回収、設備の改善等のスケジュール等を関係各課、連絡を密にしなが

ら取り組んでいくと。町全体につきましては基本計画、町有施設につきましては

カーボンマネジメントの実行計画をもとに進めていきたいというふうに思ってお

ります。 

 以上です。 

○議長（齋藤則男君） 河合町長。 

○町長（河合永充君） この環境につきましては、本当に技術の発達といいますか、

それによって新たな再生可能エネルギーというものも生まれてきまして、それが
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いかにこの永平寺町にふさうかどうかというのもしっかり見ていかなければいけ

ませんし、あともう一つ、再生可能エネルギーで代替にするのもいいんですが、

町のこういった例えばＬＥＤ化であったり、そういったＣＯ２を消費のほうから抑

えていくという、そういった取り組みも必要だと思っております。これ、全世界

の取り組みの中で、永平寺町、年間の電気料が１億２，０００万です。それは水

道も全部入れて１億２，０００万円かかっておりますが、それをまたいろいろな

新しい機材を入れてＣＯ２とまた出費も抑えていくというふうな形で取り組んで

いければいいなと思っております。 

 その中でこ、このカーボンマネジメント、今年度、また来年度、実はその１億

２，０００万円で、今回、電気料の値上げ６％ありまして、７００万円ほどは高

くなりましたが、そのときに北陸電力のコンサルの方に見ていただきまして、ど

この電気が一番かかっているか。やはり体育館の照明にかかっているということ

で、今回、ＣＯ２削減、また消費電力の削減という意味で、今年度、来年度、また

計画的にＬＥＤ化を進めていきたいというふうに思っております。それをこのカ

ーボンマネジメント計画にしっかりのせていきたいと思っております。 

○議長（齋藤則男君） 川崎君。 

○１１番（川崎直文君） 次の質問の内容に随分入っているんですけれども、最初の

質問ですね、この再生可能エネルギー、これからは永平寺町としてこれをやるん

だというところをしっかりと行動計画を明確にして取り組んでいっていただきた

いなと思います。 

○議長（齋藤則男君） 河合町長。 

○町長（河合永充君） もう一つ入れかえというのもありますが、いろいろな、例え

ばボイラーであったり、この前のサンサンホールとか翠荘の件もありますが、老

朽化の中で取りかえ、入れかえのときには積極的にこういった再生可能エネルギ

ーを利用できるかどうかの調整をしていきたいというふうに思っております。 

○議長（齋藤則男君） 川崎君。 

○１１番（川崎直文君） それでは、さらに具体的な項目になるんですけれども、永

平寺町の２次の環境基本計画の中で、具体的に項目が上がっております。その永

平寺町の施設における二酸化炭素の排出量、これ一番わかりやすい話なんですけ

れども、ＣＯ２の排出量というものを指標として設定しています。それが現状とい

う、いつなのかといいますと２０１６年に１年間に永平寺町の施設から出る二酸

化炭素の排出量は２，５６４トンという数字です。これを２０２７年に２，２７
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３トンという数字に落としましょう。削減しましょうというのが具体的に２次の

基本計画に出ております。 

 これを計算しますと、２０１６年から１１年の間に１１．３％の削減という。

削減率ですけれども、１１．３％なんですよね。一方で、先ほどから出てます国

の事業の地方公共団体カーボンマネジメント事業の中のいろんな計画を出して採

択をもらわないかんのですけれども、その中での目標値というのは、公共施設に

おけるＣＯ２の削減量は４０％ということですよね。よろしいですか。 

 これ、国の４０％削減しなさいというのが２０３０年ですから、基本計画にあ

る２０２７年の３年後の数字なんですよね。基本計画では１１年間で１１．３％。

一方で、今チャレンジしている地方公共団体カーボンマネジメントの事業、これ

いろいろプランニングするんですけれども、永平寺町の公共施設で２０３０年に

は２０１３年比４０％の削減ということなんです。ここのちょっと厳しいのかな

っていう。いつも言うてるんですけれども、整合性がとれないんで、この目標の

設定の仕方をまずどうするのかというところをはっきりと。 

 具体的に言いますと、今、国へ出そうとするときは４０％という数値を出さな

きゃいけないんですよね。これにあわせて、もうつくったばっかりですけれども、

環境基本計画の町の施設における二酸化炭素削減量というのをもう一回見直しか

けなきゃいけないということになるのではないかなという、ちょっと嫌な質問に

なってしまったんですけれども。 

○議長（齋藤則男君） 住民生活課長。 

○住民生活課長（佐々木利夫君） 何か質問２みたいな感じ。１言わせていただいて

だめでしょうか。２ですか。 

 基準年度は違いますが、環境基本計画のほうでは年１％、近隣の状況とか計画

見ながら年１％というふうな設定をさせていただきました。ただ、国の閣議決定

等の内容を見ますと、国全体で２６％、地方自治体については４０％ということ

になりますが、これにつきまして２０３０年度で４０％ということで、年換算い

たしますと２．３５％を１７年間つづけるという計算になります。 

 確かに２．３倍ということで、結構困難なところがございますが、これまでの

取り組みの中でも話させていただきましたバイオマスボイラー、文化会館につき

ましては、年間３０トンの削減効果がございます。 

 また、松岡福祉総合センターにおきましては毎年５３トンの削減。その他本庁

の空調設備を集中方式から個別方式のエコ空調にしたことによって、ちょっと数



 －219－ 

字のほうは持っておりませんが、削減。また、公用車、軽自動車、またエコカー

等にすることによって削減していると、そういうふうな取り組みをもう既に行っ

ております。 

 また、今後につきましては、今ほどの実行計画に基づきまして消費電力の大き

い施設から順次更新整備等を行っていきたいと思います。 

 また、２カ年に関しましては国の補助がありますので、実行計画策定時に施設

所管課と十分に協議しながら、効率的な補助を受けながら設備の更新をしていき

たいと考えています。 

 また、町長のほうからもお話ありました、ことし、来年のＬＥＤ化等の事業で

ございますが、３０年度の松岡公民館の空調設備の更新、ここで年間約１０トン、

永平寺中学校の体育館照明のＬＥＤ化で年間１３トン、３１年度の上志比中学校

のＬＥＤ化につきましては年間８トンの削減ということで、ＬＥＤ化につきまし

ても大きな削減効果がございますので、３１年、３２年度に向けまして補助要綱

等該当するのか、その辺精査しながら、担当課と協議し、進めていきたいと考え

ております。 

○議長（齋藤則男君） 川崎君。 

○１１番（川崎直文君） 地方公共団体カーボンマネジメント事業は、今期の予算で

計上されているということです。今、課長の話がどんどん質問の答えが先に行っ

てしまっているんですけれども。 

 まず、ちょっと確認ですが、皆さんにもわかっていただきたいのは、地方公共

団体カーボンマネジメント事業、ことしの予算で初めて計上されました。これ、

国の事業なんですよね。 

 実は国の事業は平成２８年から始まっていて、具体的にプランを、計画を立て

るというのが１つの事業。それから２つ目の事業は、その計画に基づいて空調機

とか、そういった省エネの機器を入れましょうという事業ですね、そのときにま

た国からの補助がつくよと。３つ目が、先ほど町長も言われましたＬＥＤ関係の

事業があるわけです。このカーボンマネジメント事業は、まずプランニングしま

しょう、そして具体的にそのプランに基づいて省エネを導入しましょう、そして

ＬＥＤも導入しましょうと。 

 そのＬＥＤの事業は、平成３０年度で終了するという中身を見ると、この事業

の内容からいくと、この事業に基づくＬＥＤの導入というのはちょっともう間に

合わないんですよね。よろしいですか。 
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 まず、ことしは事業計画をつくるという話ですよね。できるだけこれを早くつ

くっていただいて、採択された上で、先ほど言われました松岡公民館の空調機も

この事業にのっかる、そして松岡中学校の空調設備の工事、これ金額少ないんで

すけれども、５０万弱ですか、こういったものも事業として採択されるというこ

とですから。 

 私何が言いたいかといいますと、いち早くこのプラン、その事業計画を注力し

ていただいて、しっかりと採択オーケーになって、次に具体的な事業にどんどん

進んでいって、この事業は３２年度までだと思いますので、そのところの考え方

を、私が一方的に言うたんですけれども、何か間違ったことを言ってしまったの

かなという思い。おっしゃるとおりですね。 

 しっかりと事業を進めていただきたいと思うんです。補助が非常にいいんで、

そのところ、ちょっと確認しておきます。 

○議長（齋藤則男君） 河合町長。 

○町長（河合永充君） 補助がいいんですけど、エントリーして選ばれるのが２０％、

１０応募したら２団体しか選ばれない、ちょっとハードルの高い補助になります。 

 永平寺町では、やはり今しっかりと取り組んでいく中で、国にはいろんなメニ

ューがあります。このＬＥＤ取り組み。３分の２ですが、２分の１で、もうちょ

っとハードルが低い補助とか、いろいろあります。いろいろ精査しながら、より

よい方向、そこに全てにエントリーすることはできませんので、町としてどれが

いいかというのを選択しながら今やっていっております。 

 おっしゃるとおり２８年度からのカーボンマネジメント、やはりしっかりとア

ンテナを立てておく、そういった一つの教訓かなとも思っておりまして、最終年

度にこういうふうにエントリーさせていただきますが、しっかりとこれからも取

り組んでいきたいというふうに思っております。 

○議長（齋藤則男君） 川崎君。 

○１１番（川崎直文君） 今、町長の言われるとおりで、今回の予算の地方公共団体

カーボンマネジメント強化事業というこれだけをネットでサーチしますと、いろ

んな似たような事業が出てくるんですね。要は、あんまりこれ言うても今さら仕

方ないんですけれども、２８年度からの事業ですから、いち早くこういう事業を

キャッチして、計画をしっかり立てて、小学校の空調はもう既に設置しています

けれども、これから幼児園もあると思うんです。そういった主管部門は住民生活

課かもわかりませんけれども、それに関連する事業というのはもう関連する公共
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施設の保有している所管部門のいろんな課がありますので、絶えずアンテナ磨い

ていただいて、いろんな事業がありますから積極的に情報をキャッチして取り組

んでもらいたいなっていう。 

 今回、一つの予算案件で見ていったんですけれども、そういう行政の対応も必

要なんじゃないかなということを申し上げさせていただきました。 

○議長（齋藤則男君） 河合町長。 

○町長（河合永充君） この例えばＬＥＤ、または空調を入れるにしても、ＣＯ２削減

の基準に合った機材を入れなければいけないというのもあります。住民生活課、

今回、このカーボンマネジメント、積極的に取り組んでいただいておりますので、

各課にはこれから施設の更新とか修繕、そういったときには一度住民生活課のほ

うに確認をしていただく。課内連携、課同士の連携、これの強化に努めていきた

いというふうに思っていますけれども、していきます。 

 それと、おっしゃるとおり、２８年度から実は始まっていて、これはこのカー

ボンマネジメントだけではありませんが、全ての課において常にいろんなレーダ

ーを張っておいて、今自分が担当が、またその課が進めている事業について有利

な何かがないか、そういったことをやはり情報として、使う使わないは別にして、

しっかりとレーダーを張っておくことも大事です。それは政策課が中心となって

各課に指示、またお願いをしているところです。 

 今回も県の事業一覧表を各課長に、政策課から各課にその一覧をお渡しして、

県はことし、今年度こういった事業をしていますよ。するしないは別として、こ

れを参考にまた使えるものは使う、また町の事業と同じものはそこと連動してい

く、そういった形のことも政策課取り組んでおりますので、また温かい目で見守

ってください。 

○議長（齋藤則男君） 川崎君。 

○１１番（川崎直文君） まさに河合町長が言ってますチーム永平寺町役場そのもの

の動きじゃないかなと思います。公共施設、この総合管理計画、これ中身見てい

きますと、その施設だけでも１２６というのがありますから、いろんな関連の建

物関連のそういう事業、それから中の施設の事業というは、この１２０億にどう

対応するのかという常にそういうサーチしていきながら、この事業は自分のとこ

ろにとってこれなんだよねという話を詰めていただいて、計画の前倒し、またど

うするのかということを一つ一つ詰めていっていただきたいなと思います。 

 これで質問終わります。 
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○議長（齋藤則男君） 暫時休憩をいたします。 

（午後 ２時５７分 休憩） 

────────────── 

（午後 ３時１０分 再開） 

○議長（齋藤則男君） 休憩前に引き続き再開いたします。 

 次に、１０番、樂間君の質問を許します。 

 １０番、樂間君。 

○１０番（樂間 薫君） １０番、松岡薬師の樂間薫です。 

 今回、私は２６番のえちぜん鉄道志比堺駅の階段改良について、現時点でえち

鉄とどのように協議され進められるのかという質問をさせていただきます。 

 ご存じのように、午前中、奥野議員の質問の中でほとんど語り尽くされたんか

と思いますけれども、私もきのうほとんど寝れなくて、人生最後の一般質問だと

思い、一応文章を書いてきましたので聞いてください。 

 月日のたつのは早いもので、私が初めてここに立たせていただいて、こうやっ

て質問させていただくようになってもはや４年が過ぎようとしております。きの

うの一般質問の中で長岡議員のほうから、ご自身の８年間の議員活動を振り返り、

たくさんの一般質問をしてきたが、行政がそれぞれ対応していただき、ありがと

うございましたと述べられておりました。 

 私も自身の４年間の活動を振り返り、一般質問はいつも今と一緒で緊張しっ放

しで、果たして私の言ってることが皆さんに伝わっていたのかなという反省ばか

りでした。 

 就任最初の質問で、我が国で１社しかないハープの製造工場が我が永平寺町に

あることを生かし、時報のチャイムの音をハープの音にしてはどうかと提案させ

ていただきましたところ、行政のほうで早速採用していただき、町中にハープの

音が流れるようになりました。しかも、曲も地元の音楽活動をされている方の曲

を採用していただき、本当にうれしく思いました。 

 ただ１点、いまだに本丸であります庁舎内のチャイムはハープになっていませ

ん。ここが心残りです。 

 ここからは奥野議員の質問もありましたけれども、私もしつこいことはあんま

り言いたくありませんが、過去３回にわたり質問させていただいておりますえち

ぜん鉄道の志比堺駅に入る急な階段のことでございます。 

 平成２７年９月の定例会で質問のときは、当時の総務課長のご答弁では、危険
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な階段であることは重々承知していると二度ほど言われたのを覚えています。え

ち鉄と協議をしながら、真ん中のところに手すりを設置して対応しているが、い

ろいろ考えているが、物理的に今のところなかなかいい案がないというのが現実

でございますという答弁でした。なるほど努力はしてもらっているのかなと思い

ましたが、現に私の気持ちの中では何の解決にもなっていないんじゃないかなと

いうことを思います。 

 例えば、雪がしんしん降る寒い冬に、片手に傘を差して、片手にかばんを持っ

て、あの急な階段を上ろうとする子どもや高齢者を想像するだけでも大変だなと

いうことがわかっていただけるのではないかと思います。手すりは使えません。

西側のほうから緩やかな道をとか、山側のほうから入る道をとか案があり、えち

ぜん鉄道と検討しているとのことでした。 

 平成２８年、一昨年の１２月の質問の折は、その階段利用にかわる代替案を今

建設課と一緒に協議をしている。今後、しっかりと建設課とも精査しながら、も

う一度現場を確認させていただきたいと答弁されておりました。私の中では、ま

だ現場を本当に理解してもらってないのかなということを感じました。 

 そこで、昨年１２月にまた同じ質問をさせていただき、進捗状況をお聞きしま

した。担当課長もかわられて、階段の状況に、例えば高低差が七、八メートルあ

り、階段の幅が２メートル４０でと細かくご説明をいただきました。そうした中

で、階段の傾斜が大変急ということでいろいろえち鉄とも取り組んでいますとい

うようなご答弁でした。 

 傾斜が緩い階段やスロープということで計画の中でこの工事費が約２，０００

万ほどかかり、その他用地の買収とかそういうのにまだ金がかかるというような

ご答弁もありました。 

 もう一つ、志比堺駅の利用度が少ないからとのことで計画が進まないような答

弁もありました。そして結びに、町としても大変危険ということがわかっており

ますので、今後もえちぜん鉄道と協議をして、少しでもいい方面で進めていけた

らと思っていますと。引き続き取り組んでまいりたいと思いますとのご答弁でし

た。 

 そこで半年がたちました。私もきょうで最後なんで、この半年でその協議がど

こまでされているのか、またえちぜん鉄道とどのように進めようとしておられる

のかをお聞かせいただきたいと思います。よろしくお願いします。 

○議長（齋藤則男君） 総務課長。 



 －224－ 

○総務課長（山田孝明君） 今、志比堺駅の件でございます。今ほどにもありました

が、当志比堺駅の利用者ですね。これはえちぜん鉄道からいただいた年間の乗降

者数ですけれども、年間約１万５，０００人おられます。この志比堺駅の階段４

７段につきましては、今現在、えちぜん鉄道の所有地であり、またその施設その

ものも維持管理及び安全管理もえちぜん鉄道が行っております。 

 これまで階段が多く急傾斜であるため、階段の中央に手すりをつける、またえ

ちぜん鉄道が冬期の雪の積雪時での転倒がないように除雪を徹底して安全管理等

に取り組んでいるところでございます。 

 今、議員ご指摘のとおり、駅の右側から駅舎に行けるように傾斜の緩い階段、

スロープの計画もお示ししましたが、改良工事費関係、用地の確保、また改修に

伴う鉄道施設、そういった解決すべき課題がいろいろありました。 

 えちぜん鉄道に対しましては、再度、このスロープの構造というか、工法を見

直しなどして、利用者が安心して利用できる改良、それを強く今要望していると

ころであります。 

 また、先月ですけれども、この箇所ではないですけれども、えちぜん鉄道沿線

のいろんな踏切改良とか、またその他の施設を年間何カ所か行っており、金額は

小さいですけど、それをえちぜん鉄道の専務、また各市町の担当者が一緒になっ

て、そこを視察というか見てまいりました。 

 そういった中で、このような永平寺町が抱えている現状の志比堺駅というのも

もう一度確認していただき、えちぜん鉄道としてもその改良なり、方向、それを

早急に示していただき、対応をお願いしたいかなと思っております。 

 以上です。 

○議長（齋藤則男君） 河合町長。 

○町長（河合永充君） えちぜん鉄道の所有地管理というのもありますが、しっかり

と話をしていきまして、じゃ、負担割合といいますか、町としてもやっぱりここ

は安全にという、今、樂間議員おっしゃられたとおり危険ということを認識して

おります。 

 行政としてえちぜん鉄道に早く、早く、早くって言っても、なかなかそのまま

平行線をたどっていっても解決することがなかなか厳しいかもしれませんので、

じゃ、具体的に負担割合といいますか、そういったものも話をしながら進めてい

かなければいけないなと思っております。 

 今いろいろ建設課等、いろいろな案が実は出てきてまして、あそこに階段のこ
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ういったのをつくったらどうかとか、スロープでちょっと西のほうから、ちょっ

と大分下のほうから結構な勾配がありますので、いろいろなまた予算とか、幾ら

かかるかとかいうのは実はやってきておりました。 

 ただ、それを具体的に行くときになかなか現実味がなかったりというのもあり

まして、あそこなかなか地面が狭いというのもありまして、今いろいろな角度で

やっております。ただ、なかなか具体策がみつからない中で、えちぜん鉄道の協

議もありますし、そういったことでまたいろいろな形で樂間議員おっしゃられた

とおり、行政も危険なところという認識をしておりますので、しっかりと対応し

ていきたいと思います。 

○議長（齋藤則男君） 樂間君。 

○１０番（樂間 薫君） ありがとうございます。全ての現場をちゃんと把握してい

ただいているんだと思いますね。それで、それでもやっぱり前のほうに進めなけ

れば何にもならないんで。 

 この間、エレベーターの専門家にあそこに来てもらって、エレベーターだけで

どれくらいかかるかというようなことを、ばくっとした値段で一遍出してくれと

いうことで出してもらいました。私なりにね。本当にエレベーター本体だけの値

段で９人乗りでよく駅や空港にある、こっちから入ったら、もちろん車椅子も通

りますよね。こっちから入ったらそちらに抜けるという、両方にドアがついて、

そういうので今の一番上まで一直線に上がるというやり方で２，５００ぐらいっ

ていうお話がありました。それが高いんか安いんかは私わかりませんけれども、

そんなんで、また外部をつけると５，０００万以上になるかもしらんというよう

な話もありました。 

 私が望むのは、そうやっていろんな考えてどれくらいかかるか、どうしよう、

こうよしようという割合負担もわかりますけれども、先にその値段というのかな、

そういうことをやっぱり具体的に調べてみて、お互いに協議しながらもいいです

けれども、永平寺町はもうそんなことをしてられんのじゃないかなと。永平寺町

として何とかしなければならないんじゃないかなということを私は思うんですけ

れども、一人でもけが人とかそういうことになると大変だと思うんで、何とか前

へ進める方法はないものかなと思いますんですけれども、どうでしょうか。 

○議長（齋藤則男君） 総務課長。 

○総務課長（山田孝明君） 今までいろいろ計画なり示唆してきたこと、例えば今お

っしゃられたエレベーターの設置、また緩やかなスロープを組みかえる場合、ま
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た場所を相当動かしながら距離を稼いでの工法、そういったものを今までやって

きたわけですけれども、再度、それを精査、取りまとめいたしまして、その中で

当然えちぜん鉄道とも話は進めていくわけですけれども、そういうそれぞれの具

体的な方法、それによって安心・安全で電車利用者ができるというふうなことを

目的に、そういった工法的なもの、また事業関係、それをもう一度、再度精査し

て取り組んでいきたいと思っています。 

 以上です。 

○議長（齋藤則男君） 樂間君。 

○１０番（樂間 薫君） 私も素人でわからんのですけれども、例えば今の私の場合、

エレベーターを今言うてるんですけど、いろんな方法でどれぐらいの費用がかか

るかとか、そういうことを出していただいて、例えば公共交通機関というんか、

施設のバリアフリー化には補助金がないんかなとか、私わかりません。わかりま

せんけれども、そういう補助金がないんかなということなんかも調べていただき、

またその金額がわかれば、一番はそういうお金を引っ張ってくるのは町長の仕事

かなと僕は思っているんですけど。先ほど奥野議員からもありました、目的を持

ったふるさと納税、あれなんかも本当に厳しいことを全国にお願いして、そうい

うことを利用してやらせてもらうとか、先ほど町長の話にもあったクラウドファ

ンドというんですか、そういうことなんかも何とかならないかなということを思

うんで、本当に私の勝手な話になるんかもしれませんけれども、今後前向きにい

ろんなことをまた協議しながら進めていただけたらなと、最後のお願いをさせて

いただきます。ありがとうございます。 

○議長（齋藤則男君） 河合町長。 

○町長（河合永充君） 本当に現実的に、現実に沿った対応といいますか、していき

たいと思います。これ、昔からのここも懸案事項で、いっときは駅の移転をとい

う意見まで出たこともあります。なかかその場所的にハードが難しいというので。

また、松岡駅の先ほどのバリアフリーの話もあります。何とか解決できるように

取り組んでいきたいと思いますので、またよろしくお願いします。 

○議長（齋藤則男君） 樂間君。 

○１０番（樂間 薫君） ありがとうございました。 

 終わります。 

○議長（齋藤則男君） 次に、１２番、伊藤君の質問を許します。 

 １２番、伊藤君 
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○１２番（伊藤博夫君） 通告に従いまして、１２番、伊藤でございます。 

 連携中枢都市圏構想について、平成３０年２月２７日の全員協議会において説

明がありましたこのことについて質問をさせていただきます。 

 実は、この質問でございますけれども、４月ですか、１８日に、福井市が県の

ほうに同意書を求めたということから、その後、福井市が１７年度の大雪のこと

で財政悪化ということ、１７年度の決算は一般会計の実質収支が約３億円の赤字

を見込まれるということ。また、その補塡としまして１８年度の予算でございま

すけれども、一般会計が約１３億足りないということから、福井県の中核都市以

降の同意書が６月１９日ですか、県会議員に提出されるというようなことがござ

いましたけれども、今、知事なんかは９月以降になるんでないかというようなこ

とを言われております。これはあくまでも後のことでございますので、９月１８

日ですか、以前のことでの打ち合わせのことを答弁していただければと私は思っ

ております。 

 近年、気象状況が不安定になり、ことの大雪、そして風水害等、また各地で地

震や火山噴火による甚大な被害を起こし、生活機能や経済機能が侵されておりま

す。 

 こんな中、我が国においては過去の類のない勢いで人口が急激に減少し、平成

２４年１月に人口問題研修所が公表した「日本の将来推計人口」によれば、平成

３８年度には１億２，０００万人を下回り、平成６０年度には１億人を下回ると

推計されております。また、高齢化率も現在の約２０％から、平成３６年には３

０％を超え、平成６０年度には約４０％へと大幅に上昇すると見込まれておりま

す。 

 現在、１，７４１の市区町村のうち、人口５万人以下の市区町村が全体の７割

を占めており、残りの３割に人口の８割が集中し、今後日本全体で人口減少が加

速し、社会移動により都市に人口が集中すると都市においても急激に高齢化が進

行するならば、都市では人々を支えるコミュニティ機能の低下や大規模な災害時

における生活機能や経済機能の維持が困難になるなど都市問題が深刻化すること

が懸念されております。 

 一方、地方では人々が快適で安心して暮らしていくための基盤が失われるとと

もに、地方公共団体が行政サービスを持続的に提供できなくなってしまうことが

懸念されております。 

 加えて、人口減少に伴い、２１世紀半ばの２０５０年までに、現在、人が居住
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している地域の約２割が無居住化するとも予測されており、人口減少は我が国の

国土政策において重大な影響を及ぼすと思われます。 

 平成２６年８月２５日に制定されました地方中枢拠点都市圏構想推進要綱に基

づき、福井市が平成３１年４月１日を目標期日として中核市移行を表明しており、

その経過を調べますと、平成２８年４月には福井市長が本部長となり中核市移行

推進会議を設置、５月２４日には県市移譲事務担当者合同会議を開催し、また平

成２９年５月には第１回中核市移行に関する福井県、福井市連絡会議を開催し、

そして８月２日には福井県に中核市移行に対する支援を要望しております。 

 昨年度から、福井市においては嶺北１０市町の担当者と協議を重ね、ビジョン

骨子案を作成し、平成３０年２月１日には首長会議で合意したとしておりますが、

その福井市を中心とした連携推進協議会設立に参加し、ビジョン骨子案に合意し

た市町村首長と、その骨子案の内容をお伺いいたします。 

○議長（齋藤則男君） 総合政策課長。 

○総合政策課長（平林竜一君） 本年の２月１日に首長会議を開催しまして、そこで

福井市を中心とする嶺北７市４町、計１１市町が連携推進協議会の設置について

承認をしております。 

 さらに、ビジョン懇談会とか幹事会、ワーキンググループなど推進体制の確認

も行っているところでございます。 

 本年３月３０日に第１回のふくい嶺北都市圏連携推進協議会を開催しまして、

嶺北１１市町の首長さんが参画をしているというような状況でございます。 

 また、ビジョン骨子案の内容についてでございますが、都市圏の名称につきま

しては「ふくい嶺北連携中枢都市圏」としまして、都市圏の将来像を「つながり

 創造する 核力と魅力あふれるふくい嶺北都市圏」という形で決定を受けてお

ります。 

 また、県域の将来人口目標としまして、２０４０年を目標としまして、社人研

の推計よりも約５万３，０００人多い５７万６，０００人という水準を目指すと

いうこととしております。 

 また、連携中枢都市圏の目的でございますけれども、人口減少、少子・高齢化

においても一定の圏域人口を有し、活力ある社会経済を維持するための拠点形成

ということが目的でございます。 

 その圏域が有する豊富な地域資源の間に市町の境を超越えた新たなつながりを

生み出すという基本方針に基づきまして、「経済成長のけん引」「高次の都市機
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能の集積・強化」「生活関連機能サービスの向上」といった３つの戦略を策定し

まして、具体的な取り組みを推進するということとしております。 

 まず、その「経済成長のけん引」におきましては、産学金官民一体となった経

済成長の推進や戦略的な観光施策の推進等に取り組むこととしております。 

 次に、「高次の都市機能の集積・強化」におきましては、高度な中心拠点の整

備・広域的公共交通網の構築や高等教育・研究開発の環境整備に取り組むといっ

たようなこと。 

 最後に、「生活関連機能サービスの向上」におきましては、地域医療及び介護・

福祉サービスの充実や地域内外の住民との交流・移住促進、ネットワークの強化・

人材の育成に取り組むということとしております。 

 これら３つの戦略に基づきまして５６の事業が計画されております。今現在、

２３のワーキンググループでそれぞれの事業について各担当職員間で協議をして

おりまして、それぞれの担当者が連携の効果をしっかり見きわめまして、事業へ

の参画について検討しているところでございます。 

 今後、ワーキンググループあるいはビジョン懇談会、連携推進協議会等を経ま

して、ビジョンの素案の精度を上げていきたいというふうな状況でございます。 

 以上です。 

○議長（齋藤則男君） 伊藤君。 

○１２番（伊藤博夫君） 私聞くのは、今心配しているのは、これがおくれていきま

すとどうしても中心都市の中には中核都市がなければならないということで、ど

うしても早く県会での議論、議会で通るような話になってほしいなと思っており

ますけれども、県としまして永平寺町にとって連携中枢都市圏構想はどのような

影響を与えると見られますか。また、町の発展のための構想に期待するものをお

聞かせ願いたいと思います。 

○議長（齋藤則男君） 総合政策課長。 

○総合政策課長（平林竜一君） まず、今議員がおっしゃったように、連携中枢都市

圏を形成するためには、連携中枢都市となる圏域の中心市、いわゆる福井市が中

核市であることがまず要件となってまいります。その上で、中核市と近隣市町が

連携協約を締結することにより形成されることになります。 

 また、福井市への通勤通学割合が１０％以上であるという本町の状況ですね。

生活圏であるというような密接な関係にあることから、連携中枢都市圏を形成す

ることにより、多様な資源の活用に際して連携して取り組むことにより、本町の
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政策に相乗効果があらわれるといったようなことと、住民ニーズが多様化し、地

域課題が複雑化している中で、共通の課題に効率的に対応ができるといったよう

なこと。また、参画する事業の推進につきましては、全て福井市が事務局となる

ということを確認しておりまして、そういった一元化によりまして事務の効率化

が図れるというようなことを構想に期待しているものでございます。 

 また、財政的には１，５００万を上限とします特別交付税の財政措置があると

いったようなこともございます。今後とも、各ワーキンググループにおいて各担

当がしっかりと議論しまして、本町にとって連携することによる効果といったも

のを十分確認しながら進めていきたいというふうに考えております。 

○議長（齋藤則男君） 伊藤君。 

○１２番（伊藤博夫君） 今後の研究会での検討内容は、平成３１年の４月１日には

公表できると言っているんですけれども、これがおくれると思いますけれども。

本当に３２年３月末には連携協約決定における想定スケジュール及び町民参画の

プロセスがもうできていると思いますけれども、おくれるということで、これも

進まないと思います。 

 最後になりますけれども、連携中枢都市圏ビジョンの県域の将来像及び将来人

口目標の達成とこれらの取り組みの成果はどのように検証されるのか、お伺いを

いたします。 

○議長（齋藤則男君） 総合政策課長。 

○総合政策課長（平林竜一君） 取り組みの成果につきましては、都市圏ビジョン素

案の中で成果指標を設定させていただきまして、具体的取り組みの成果を検証し

ていきたいというふうに考えております。 

 しかしながら、その成果指標について、ビジョン懇談会におきまして、具体的

な事業内容と生活指標との因果関係が見えてこないとか、連携することによる取

り組みがどういう成果を生むのか、もう少しわかるように指標の設定を工夫して

ほしいといったような意見が出されております。 

 こういった意見を踏まえまして、さらにきめ細かく事業の成果を把握していく

というようなことから、さらに区分を細分化しまして、一つの成果指標という形

で設定し直しまして、生活指標の進捗状況を見ていきたいというふうな形で今進

めていくところでございます。 

 検証方法につきましては、そういった指標の進捗管理を幹事会等で行いまして、

またビジョン懇談会におきましても成果の検証に対する意見をいただくというよ
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うな形で検証していきたいというふうに考えております。 

○議長（齋藤則男君） 河合町長。 

○町長（河合永充君） 今回、５６事業がこの連携の中で提案をされています。これ、

課長会でもお話ししていますが、今回、このワーキンググループに参加して、そ

の事業一つ一つに永平寺町が参加するかしないか、それを決めていく。また、参

加するのであれば、どういったメリットがあるか、どういった連携が組めるか。

そして、既存の事業で、これは参加しなくても町でやったらいいのではないか。

こういったワーキンググループに参加する担当職員が大事な役割を担うなという

ふうに思っております。 

 ただ、しっかりと各課の中でこの事業についてはこう、この事業についてはこ

うというしっかりとした決めをして、ワーキンググループに臨んでいただく。そ

して、町の参画する、参画しない、また将来人口ビジョンとか、そういったもの

にどう生かしていけるか。まち・ひと・しごとの計画もあります。それにどう結

びつけていけるか、そういった議論をしながらワーキンググループの中でしっか

り話をしていただきたいなというふうに思っております。 

○議長（齋藤則男君） 伊藤君。 

○１２番（伊藤博夫君） 私も福井市と坂井市と勝山市、ほとんど永平寺町は市と全

部連携できるような形で、福井市と連携するなら北インターチェンジのこととか、

それから納戸坂、亀山の団地とか。また坂井市の場合は、福井市と坂井市と医療

関係がまた結ばれるのではないかと思いますし、勝山のことになりますと恐竜を

核とした観光ですかね、その流れというものが永平寺町へどれだけ入ってくるか。

中部縦貫自動車道が和泉村から大野へつながれれば、いち早く中部圏ぐらいから

と関東から入り込むんではないかと思いますので、一日でも早く福井市の財政難

を少しでも早く解決してもらったらいいんではないかなと、こういうふうに思い

まして、私の質問をこれで終わらせていただきます。 

○議長（齋藤則男君） 次に、８番、上田君の質問を許します。 

 ８番、上田君。 

○８番（上田 誠君） それでは、私の一般質問をさせていただきたいと思います。 

 私は、今回、２つの一般質問を用意させていただきました。 

 １つ目は、当然のように、新教育長が選ばれまして、選任されましたので、そ

の新教育長に対していろんなことをお聞かせいただきたい。教育方針、どのよう

に考えているのかをまず所信をお聞かせいただきたいというのが１点で、永平寺
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町の未来につながる人を育てる教育方針はどうあるべきかということをお聞きし

たいと思います。 

 ２つ目、これは温泉禅の里が移設されまして、もう５年近く、５年になるので、

開設というんですかね、のときに聞きましたので、そのときのを見て質問をさせ

てもらいました。永平寺温泉“禅の里”は６万人（利用）で収支は黒字ではなか

ったのか。というのは、町民説明会で６万人来たときには収支はゼロ、黒字にな

っていくよというような説明があって、町民の皆様の理解を求めた経緯がありま

すので、それについて質問をさせていただきたいと思います。 

 まず１点目です。永平寺町の未来につながる人を育てる教育方針。 

 それで、先ほど同僚議員が新教育長さんに対して教育方針をお尋ねになってい

ました。学校教育、それから社会教育について述べられておりました。ちょっと

手書きでぴっと早く書いたので間違っていたらご訂正いただきたいと思うんです

が。 

 まず、学校教育では、命をまず守ってほしい。それから、居場所を確保する。

そして、確かな学力。これは生きる力につながる。その大きな３つを学校教育の

中でやっていきたい。そして、思いの中で、学校へ行きたくなる。笑顔で学校へ

行きたくなるというのが当たり前であって、それが行かないというのであれば、

物すごく心苦しいというんか、そういうことをおっしゃっていました。 

 それから、１人の生徒に対して先生１人とかいうんじゃなくて、組織全体、学

校全体で対応していきたい。それがいろんな意味で、先ほど言った３つのところ

につながっていくんだというようなご指摘がありました。 

 それから、社会教育では、公民館とか、それから各種団体、そういういろんな

活動を連携して、住民であるとか、いろんな形のニーズを集約して人づくりを計

画的に進めていくというふうな所信というんですか、述べられていました。 

 学校教育については同僚議員が幾多、いろんな形で聞かれていましたので、私

はあえて社会教育のところの分野についてお聞かせいただきたいと思いますの

で、よろしくお願いします。 

 当然、永平寺町のいろんな基盤となすのは、ご存じのように、人、人の財産で

すね。それから物、施設であったり、インフラ整備である。生活それぞれのイン

フラ整備。それからお金、これは財政ですね。今町長からいろんな形で次の世代

に残すためにも財政が重要であるというふうにおっしゃっていました。私もその

とおりだと思います。 
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 それで、町民、人の生活を支えるその一部を預かる、ある面ではそれは教育部

門であると。その中でも、特に社会教育という部門も必要であるというふうに思

っておりますので、その永平寺町のこれからの土台を築く部分が教育委員会の方

針にあると思いますので、そこでお聞かせいただきたいと思います。 

 それで、数年前の、ちょっと年代忘れたんですが、見た中で、教育方針に「心

豊かに自信と誇りを持ち、豊かな自然、伝統、文化の中で学びや活動から生きが

いと活力ある社会実現に向けて行きます」、そういう方針が述べられてあったと

思います。 

 生きがいと社会実現に向けていくということは、これは私たちが社会生活、い

ろんな生活をする上の中で、生きていくためのいろいろ取り巻く生活環境、それ

にはある面では自然であったり、生計であったり、それから住む環境であったり、

それはまた家族であったり、地域であったり、大きく見れば国の経済とか、いろ

んな形で平和とか、そういうものにつながってきますが、そういうものの環境の

中で住んでいるわけです。 

 今までよく言われて、２０年も前からだと思うんですが、私が議員になったと

きからも言ってましたけれども、今日の激しく変化する社会環境に直面していま

すよと。それは急速に進む少子・高齢化ですよ。そして、高度に発達した情報化

社会、グローバル的な全世界的な考えですよ。そして、その当時からですが、見

通しのつかない、ある面では変化しつつある経済の低迷社会というのがありまし

た。今は安定社会というような形で言われているかと思いますが、回復基調にあ

るとか言っていますが、なかなか大変なものです。 

 それにプラス、低所得化が出てきた。要は、みんなの個人所得が、年間所得が

低くなってきた。そして、雇用形態が変化して、派遣社員が出てきて、ある面で

は結婚できない若者ができるとか、都会も含めて、それが晩婚化率、いろんな形

につながって、先ほどの戻った少子・高齢化とかにつながっていくという形。要

は、収入に見合う支出のバランスが大きく変化しつつある世の中であるというふ

うに、ある面では当初から見ると経済の低迷化から、その２つがまた加わった社

会状況にあります。 

 このような生活環境の変化の中で、特に少子化もありますが、高齢者対策、そ

れには認知症の増加であったりとか、介護、特に介護問題は在宅介護であるとか、

地域介護であるとか、そういうような形での、ある面ではそういう社会状況の変

化が顕著化してきたというのがあると思います。 
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 そこで、生活、暮らしをしていく中で生きがいを持って、先ほど言いました、

その方針にありました、「生きがいを持って活力ある社会実現」に向けていくた

めにはどうしたらいいのかというのが今後問われているというふうに思っていま

す。私たちを取り巻く生活課題、地域課題の解決に向けた取り組みが必要な時代

に来ている。 

 私は、もうはや取り組んでいるところは結構取り組んでいると思うんですね。

そういう面では、遅い部分かもしれません。その基礎になると思うのに、人づく

りであり、または地域づくり、最近は地域力とも言いますが、それから豊かな生

活づくりというのがうたわれています。 

 そこで、私たち永平寺町に住んで、「住んでいてよかった、これからも住みつ

づけたい」「豊かな人生、安全で安心な暮らしがしたい」という言葉、キャッチ

フレーズが町長の今回の政策というんですか、一つの約束事の中にもこの言葉は

含まれていると思います。 

 そこで、その要望に対して、その対応に対して呼応するためにも、今日あるよ

うなそういう難局を乗り切るためには、住民的な活動であったり、連帯であった

り、参画であり、協働であり、また住民自治というものが重要視されているとい

うふに言われていますし、そうせざるを得ない時期に来ていると思います。 

 そこで、今回、室新教育長は、その基幹者となるべき、牽引者となるべき立場

に私はいらっしゃると思います。そこでお聞きしたいというふうに思っています。 

 改めて、当町の教育方針はどういうふうに思っていらっしゃるのかというのを

まずお聞きし、その後、学校教育は先ほど皆さんお聞きしてるので、社会教育に

ついても含めて教育方針はどういうものかというのをお聞かせいただきたいと思

います。 

○議長（齋藤則男君） 教育長。 

○教育長（室 秀典君） では、今の質問にお答えをいたします。 

 質問内容が、答え、答弁が今質問されたことに関して合っているかどうかとい

うのはちょっと私自身も自信はございませんが、私の思いを述べさせていただき

ます。 

 ３０年前に、私、松岡町の教育委員会で社会教育主事を４年間させていただき

ました。そのときの私の社会教育に対しての思いをあわせて、答弁させてもらい

ます。 

 社会教育は、いかに多くの人を集め、人と人とのつながり、そしてひとづくり
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をするかというふうなことだと思っています。皆さんもご存じだと思いますが、

３０年前、合併前です。３地区、永平寺、上志比村、松岡で陸上競技大会という

のをやっていました。これは郡民体育大会から県民体育大会への選手選考という

ふうなことで、参加人数も３００人程度しかいなかったんじゃないかと思います。

町民の大会としては非常に寂しく、その時代の町民のニーズに合ってないんじゃ

ないかというふうに私は感じました。 

 それで、この陸上競技大会を町民の体育祭、松岡町だけでも町民の体育祭に変

えたいというふうな思いで、先進地を視察し、競技内容等をいろいろ検討して提

案したんですけど、なかなか受け入れてもらえませんでした。特に地区対抗にな

りますので、参加人数がふえますと弁当のことが非常に問題になったんです。 

 そこで、区長さんにお願いしまして、そのころはまだ体協と言ってましたが、

体協からも負担をしますから、区のほうでぜひ選手の分の弁当を出してくれと、

お願いしますということで、一応お話ししましたら、わかったと。ただし、延期

されると困ると。弁当の手配がまたややこしくなるというふうなことで、じゃ、

わかりましたと。じゃ、体育館でやりましょうと。雨天の場合は体育館でやりま

しょうということで、松岡小学校の体育館がちょうどギャラリーありましたので。

そういうことで第１回目、物の見事に雨でした。でも、８００人ぐらいは参加し

ていただきまして、非常に盛会に開催できたのを今思い出しています。 

 現在も、この体育祭が３地区とも今体育祭として多くの町民の皆さんの参加の

もと開催されています。私、担当をして、やっぱりたくさんの人を集めたいと。

そして、人と人とのつながりの輪を広げたいという強い思いがあったので、こう

いうことができたんじゃないかなと。ですから、やっぱり時代に沿った、町民の

ニーズに合ったものをこれからも企画したいなというふうに思います。 

 特に公民館並びに各種団体との連携を図りながら、いろいろ話し合いをしなが

ら、また新しい企画ができればというふうに思っています。 

 やはり社会教育のキーワードとしては、今上田議員からもいろいろと話があっ

たように、私はやっぱりキーワードは「人集め」だと。「人集め」。それから、

「人と人とのつながり」。それから、「地域を支える人づくり」ということをテ

ーマにやっていきたいというふうな思いを持っています。 

 以上です。 

○議長（齋藤則男君） 上田君。 

○８番（上田 誠君） 私、当然、今教育長の思い、確かだと思います。やはり最終
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的には人と人のつながりが一番大事であるし、いろんな形での行ったところも人

のつながりというものを大事にするためのものであるというふうに私も思ってお

ります。 

 そこで、私とすれば、例えば当町の教育方針は何かというときに、やはりきち

っと明文化を僕はするべきじゃないかと。先ほどありましたように、これは一つ

の例ですが、いろんな形であるけれども、活動、生きがいと社会実現に向けて行

くんだよと。それが教育、特に社会教育のほうの方針であるというような形を、

やはり私はきちっと文書化することが大事だろうと思っていますので、ぜひお願

いしたいと思います。 

 それから、位置づけ。その後に位置づけと展開方法というのも書きました。も

しも位置づけであるとか、展開方針、施策というものと、展開するに当たっての

キーワードは何かというような形で書かせていただきましたが、もしも、教育長

さん今おっしゃった以外に、例えば社会教育というものはどういうふうな町行政

であるとか、また行政から見た方向からの位置づけである。町行政としての教育

委員会としての社会教育はどういうところに位置づけるのか。ちょっと抽象的で

わかりにくい。 

 例えばこの社会教育というのは、いろんな地方自治を行っていく上では必要不

可欠であって、なおかつ住民の方々の自治というか、そういうつながりを喚起す

る、そういう場所。ということは、町行政の、ある面では住民とのコンタクトの

中では最重要課題ですよというふうな位置づけに置いていただけるものがある。

それを僕は、やはりきちっと明文化というんですか、ある面ではそれを町民に対

してやっぱりアピールすべきだと。それをして初めて、あ、こういう形での教育

委員会または行政はその対住民の方々にこういうことで最重要課題としているん

だよというような展開を私はやっていただくほうがいいんじゃないかなと思って

いるんですが。 

 そして、その中でキーワードは何なのか。今おっしゃっていましたように、「人

と人のつながり」であるとか、それが一つのキーワードであるとかっておっしゃ

っていました。それはその時々の展開によって決まると思うんですが、ぜひとも

私はそういうふうな考えでいるんですが、そういう考えについてご所見があれば

お伺いしたいと思います。 

○議長（齋藤則男君） 教育長。 

○教育長（室 秀典君） 今の方針等について明文化、これはもう上田議員のおっし
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ゃるとおりです。今の段階で、今、私が答弁しているのは、私、自分の思いとい

うふうな形でしか答弁してませんので、これから職員といろいろ検討しながら、

早めにそういう明文化して、町民のニーズに応えられるような、そういう方向で

進んでいきたいと思いますので、それでよろしいでしょうか。 

○議長（齋藤則男君） 上田君。 

○８番（上田 誠君） ぜひお願いしたいなというふうに思っております。 

 それで、先ほど言いましたように、住民的な、ある面ではそういう活動連携で

あるとか、参画。要は、住民と一緒にそういうものをつくり上げていきましょう

というのが教育長さんもおっしゃっていたそれだと思います。それを展開するに

当たって、やはりどこの先進地、いろんなところ見ても、公民館というものはキ

ーステーション、要は館であったりとか、核として進んでいます。そういう意味

から、当然、公民館の現状というのは、戦後の中でいろんな形の中で変遷しなが

ら、ある面では「生涯学習」という言葉に変わって、ある面ではその趣味のとこ

ろであったり、個人のそういうものが進んできた。しかし、それはそうじゃなく

て、要は地域連携、連帯というもののつながりが必要だというのが、ここ２０年

前からうたわれてきている。まず、教育長さんもそのように、３０年前からそう

いうふうに見てるという形でおっしゃっていました。 

 そこで、現在の公民館の永平寺町の当町の現状を教育長さんはどのように見て

いらっしゃるのか。全般的分析とすると課題とかあればどういうものがあるか、

お聞かせいただきたいと思います。 

○議長（齋藤則男君） 教育長。 

○教育長（室 秀典君） 実は、私、松岡小学校を退職して２年間放送大学に勤めま

した。その際、広報主任という立場で、実は福井市５５館公民館あるんですけど。

それから越前市、鯖江市、坂井市の公民館を全て回りました。その中で、館長さ

んらといろいろと話をしていく中で、非常に、以前からも私は思っていたんです

けど、公民館はやはり地域の拠点というふうな考えは、これは今も同様に持って

います。 

 ただ、福井市、それから鯖江、越前市につきましては、一つの公民館が広範囲

にわたって管轄といいますか。ですから、主事が３人、４人といるわけです。そ

して、地域のいろんな活動をそこで取りまとめているというような。そういうこ

とを考えますと、うちの永平寺町はやはり小さくまとまっていますので、確かに

今主事が非常勤で３名ということで採用になっていますけど、それが１名でも２
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名でもまだふえればさらにというふなことがあると思いますが、しっかりしたビ

ジョンを、公民館活動のビジョンを決めてからやらないことには、やみくもに人

数をふやしても意味がないと思います。これも一つの検討課題というふうに私自

身は捉えています。 

 以上です。 

○議長（齋藤則男君） 上田君。 

○８番（上田 誠君） ありがとうございます。私もまたそのように思っています。 

 今までいろんな形で質問させていただきました。ご存じのように、一応統計も

とっています。福井市のところであるとか、近隣のところ、それから町外のとこ

ろ、いろんな形でとっています。 

 一応公民館というのは、公民館奨励のいろんな中で、小学校区に１館を建てる。

それはそれぞれの地域性があって小学校区１館。いろんな視察をしたところも、

ある面では何百人ぐらいしかいないところでも公民館はきちっとある。 

 それから、福井市さんを見てもわかると思いますが、広範囲なところの公民館

も当然あれば、小さい地域のところの公民館もある。それはその地域性であると

か、その地域の文化の中にそれがあるわけですね。 

 ということは、公民館自体の活動が、先ほどちょっと言いました、その地域課

題であったりとか、生活課題を解決していく。だから、ある面ではそういう面で

教育長さんビジョンを決めているとおっしゃっていました。ぜひそのビジョンを

決めていただきたいというふうに思います。 

 私、前のときの質問もぜひそのビジョン、そういうものを明文化して、そして

ある面では図式化、見える化して町民の方々に示していただきたい。そうするこ

とによって町民の意識向上につながる。それプラスアルファとして、前も町長に

お願いしたことがあるんですが、予算のところ、今は、例えば体育ではこんだけ

の予算、文化ではこんだけの予算、行政でこんだけの予算、何で予算が全部の課

にばらまっているからですね。しかし、いろんな紹介の中でいつも申し上げる、

いろんなところを紹介しましたが、やはりその公民館、先ほど言った核となると

ころが、それを全部ひっくるめた予算化の中で対応している。 

 一つの例ですが、出雲市なんかは、そこの公民館の協議会がそこにその人件費

までも全部を入れて、その中での自主運営的なものをやる。ただし、それには館

としての補助、それから自治等の補助、そういうものをきちっとしていく中で予

算をつけて、その予算というのは今まである予算をただひっくるめて入れるだけ
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ですけどね。 

 そういう形での町民に対して、その地域の方々に見える。どのようにしたらそ

の地域連携ができるのかというものをぜひビジョン化して示していただけたらと

いうふうに思います。私もそのように思いますので、ぜひお願いしたいというふ

うに思っています。 

 それでは、もう一つ、次にちょっと深く行きたいんですが。 

 それでは、その公民館の役割について、現状は今お聞きしました。なかなか大

変だと。でも、一つの役割のそのビジョンの中で思っていることでもよろしいと

思うんですが、住民にとっての役割は、公民館に対してね、どうあるべきか。ど

のように考えていくのか。また、行政にとってのその役割は何かというものがあ

れば、なかなかまだ皆さんお打ち合わせしてないかと思いますが、思いで結構で

すので、あればお知らせください。 

○議長（齋藤則男君） 生涯学習課長。 

○生涯学習課長（坂下和夫君） ただいまの公民館はどうあるべきかということで、

これからの公民館の役割はということですが。 

 これからの公民館のあり方につきましては、企画講座の開設ですとか、自主グ

ループの育成、または研修会開催などの生涯学習及び少子高齢化が進行をする中

で、健康長寿の拠点としての役割ですとか、団体同士の協働、連携や地域活動の

支援など、また地域振興会などの地域活動の拠点としての役割が求められている

のではないかということで、本町の社会教育方針の中にもそれを明記させていた

だきまして、教育委員会で確認いただいているところです。 

○議長（齋藤則男君） 上田君。 

○８番（上田 誠君） 私の考えかもしれませんが、やはり公民館の役割というのは、

例えば住民にとっての役割というのはどうあるべきか。それは公民館という館の

中で、一つの核の中で、先ほど教育長おっしゃっていただいた私たち住民のつな

がりであるとか、ある面では地域課題、そこに持っている地域課題だとか、例え

ば子どもの先ほどのような問題があれば、うちの子どもたちはどのようにその地

域で遊ばしてやろうか。いや、子どもはどのようにそういう連携。そうしたら、

どういう働きをしたらいいのかであるとか。 

 それから、ある面では、今度は行政のほうからは、例えばその地域に対してど

のような実践も含めて。よく町長さんは防災の中で、防災というものはこうある

べきだと示しながら、行政はある面ではその地域での防災が必要ですよ。私は、
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その防災も一つの地域行政にとっての役割がそこにあると思っているんですが。

そういうものをぜひとも明文化するというんですか、図式化して見える化にして

いただきたいと思いますので、よろしくお願いしたいと思います。 

 それで、やはりこれからの問われているのは活動等もあるんですが、先ほどち

ょっと言った中で、企画であるとか、いろんな講座とかとおっしゃっていました

が、当然それも大事ですが、先ほど言いましたように、今問われているのは、活

動なり、そういういろんな勉強するものを暮らしと結びつけていかないとだめで

すよと。先ほど言いましたように、高齢化社会になって、今の地域の課題は在宅

医療であったりとか、地域医療であったりとか、また地域介護だとか、いろんな

形の連結が必要だ。だから、そういうものにすぐ連結していかなあかん。子ども

の問題にしても、そういうふうに必要ですよということで、やはり公民館事業の

あり方、また地域課題や向き合ったもの、その地域コミュニティづくりの実践の

場として、ぜひそういうものを位置づけていくということが大事だと思います。 

 予算をつけて、その地域でそういう地域のビジョンを地域の人につくってもら

う。そういう位置づけの公民館であるとか。それから、行政にとってみれば行政

の一つの出先と言うと言葉は悪いですが、そういう見方でして対応していくとい

うようなことも必要だと思いますので、ぜひそういうものをお願いしたいと思い

ます。所見があれば。 

○議長（齋藤則男君） 河合町長。 

○町長（河合永充君） 今いろいろな社会課題等ございます。公民館活動も、戦後７

２年がたとうとしております。いろいろまず戦後、その当時は平均寿命５２歳。

戦死され方もいらっしゃるということで５２歳。そして、日本を復興させて、そ

してそのときに今の団塊世代の皆さんが生まれて、そして必至に日本を今の状態

まで先人が立て直し、そして次に団塊の世代が社会人になったときに、次の３０

年、高度成長、バブル、いろいろありました。その都度都度、公民館のあり方と

いうのは変わってきていると思います。 

 今は、次、その安定した時代が一段落して、一つの区切りが２００８年のリー

マンショックかなとも思いますが、そこから少子・高齢化、次の２０５０年には

先ほどお話、伊藤議員の質問の中にもありました１億人を切ってくる。高齢化率

も４０％になってくる。そういった時代を迎えてくる中で、公民館のあり方も変

わってきていると思います。 

 今、永平寺町の公民館、本当にいろいろな活発に活動をしていただきまして、
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講座数も、また利用される方もふえてきております。一つの高齢化の中で、よく

３Ｋ、孤独、経済――３Ｋってちょっと今あれなんですけど。高齢者の皆さん、

孤独がやっぱりあるので、経済的状況、そして……。今ちょっと出てこないんで

すが、３Ｋと言われています。 

 そういった中で、大きな役割が趣味を持った仲間の集まりの場が公民館、そこ

が生きがいになったりします。ただ、今、いろいろな中で、スポーツ、公民館活

動ではないですが、マレットでもペタンクでも活発にそこを楽しみにしている方

もいますし、福井に行かれて福井の友達と遊ぶ方もいますし、いろいろな皆さん

が生きがいを持って健康でいていただける、そういった取り組みもしています。 

 今、公民館を中心にいろいろなまちづくりといいますが、例えば防災は自主防

災の皆さんがその防災に関心を持たれていると言うとちょっと失礼な言い方にな

りますが、積極的に町を守るんだという気持ちで協議会もつくっていただいてや

っていただいていますし、この前の花いっぱい運動、これちょっと公民館活動か

ら離れますが、永平寺町を花いっぱいにしたいんやという熱い気持ちの方もいま

す。 

 いろいろな頑張っている人、何とかジャンルがいろいろある中で、公民館もそ

の一つだなというふうに思います。公民館を中心に、例えば防災をまとめていく

とかこうではなしに、公民館もその一つとしてほかのいろいろな活発にやってい

る皆さんと一緒にまちづくりに参画していただくとか、そういったことも大事か

なと思っています。 

 今若い人たちの参画もお願いしたいという思いもあるんですが、いろいろな形

で、先ほど働き方改革もありました。若い人たち、子育て、また働くことで手い

っぱいの状況もあります。特にこの永平寺町は勤めに行かれている方が多くいら

っしゃって、なかなか自営をされている方も少なくなってきているという現状も

あります。 

 そういった中で、国体が終わりましたら、また議会と一緒にどういうふうな形

が住民の皆さんが求めている自治といいますか、それなのか。行政とかが押しつ

けてこれをやってくれとかではなしに、多分、それはうまいこといきません。何

で俺らがせなあかんのや。ほんなもん、役場の仕事やろうというふうになると思

います。 

 ただ、そういう意欲のある人たちの気持ちをどう組んで、その人がさらに活発

になれるかという支援をしていくことが大事だと思いますので、そういった点で、
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またこれから。ちょっと今国体がありますので、国体が終わったらそういった形

で進めていきたいと思います。 

 全ての課長の事務分掌には、まちづくりに関することという事務分掌を入れて

ありますので、全庁挙げてどういうふうな取り組み、組織をつくっていくのがい

いのかというのを教育委員会と一緒にやっていきたいと思いますので、よろしく

お願いします。 

○議長（齋藤則男君） 上田君。 

○８番（上田 誠君） ぜひお願いしたいと思います。 

 ただ、私、公民館だけが全てと言っているんじゃなくて、その公民館という館

がありますね。その館は、要はそこの協議会がつくるんであって、押しつけじゃ

なくて、それ、動きができる支援は何か。館と、それから予算と、そして人の支

援をして、こういうやつがありますよ、こういうやつが、こういうのがあります

よということを示すことによって、そして住民の方々の組織の中でどうやってい

くか、これは当然住民が考えることです。それのいい例がまたいろんなところで

ありますので、また機会があったらその話を一緒にまた一般質問の中も含めてや

りたいと思いますので、よろしくお願いしたいと思います。 

 では、２問目に行きたいと思います。 

 温泉問題です。課題は、問題は６万人の利用者で収支は黒字でなかったかと。 

 永平寺町温泉禅の里の利用者が順調に推移して、現在は９万から１０万で推移

している状況であります。非常に喜ばしい結果だというふうに私も思っておりま

す。そこで、しかしながら、運営であるとか、指定管理利用、それから保守点検、

さらには今後の例えばリニューアル、更新について、私は課題があるんじゃない

かということで今回質問をさせていただきたいと思いますので、よろしくお願い

します 

 永平寺町温泉禅の里は、利用者が先ほど言いましたように９万から１０万人に

なっているということです。それで、当初の住民説明会、理解をもらうためにこ

ういうの出てたのご存じやと思います。これは、広報永平寺に出ているやつです。 

 広報永平寺の中に、当然、その目的の中で目的は、健康増進、余暇の活用、そ

れから介護予防というものを中心にやっていく。そういうものをやりたいという

ことでなっていました。 

 そこで、費用のところが出ていました。これは合併特例債をつくって有効な活

用をしていこうということでありました。そこの中の１年間の、この３ページ、
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４ページ目かな。施設の運営と維持管理にかかる１年間の負担についてというこ

とがあります。 

 そこで、３万人の場合は、町の運営負担金、実質負担金ですね、１，２６９万

円。そして、５万人の場合は６２０万円。そして、後でもちょっと触れますが、

６万人ではチャラになる、ゼロになるというふうな話になっていたかと思います。 

 それの例が、いろんな形で議員のところに説明も含めて、町民の方にご説明し

た中には、この中で載っています。先ほど言いました、３万人の中では指定管理

料は１，３９５万円、それから町の実質負担１，２２９万円、それから５万人の

ときは町の実質負担は５８０万ということがあって、最終的に６万人のシミュレ

ーションではゼロ円になるというのがありました。 

 それともう一つです。その中には、当然のように指定管理料と町の負担の差異

があるわけですが、ＣＡＭＵ湯の人は３万人ですね。翠荘は１万４，０００。そ

れから、永寿苑が５，６００。合計５万人の利用がありますよということで。そ

の中で、指定管理をするに当たってのいろんな選考がありました。 

 そこで、その選考の中の用紙があります。これは、町の福祉設備運営業者指定

選定資料というのがあります。コーワ、キューム、それからＢ、Ｃ、Ｄというの

があって、コーワさんの中には指定管理料、１年当たりの額が１，５５７万円に

なっています。１年当たりですよ。今は１カ月の指定管理料が１，６９２万だっ

たかな。あ、ごめんなさい。１年がそういうふうになっています。それで、町の

利益還元率は５０％というふうな形でうたっています。 

 そして、利用も６万６，３００人、４万人以上確保するというのが基準になっ

たわけですが、そのときの算出の見込みが６万６，３００人でありました。 

 そして、その中でＣ社を選んだときに、こういう資料もありました。６万人の

ときには、先ほど言いましたように収入が６，０２０万円、そして支出が６，０

２０万円で、そういう形で予想よりも利用者が多かった場合は、こんだけがふえ

ていますということですね。その収入、利益の差の収入の５５６万円については、

先ほど言った５０％で還元しますというふうな内容の指定の管理に当たっての業

者指定に当たっての条件の中で、業者さんが出してきた資料です。 

 そして、もうちょっと言います。これは特別委員会に出された資料です。指定

管理料、上限３万人以上は絶対確保している。これ４万人になっていましたけど。

そして、指定管理料は１，４００万円を上限とします。そして、その指定管理料

には人件費や燃料費、清掃費、源泉設備維持管理料などを含んでいますというの
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があります。 

 それから、保守管理等の保守維持シミュレーション、ここには指定管理料に当

たっては、さっきのそれですね。それから、永平寺町の源泉に当たっての維持管

理を見積もりをとって、こうした費用が年間３２０万円で見込んでおりますと。

源泉設備の定期点検、保守管理費を含めた指定管理料の提出を求めていますとい

うのになっています。そして、各種設備の定期点検やオーバーホールについては、

実施期間等については事業者に公表して、そういうふうに予定をしていますとい

う形のところがありました。 

 そこで、先ほど言いましたように、３万人の場合と５万人の場合で、先ほど議

会説明の中で、維持管理費の中で出ていますが、指定管理料は３万人の場合は１，

３９５万円、それから５万人の場合は９０６万円となっていました。そして、そ

の中に含まれる、さっき３３０万とありましたが、税であるとか、ＳＰＣ運営費

というのが書いてあった。そのＳＰＣというのは僕ようわからんのですが、３３

０万。 

 そして、源泉維持費は５０万。時によっては２年ごとに５０万と８０万の交互

ですが、そういう形もありますよと。当然、５万人も同じになっていたんですが、

若干変わるとは思いますが。 

 そして、町の実質負担が、先ほど言いましたように３万人の場合は１，２２９

万円、そして、５万人の場合、５８０万円というシミュレーションでありました。 

 その中に維持管理費、先ほど説明しましたね。維持管理費は２，４２０万円、

それから５万人の場合、２，８７０万円。それの内訳は、その維持管理運営費と

いうのは維持管理に係る定額分、それから来客数による変動分、そして民間、先

ほど言いましたＳＰＣ委託での１５．５％の縮減されるということの費用も含め

て、３万人の場合は２，４２０万、そういう形での運営費がなっていました。 

 それで、２８年の収支が出ていました。収支表。その中に、９万６，０００人

の利用客です。指定管理料は１，６９５万円になっています。そして、施設利用

者の収入は４，０３８万円。自主収入、これは自主でいろんな食べ物とか出した

やつね。それが約３，０００万、３，１８２万円になっています。 

 それで、支出のところです。ここで見ますと、施設維持費という項目と人件費

という項目があります。そして、自主運営費も当然ありますけどね。それから、

その運営に当たってのいろんな費用がかかります。 

 先ほどの文書の中には、人件費その他もろもろ全部含んだのが指定管理料とな
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っていたんですね。先ほどの説明、もう一回言いますか。「指定管理料には、人

件費や燃料費、清掃費、源泉維持管理費を含んでいます」ってなっているんです。

しかし、この中には、いや、僕、経理の仕方がわからんのかもしれませんが、人

件費もお金があって、それから先ほど言った施設維持費も別に入れてあるんです

よ。ここは人件費も含めて、その指定管理料と言っているわけですよ。 

 そして、その後、ここに項目にはないんですが、その中に事業者管理費の、あ

えてまたその事業者管理費の中に本部経費ということで７５０万あるんです。本

部経費で７５０万。それから、先ほどの中の施設維持委託料、これは別のまたあ

れですが、４３８万。４００万また別にあるんですね。維持管理費のそれを含む

となっているんですが、そこに含まれる。そういう形と考えると、課題があるん

じゃないかというのが１点。 

 それから２点目、維持管理タンク清掃費が２年に１回で１０万円ですよと。ポ

ンプのバントウの契約は２年に１回で２０万ですよ。スケール防止薬品代、これ

多分薬品だと思うんですが、年間、毎年５０万ですよと。ポンプ引き上げ抜き交

換は１０年に１回で２５０万となっているんですね。しかし、今現在にポンプ交

換は何回行っていますか。また、ことしの今回の経費、それは当然壊れるものが

あると思いますが、いろんな形で中でもつくるに当たって、私ども指摘したのは

こんだけの泉源、いろんなところを見てもポンプの交換というのは１年や２年で

すぐやっていますよと。だから、そういう見方は見なあかんのじゃないかという

話もしました。 

 それから、１０年後のリニューアルの費用、そういうものはどこから捻出する

のか。そういうものあわせてご所見をお伺いしたいと思います。 

○議長（齋藤則男君） 福祉保健課長。 

○福祉保健課長（木村勇樹君） まず、指定管理料の収支の件ですけれども、１，６

９５万円を支出しております。その内訳としてちょっと疑問に思われている点が

あろうかと思うんですけれども、指定管理料を含めた２８年度の収入が８，８５

４万６，０００円余り。そこが収入になるわけですから、そこから人件費、維持

管理費をマイナスしていくのは十分正当なことだと思いますので、何ら問題ない

と思っております。 

 まず１点目はそこでよろしいかなと思います。 

 それから、維持管理ポンプの維持管理に係る分については、一応２年に一度ポ

ンプの引き上げを予定しているという計画でおりました。若干金額については差
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異がございますけれども、ポンプ２年に一度３００万円相当で予算化して計画し

ております。 

 それから、維持管理に係る費用の差異でございますけれども、当初見込んでい

た計画というか、温泉の成分等の運営から見ると、以前も申し上げましたけれど

も、非常に良質な温泉で、人には優しい温泉であるということですけれども、機

会に対してはスケール防止、それから加水をする必要があるというところで、燃

料代なり水道代なり、当初計画よりは非常に多くの費用がかかっている点から、

維持管理費用については増額となっております。 

 ただ、当初の指定管理費用の中で指定管理者の方においても施設利用料の増、

それから自主事業の増を見込んで管理運営をしていただいております。当初、金

額の消費税改定の分ではアップしましたけれども、当初の計画書の中で管理して

いただいているということなので、現在としては総額赤字にはなっておりますけ

れども、思った以上の管理をしていただいているものと思っております。 

 昨年、それから一昨年、確かに単年度では収支上ではプラスが出ておりますけ

れども、初年度、それから２年度については赤字となっておりますので、議員お

っしゃる黒字からの２分の１の補塡と、バックというのは現在では行っておりま

せん。 

 現在、平成２９年度分の収支について精査しておりますので、この結果を見て

も、またご提示いたしますが、見て判断したいと思います。 

 以上です。 

○議長（齋藤則男君） 上田君。 

○８番（上田 誠君） そしたら、当初のコーワさんを指定するに当たっての泉質の

ところの資料、先ほど言いました資料でそれだけの人数で来て、６万人になった

らゼロになるというのにかかわらず、１０万人来てもペイになっていないという

ことですか。 

 というのは、当初のほんなら、選定するに当たってのその数字というのは何や

ったんですか。 

 それから、住民説明会の中で５万人、６万人になったら黒字になって、あとは

還元されますよと。指定管理料は減っていって、６万人になればチャラになって、

町の持ち出し金がなくなります。また、それ以上になった場合は利益還元を５０％

にしますというふうな数字は、まやかしであったんですか。 

○議長（齋藤則男君） 福祉保健課長。 
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○福祉保健課長（木村勇樹君） 結果的な論法から行くと、言われるのもいたし方な

いかなと思います。ただ、当初の計画で見込んでいた成分の影響よりははるかに

大きい影響を受けているという、こちらのほうも逆に言わせてもらうと事業者さ

んから見ればそんなはずじゃなかった。こんなにお金かかるはずじゃなかったよ

ということも若干言われておりますので、維持管理においてかかる分は仕方がな

かったと。 

 もう一つ言いますと、当初の成分の見込みが甘かったんじゃないのと言われれ

ば、それもそうですねということに当たってしまいますので、結果として今現在

はそういう計画をもとに管理をしっかりしていただいているということからすれ

ば妥当な経営であると思っております。 

 以上です。 

○議長（齋藤則男君） 河合町長。 

○町長（河合永充君） 当初、僕議長をしておりまして、住民説明会、いろいろな本

当に、濃いで機械は大丈夫かとか、詰まるんじゃないかとか、いろいろ声を聞い

て、議会の中、特別委員会の中でも言っていたと思います。 

 いざ就任したときに、ポンプがもうだめになったんだとか、そういったお話を

聞いて、やはりしっかりと住民の声に耳を傾けておくことも大事かなというふう

に思っております。 

 今後、いろいろな、今福祉課長申し上げたとおり、運営はしっかりやっていた

だいておりますので引き続きやっていただいて、やはりこれからいろいろな事業

を進めていく中でしっかりと、ちょっと厳し目でそういった計画とか立案をして

いくのは大事かなというふうに今は感じております。 

○議長（齋藤則男君） 上田君。 

○８番（上田 誠君） ぜひ精査をお願いしたいと思います。 

 現実的に、そのいろんな経費も含めての費用がこれだけだよと言っているわけ

ですよ、当初の中で。そして、いろんな泉質が悪いと言いながらも、設備の維持

管理料、委託料ということで４００万上乗せになって、３００万プラス４５０万

の上乗せもあるわけですよ。当然、消耗品もそれに加わって２７０万。合計、こ

れで見ると８００万上積みされている形ですよ。そうでしょう。 

 そして、管理諸経費も、たしか当初は１００万か２００万だったでしょう。そ

れが２年後、３年後には何で７５０万になるんですか。そこらあたりも解せんし。

いろんな形でその収支表はあれですが、現実的に言うとそこで１，０００万以上
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の黒字精算が出ていると。それなら、その半減したって５００万、６００万が戻

ってくるはずだと。私はそれをある面ではリニューアルに持っていくとか、いろ

んな形をしないとだめですよということです。 

 これは当初やる中でいろんな議員さんも含めて、私もそうでしたが、その維持

管理がすごく甘いんじゃないか。というのは、いろんなボイラーの設備のやって

いるところ、それから事前にいろんな３カ所も４カ所も見に行きました。当初で

は、この近くではたけくらべも霞の郷も、それからいろんなところへ行ってきま

した。話しすると、必ず２年に一遍か１年に一遍はポンプかえているんですよ。

その話もしました。しかし、当初のこの中の見積もりの中にそれ入ってないんで

すよ。１０年に一度ポンプかえるしかなってないですよ。ここでは。 

 それで、その費用はこんだけですよと言って１，６９０万持っていっているわ

けですね。そう考えると、非常にそこらあたりが問題があるというふうに思いま

す。 

 それから、ここの中で指定管理もそうですが、利益還元もそうですが、もう一

つ、そのモニターをやると。モニタリングをやって、その状況を調べますという

のが、実際、モニタリングをやりました。どういう結果でしたっていうのは議会

に一度も報告されてないと思うんですが、その点はいかがでしょうか。 

○議長（齋藤則男君） 暫時休憩をいたします。 

（午後 ４時４０分 休憩） 

────────────── 

（午後 ４時４３分 再開） 

○議長（齋藤則男君） 休憩前に引き続き再開いたします。 

 福祉保健課長。 

○福祉保健課長（木村勇樹君） モニタリング調査という形での業者さんがやった報

告というのは受けておりませんが、毎月の月次の報告、それから年間利用に当た

っての報告、お客様アンケートをとった結果への報告書という形ではいただいて

おります。 

○議長（齋藤則男君） 上田君。 

○８番（上田 誠君） 先ほどの文書読みます。先ほど言いましたように、町が特別

に行うモニタリング調査で外部評価委員などの専門家を町が委託してお金はかか

りますが、そういう費用のもとに考えていますというふうにちゃんとうたってい

ますよ。 
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 それは、内部のいろんな会計報告とか、それは当然業者がモニタリングして、

例えば利用者にはどうやというのをとる。その以外に、例えば内容であるとか、

業務の内容のそのチェック、会計も含めてですよ、そういうものをちゃんと調査

をします。そういうような費用かかるかもしれませんが、それはやりますとここ

に書いてあるんですよ。そういう答弁を行政はしたんですよ。だからそれをやっ

ていますかということを言っているわけ。 

 というのは、なぜかといったら、先ほど言いましたように、ある面では僕らが

見ても不可解な会計内容で、最終的には今回黒字出ているかもしれませんが、そ

れまでずっと赤字だったよというのは、先ほど言いましたように、当初の中で６

万人来たら既に黒字でチャラになりますよという、その中で選定されているわけ

ですよ。その業者は。だから、それを考えると、１０万人近くも入って、ずっと

お金が赤字だというんか。ことし初めて、２８年度で黒字になりましたよという

のは解せんのじゃないですかという言い方です。 

 そして、先ほど言いましたように、そのモニタリングの費用ということで、そ

れは定期的に行政が行って、それは監視しますという言葉はあれですが、行うと

いう形になっています。それから、先ほど言いましたように、維持管理について

も、例えば費用、経費かかるんであれば、それはどういうる形での算出をするの

か。 

 先ほど言いましたが、ここの維持管理の、先ほども言いましたように、８００

万上積みされているわけですよ。当初のそれから見ると。でも、それはいろんな、

ちょっと今きょう持ってきませんでしたが、業務協定の中の、それから維持管理

も含めた中で、そういう見方をしているわけでしょう。それは業者も含めて、そ

の指定管理料の中で入れているわけでしょう。そう考えると、これなんかはなぜ

ですかって言いたいわけですよ。 

 だから、ぜひそこらあたりの精査をやっていただけるのか。また、そこらあた

りでどういうふうな当初の住民説明会を含めて、また議会に対しての説明の中の

内容から見ると、１００万、２００万の違いじゃないんですよ。だからそう考え

ると、どのようにするかをぜひお聞かせいただきたいのが１点。 

 それから、今後の維持管理ですね。特に維持管理にかかる費用、そしてあと５

年たてば、１０年たてば大体リニューアルをせないかんという中で、その費用は

どういう形で捻出していくのか。その２点をちょっとお聞かせいただきたいと思

います。 
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○議長（齋藤則男君） 河合町長。 

○町長（河合永充君） まず、当時いろいろな資料、その資料が出ていまして、その

中で契約書を交わしております。その契約書は議会も承認をいただいている契約

書ですので、その契約書に基づいて。その契約書にのっとって、やはりしっかり

と対応していくことが大事かなと思っておりますので。今、その資料よりも、や

はり議決をいただいた当時の契約書お互い交わしていますので、指定管理の。そ

れに基づいてしっかりとこれから適正にしていかなければいけないというふうに

思います。 

 それとあともう一つ、管理の中で６万人が一つのライン。その中で、例えば水

を加えなければいけないとか、燃料代、またいろいろご指摘いただいていたんで

すが、ポンプが思った以上にやっぱり早く変えなければいけない。そういったの

はなかなか仕方がないかな。もう進んでいますので仕方がないかな。途中の忠告

しっかり聞いておくべきだったなと思います。 

 ただ、今、９万人を超える人が利用していただいているのもまた指定管理の皆

さんの努力かなとも思いますので、こっちはないんですが、入湯税はふえればふ

えるほどいっぱい入ってきますので、まだそれでもあれです。 

 ただ、運営、監査は、また担当課しっかりしていきたいと思いますので、よろ

しくお願いします。 

○議長（齋藤則男君） 上田君。 

○８番（上田 誠君） ぜひともこれに関しては住民の方での説明もありましたし、

それから、どうぞ今後、当然維持管理はかかっていくわけです。そして１０年後

にはリニューアルせなあかんという現実がありますので、これだけ今人が来てる

実態、今だからこそそれをぜひお願いしたいということをぜひ強く求めて、私の

質問を終わりたいと思います。 

○議長（齋藤則男君） 暫時休憩します。 

（午後 ４時４９分 休憩） 

────────────── 

（午後 ４時４９分 再開） 

○議長（齋藤則男君） 休憩前に引き続き再開します。 

 お諮りします。 

 ただいま一般質問の途中ですが、本日の会議はこの程度にとどめ、延会したい

と思います。ご異議ありませんか。 



 －251－ 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（齋藤則男君） 異議なしと認めます。 

 本日はこれをもって延会することに決定しました。 

 本日はこれをもって延会します。 

 なお、あす６日は定刻より本会議を開きますので、ご参集のほどよろしくお願

いします。 

 本日はどうもご苦労さまでした。 

（午後 ４時４９分 延会） 

 

 


